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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　Prologue　プロローグ









　それは、不思議な現象だった。

　世界から〝色〟が消えていく。

　形あるもの、形なきもの。人間、動物、植物、無機物。写真から、絵画から、風景から。

　ありとあらゆる色彩が。赤色が、青色が、紫色が、緑色が、黄色が。有彩色と無彩色が。

　万物から色という色が消失し、無色透明になる。不可視の存在へと、変貌を遂げていく。

　なんだこれ。何が起こっているんだ。えっ。どこ。消えちゃった。なんで。どうして。

　世界中の誰もが戸惑いと驚きの声を上げ、やがてはその存在と共に虚無に消えていく。

　色を失い、無色透明になり、見えなくなり、人が認識できなくなれば、存在は消える。

　そういうものなのだと、消えながらに理解した。

　理解した頃には、なにもかもがなくなっていた。

　人類が。

　世界が。

　そして。




　──この世界に住まう、すべての人々へ。




　声が届けられた。

　厳かな、それでいてどこか憂いを帯びた、女性の声だった。




　──たった今、世界から〝色〟が消失しました。

　──これは我々、六人の色彩の魔女が争いを起こした結果です。




　色彩の魔女。

　色を司つかさどるとされるその存在は、伝説のものとして人々に認知されていた。

　その伝説は今、実在のものとして世界中の人々に真実を語りかけている。




　──争いの首謀者はその内、五人。

　──〈赤色の魔女〉、〈青色の魔女〉、〈紫色の魔女〉、〈緑色の魔女〉、〈黄色の魔女〉。

　──彼女等らは、万物から己の司る色を奪い取ることで、世界を滅ぼそうとしたのです。




　赤、青、紫、緑、黄。

　それらは有彩色の中でも基本となる五色だ。

　この五色が失われたとなるとどうなるのか。

　後には色みを持たない無彩色──白と黒、そして灰色しか残らなくなる。




　──私は、〈灰色の魔女〉。

　──私はただ一人、他五人の魔女による侵略行為を防ぐために、力を尽くしました。

　──結果として、彼女等らを討ち果たすことはできましたが……。

　──……色の消失を防ぐことはできず、世界は今まさに消えゆこうとしています。




　そう語る〈灰色の魔女〉の声音こわねは、責任という名の重圧に押し潰されそうだった。

　されど決して、諦観しているわけではない。胸に抱く決意を、次の言葉に乗せる。




　──このまま世界を消すわけにはいきません。

　──私は自らの司る灰色で、この無色透明の世界に再び色をつけようと思います。

　──有彩色の存在しない、無彩色だけの世界。

　──それは多くの人々にとって、暮らしにくい世界になるかもしれません。

　──ですがどうか、生きる希望を失わないでください。




　世界は灰色だけの世界になる。

　それがなんだ。消えるよりはマシだ。助けてくれ。生きたい。お願いだ。救いを。

　人々は新世界を願い、求めた。




　──五人の有彩色の魔女は死に、私自身の命ももうすぐ尽きるでしょう。

　──これが、色彩の魔女として残せる最後の贈りものです。

　──どうか、生まれ変わった灰色の世界を嫌いにならないでください。










　……少年の視界は灰色に染まっていた。

　目に映る景色、すべてが灰色に見える。少年を取り囲むように生えている木々、天高くに浮かぶ雲、それに空、足もとの軽く湿った地面すら、元々の色から灰色に変わっていた。

　思い出す。自分はついさっきまで、森で遊んでいたということを。

　特に前兆があったわけではない。異変は唐突に起こった。視界にあるすべてから、自分の身体から、色が消えたのだ。そして世界は無色透明となり、消えた。かと思えば〈灰色の魔女〉を名乗る女の声が耳に届き、世界は再生した。有彩色を排した、灰色の世界として。

「……いない」

　呆ぼう然ぜんとしたままつぶやく。

　失われた事実を噛かみしめるように、誰の耳があるわけでもない虚空へ、語りかける。

「どこに……どこに消えちまったんだよ……っ」

　喪失感の原因は、色ではない。

　色と共に消えてしまった、大切な存在を求めての言葉だった。

　……ああ、そうか。きっと、全部が戻ったわけじゃないんだ。

　世界は灰色になることで再生した。だがそれですべてが元通りではない。

〈灰色の魔女〉の力が届かなかったのか。それとも間に合わなかったのか。

　無色透明のまま完全に消えてしまった存在もあるのだと、少年は悟った。

　さっきまで一緒に遊んでいた、今はもういない、幼なじみの女の子を想おもい、叫ぶ。

「ディア……！」

　──これが、アイズ・グレイアッシュが経験した六年前の喪失である。






　　Chapter1　第一章　そして人々は灰色の世を生きる









　鉄車輪がレールの上で火花を散らし、旅を共にした機関車が駅に到着する。

　下車した俺は、次の仕事がある列車に別れを告げ、駅舎の外へ出た。まずは駅舎内の公衆電話で帰還を報告しようかとも思ったが、面倒なのでやめておく。直帰できるならまだしも、どうせこのまま職場に向かわなければならない。

　駅前では多くの人々が忙せわしなく歩いていた。二日間の不在だったが、街に目立った変化はない。代わり映えのしない、それでいてどこか懐かしい風景が広がっていた。

　西のほうには、街のシンボルである巨大な時計塔が聳そびえ立っている。時刻は午後十二時。俺は時間を確認すると同時に、その奥側にある広大な空を眺めた。

　今日も今日とて、空の色はすっきりとしない灰色である。

「灰はい被かぶりの空、か」

　曇天というわけではない。今日の天気は、どちらかといえば雲もまばらな快晴。本来なら青空と表現すべき真昼の空は、しかし六年前からずっと灰色のままだ。

　灰色の街々には、いつもと変わらぬ時間が流れている。行き交う人々、子供も大人も、誰も空が灰色なことに驚きもしない。

　時間の経過は慣れを生む。六年という歳月を経て、人類は灰色化した世界に順応した。

　順応……といっても、最低限の生活が送れる程度には、だが。

　手荷物のトランクを疎ましく思いながら、俺は駅前にある行きつけの喫茶店に入った。

「ブレンドコーヒー」

　カウンター席に座るなり、メニューも見ずに注文する。勝手知ったるなんとやらだ。

　女性店主は「はいよ」と軽く応答し、俺の手荷物を見ながらコーヒーの用意をする。

「なんだいアイズ、トランクなんて持って。旅行でも行くのかい？」

「出張から帰ってきたところだよ。二日ほど第五都市に行っていた」

「大陸西岸沿いの第五都市！　海の街！　いいじゃないか」

「旅行ならな。実際は厄介な任務をほとんど一人でやらされて、終わったら土産も持たせずサヨナラさ。帰り着いて早々にコーヒーが飲みたくなるくらいには心労が溜たまってる」

「そりゃおつかれさん」

　労ねぎらいの言葉と共に、俺の前に一杯のカップが出された。

　が、俺はそのカップに注がれた液体を見て渋面を作る。

「……これ、コーヒーじゃなくて紅茶だろ？」

　湯気を出す黒色の液体。一見するとコーヒーのようではあるが、鼻を近づけると甘あま酸ずっぱい香りがした。見た目での判別は難しいが、おそらく正体はブルーベリーティーだ。

「よくわかったね。一口飲んでから文句を言う客も珍しくないってのに」

「その客は新聞でも読んでたんじゃないのか？　というか、こんなの目で見るまでもなく香りでわかる」

「そりゃそうだ。まあ常連向けのちょっとしたジョークじゃないか。コーヒーはすぐに出してやるからさ。いやそれにしても、討とう伐ばつ局きよくで働く男は違いがわかるねえ」

　俺の姿──服装や所持品を眺めながら、女性店主が討伐局の名前を出した。

　堅苦しい印象を漂わせる長衣の制服。腰元に備えた支給品の湾わん刀とう。二つのアイテムはこの街、ラジアータ第三都市の公的組織、討伐局の人間であることを証明する。

「そういえば、朝方ちょっとした事件の噂うわさを聞いたよ。知ってるかい？」

「事件の噂？」

　俺はあらためて出されたコーヒーに口を付けながら、女性店主の話に耳を傾ける。

「今朝方、あんたんとこの人間がけっこうな人数で街の東側から出て行ったとさ。何か大きな討伐任務でもあったんじゃないかって、お客さんたちが噂してたよ」







　喫茶店をコーヒー一杯で退店し、メインストリートに出る。

　世界が灰色になろうと、大多数の人々の生活は変わらない。看板を掲げる店はどこも営業中だし、仕事を持たない子供は脇道でボール遊びをしている。

　そこに住まう人間さえ順応してしまえば、世界の色など些さ細さいな変化なのである。

　だが実際には、無視できない変化……弊害と言ってしまえるだけの変化も、もちろんあった。

　たとえば、母親と往来を歩く少女。お洒落しやれをしている風ふうではあるが、着ているワンピースの裾にはデザインとしては不自然な斑まだら模様が浮かんでいた。あれはたぶん、泥か何かが跳ねたのだろう。本人も母親もそれを気にしていないのは、ワンピースも泥も灰色であるため、汚れに気づけていないからか。

　街で人気のパン屋は昼時ということもあり繁盛していたが、表の看板は塗装が剥はがれかかっているのか灰色に罅ひび割れていた。本来ならすぐに修繕して然しかるべきだろうが、店の人間はそれを気にしない。客も気にしていないため、商売に支障が出ないのだ。

　色という要素は衣食住の面で欠かすことができない。が、存在そのものが根本的になくなってしまえば、人はそれがなくてもどうにかなるように順応する。

　結果、服を選ぶ際に色は無視されるようになり、小さな汚れは気づきにくくなった。料理からは彩りがなくなり、昔より味で勝負できるようになったと話す料理人もいる。塗装業を営んでいた人々は、とっくの昔に職を変えた。

　頭上を見る。本来なら青空と表現できる空は灰色一色。だがその中に浮かぶ雲はちゃんと白だ。まるで曇り空のようにも見えるが、陽光による眩まぶしさもきちんと感じられる。

　世界が灰色になった六年前の出来事──人々が『魔女戦争』と呼ぶ争いで失われたのは、赤、青、紫、緑、黄の、五つの有彩色。より具体的に言えば、それらが持つ色相と彩度、つまり色合いと鮮やかさの二点である。

　有彩色は色相と彩度、それに明度の三点から成るが、灰色は無彩色であるため明度しか持たない。色合いや鮮やかさが変わることはないが、明るさだけは変化するということだ。

　だから厳密に言えば、この灰色の世界には他二つの無彩色である黒と白も残っている。夜になれば空は黒く染まるし、星の光は白く見える。ある学者は黒と白は単なる明るさの違いで、色ではないと主張したりもした。

　人によっては『白黒の世界』と表現されたりもするが、この世界を救った〈灰色の魔女〉の言葉にあやかり、『灰色の世界』と呼ぶ者がほとんどだ。

「……さてと。上司にどういうことか問い詰めなきゃな」

　街を観察しながら歩き、行き着いた先、五階建ての建物の前に立つ。

　俺が二年前から通っている勤め先、大陸都市ラジアータ直轄討とう伐ばつ局きよく第三支部の局舎に。







　ルフレア大陸の西方に位置する街、大陸都市ラジアータ。

　巨大な中央都市を第一から第六までの六つの都市が囲み、それぞれの街は鉄道で繋つながっている。地図上ではやや歪いびつな六角形に見える都市国家だ。

　俺が暮らす第三都市は六角形の東南に位置している。第一都市は製鉄業、第二都市は農業が盛んという風ふうに街ごとに特色があるのがラジアータの特徴だが、第三都市には何もない。ラジアータ内で一番『普通』の街であると言える。

　仕事で他の街に出向くこともしばしばあるが、人々の生活が安定しているかどうかという点に関してはどの街も大きな問題はない。だがこれは極めて珍しいことであり、街の外からやってきた人間は皆、その繁栄ぶりを見てここは夢の国かと我を疑うという。

　それも仕方がない。なにせ魔女戦争以降、ほとんどの国は壊滅してしまったのだから。

　魔女戦争により色が失われるという異常事態。誰もが未体験のはずのこの災害に対応できた国は、そう多くない。

　人も物も、色の消失と同時に一いつ旦たんは無色透明になり、存在が消えかかった。〈灰色の魔女〉の力ですぐ灰色を取り戻し、消滅を免れはしたが……すべての人や物が救済されたわけではなかったのだ。灰色が宿らず、無色透明のまま消えてしまったものもある。

　それは国を動かす上で重要な人物であったり、国民が生活する上で欠かせない物資であったりと様々だ。重要人物の喪失、物資不足による治安悪化、単純に色がなくなったことに対する恐怖と混乱……これらが重なれば、国は簡単に滅ぶ。少なくとも、ラジアータの近隣諸国は全滅だった。

　ラジアータとて、魔女戦争の直後は酷ひどい有様だった。だが人々が滅びの道を進むよりも前に、救世主が現れる。新しい道を示したのは、『極ごく彩さい社しや』と名乗る一団だった。

　極彩社というのは、一言で言えば色彩の魔女の研究機関だ。多くの人間が伝説上の存在と捉えていた魔女を実在した存在と考え、彼女たちが使った『色を操る魔法』について考察・研究し、一応の対応策を見み出いだした。

　失われた色を取り戻すなんてことはできなかったが、魔女への疑問が僅わずかばかりでも解消されたことで、人々の混乱は和らいだ。その後、極彩社は率先して街の復興活動に当たり、自然とラジアータで暮らす人々の中心になっていった。

　そして、現在は『極ごく彩さい省しよう』と名を変え、ラジアータの行政機関へと役割を変えている。

　そんな極彩省が街の復興後すぐに発足したのが、『討とう伐ばつ局きよく』という組織だ。

「オウロさん、いるんだろ？　勝手に入るぞ」

　討伐局第三支部局舎、五階最奥。

　俺は支部長室と書かれた扉を殴りつけるようにノックし、了解を得る間もなく中に入る。

　たった一つ置かれた机の向こう側で、アイマスクをした男が椅子に座ったまま寝ていた。

「……案の定だ。この不良上司」

「誰が不良上司だ。この問題児」

　悪態をつく俺に悪態で返し、男はアイマスクに隠れた寝ぼけ眼を覗のぞかせた。

　やや気けだるさの窺うかがえる相貌に、剃そるのが面倒という理由で放置された無精髭ひげ。見た目からして手本にしたくないと思わせる二十九歳の大人の名は、ウェゴリー・オウロ。討伐局第三支部支部長の肩書きを持つ、この街の最高責任者である。

「おはよう、オウロさん。寝起きで悪いが訊ききたいことがある」

「そちらは出張ご苦労。今日は朝が早かったものでな。私の安眠のためにも手短に頼む」

「今朝方、ここの人間が東の樹海に向かったって聞いたが確かか？」

　俺はオウロさんの目の前まで移動し、街で聞いた話の真相を問いただす。

「ああ、確かだ。八名から成る精鋭班を調査任務に向かわせた」

「ッ──なに考えてんだ！　あの森は特級危険指定区域だろ！」

　危惧していたとおりの返事をされ、思わず机を叩たたいてしまう。

　第三都市から東に三キロほど離れた場所に、樹海と称されるほど深い森がある。草木も地面も灰色となってしまった森は昼間でも暗く、なんの用意もなく踏み入ればそう簡単には出て来られない迷いの森。加えて、命に関わるまったく別の危険性もあった。

「アイズ・グレイアッシュ」

　オウロさんは纏まとう空気を一変させ、重く俺の名を呼んだ。

「討とう伐ばつ局きよくの主だった仕事を三つ、言ってみろ」

「……第一に、街の治安維持。市民が安心して暮らせるよう務めることだ」

　要領を得ない質問に、少し間を置いて返す。

　討伐局に与えられた役割。第一に挙がるものといえば、やはり街の人間が安全に暮らせるよう尽力することだろう。市民からの要請に従い、様々なトラブルを解決する。害虫駆除やお悩み相談、果ては小間使いのような仕事を請け負うこともままあった。

「そのとおり。ゆえに、毎日のパトロールはとても大切だ。サボりは推奨されない」

「暇さえあれば居眠りしているあんたがそれを言うのかよ……」

「二つ目は？」

「……色霊モルスの討伐だ」

　次に挙がるものといえば、討伐局の名前の由来にもなったこれだろう。

　魔女戦争で色が失われた際、色霊という名の怪物が生まれた。いや、怪物というよりは悪霊か。色を失い消えてしまった人間が、現世への未練から悪霊化した形なき存在……それが色霊だ。色霊は色を求めて人間を襲う性質がある。

　魔女戦争後、色霊はラジアータ内に頻繁に出没した。

　討伐局は元々、色霊を討伐するために組織された戦闘員の一団なのである。

　六年が経たち、ラジアータの中に限って言えば色霊は完全に駆逐されたと言って差し支えない。が、外はまた別だ。東の樹海などは、今でも色霊の巣窟となっている。

「討伐局員全員に支給されている湾わん刀とうは飾りではない。街の中が平和だからといって、すぐそばにある危険を無視はできないだろう」

「だからって、こんな急に──」

「そこで三つ目だ。挙げてみろ」

　三つ目だって……？

　まさか、という予感を胸に抱きつつも、俺は求められた答えを口にする。

「色彩の魔女の遺産──『御剣レガト』の回収」

『御剣』。

　それは先の魔女戦争で魔女が全滅した後、現世に残された遺品……と言われている。

　極ごく彩さい省しようの見解によれば、魔女は魔法を使う際、『御剣』と呼ばれる特殊な剣を媒介にしていたという。それは魔法の発動を補助する道具にすぎないのか、はたまたそれそのものが魔法の正体なのか。詳細は不明だが、極彩省は手持ちの情報からこんな仮説を打ち立てた。

　失われた五つの有彩色に対応する五つの『御剣』。

　それを集めれば、世界に『真実の色』を取り戻せるかもしれない、と。

『真実の色』というのは、灰色になる前の元々の色を指す俗語だ。今の世界を染める灰色は偽りの色であるということを強く意識し、取り戻すべき色が他にあるということを忘れないため、討とう伐ばつ局きよく員の間でも広くこの言葉が使われている。

　これこそが、討伐局の第三の存在理由であり、最終的な目的。

　魔女の遺産たる『御剣レガト』の回収と、その先にある有彩色の奪還。

　世界を元通りの色にすることこそが、俺たちの戦う理由なのである。

　……もっとも、『御剣』の存在は極ごく彩さい省しようと討伐局だけの機密事項で、世間には公表されていない。『真実の色』を取り戻せる可能性についても秘されている。魔女戦争から六年、『御剣』の実物を確認すらできていない現状、無闇に希望を示す行為は危険なのだ。

「まさか『御剣』が見つかったとでも言うのか？」

「当たらずとも遠からず。見つかったのは『御剣』ではなく、緑色だ」

　オウロさんは出かかった欠伸あくびを噛かみ殺し、こう続ける。

「大陸の東側からやってきたある旅人が、こんな噂うわさを流したそうだ。『この街を訪れる直前の森で、緑色の草木を見た』と。今回の調査は、その噂の真偽を確かめるのが目的だ」

「その旅人が物証を持っていたとか、そういうんじゃないんだろう？　ただの噂を確かめるためだけに、特級危険指定区域に仲間を突っ込ませたっていうのか」

「突っ込ませたんじゃない。『突っ込ませるのを認めろ』と言われたんだ」

「言われたって、誰に」

「ガウェイン・ブロウ」

　一瞬、誰だ、と声が出かかったが、記憶を辿たどっていくとすぐにその名に思い当たった。

「たしか……三日前から視察に来ていた男だよな」

「うむ。討伐局中央本部特務隊所属。極彩省に対しても強い発言権を持つエリート中のエリート。妻一人子一人で、中央本部では強こわ面もての割に愛妻家だと評判だ。出張に行く直前、おまえは彼と組手をして軽くあしらわれたりもしていたな。思い出したか？」

　ああ……そういえばそんなこともあった。

　ガウェイン・ブロウはオウロさんより歳とし上うえの三十二歳。肉体も精神も完成された、豪傑と呼ぶに相応ふさわしい男だった。彼が所属する特務隊はラジアータ内でも選よりすぐりの実力者が集められており、その隊員の地位は支部長クラスよりも上。つまりオウロさんより偉い。

「アイズ。知ってのとおり、私は自分から責任を負うことが嫌いだ」

　オウロさんは心の底から面倒くさそうな顔で俺に宣言した。

「樹海の危険性については私も理解している。もちろんガウェインにも説明した。だが私よりも偉くて私よりも強い男が自ら調査に赴くと言い出したのだ。八人ほど使える部下を貸せとの注文つきでな。一介の支部長に拒否権があると思うか？」

「言いたいことはわかったよ。つまり、今回の任務を強行したのは中央から来た余よ所そ者もので、ウェゴリー・オウロ第三支部長に責任はない。そういうことだな？」

「そう、責任はない。と、強気に言えれば楽なんだが……そういうわけにもいかないのが大人の世界だ。もしもが起こった場合、非難は私に振りかかる」

「世知辛がらいな」

「本当にな。あの樹海を攻略するなら八人と言わず第三支部総出で当たりたいくらいだが、人員の数を指定された以上、私の判断で人を増やすのはエリート様の顔に泥を塗ることにもなりかねん。ああ、こんなとき仲間が心配だからと命令を受けていないにもかかわらず勝手に応援に向かってしまったりする……そんな問題児がいてくれれば助かるのだが」

　芝居がかった身振り手振りの後、ちらりと俺の顔を見るクソ上司だった。

「……回りくどいんだよ。朝の内に俺に知らせてくれればよかっただろうが」

「別の懸念もある」

「今度はなんだよ」

「我が支部を代表する問題児は、『真実の色』のこととなると途端に暴走する」

　オウロさんは俺の瞳をまっすぐに見据える。

「緑色を見たと言ったとき、目つきが変わったな。仲間の応援に駆けつけたいという気持ちの他に、自分の目で確かめたいという欲求が出てきたんじゃないか？」

「……否定はしないよ。ただの噂うわさだとしても、手がかりには違いないからな」

「おそらくガウェインも同意見だろう。だからこそ自ら調査に向かうと言い出した。彼に同行した八人も、実は話を聞いて自分から志願した連中でな。決断を渋っていた私を裏切り、進んでガウェインの後についていった」

　そこに灰色以外の色があるかもしれない。『御剣レガト』があるかもしれない。『真実の色』を取り戻すための第一歩が踏み出せるかもしれない。逸はやる気持ちは当然のごとく生まれるだろう。俺を含め、世界を元通りにしたいと願う討とう伐ばつ局きよく員は多い。

「アイズ。おまえは、戦闘技術だけならガウェインにも匹敵する逸材だと思っている」

「もしそうなら、俺は今ごろ中央本部に勤めてるよ」

「中央からお呼びがかからないのは、協調性が足りないからだ。独断専行で仲間に迷惑をかけたこと幾数回。残念ながら、これは仲間の危機を救った数より多い」

「俺がもう少し利口なら、極ごく彩さい省しようの内部にも食い込めるか？」

「行政は大人の仕事だ。若い内に近づきたいのなら、出世以外の方法を考えるべきだな」

　オウロさんの評価は的を射ている。俺は自他共に認める第三支部の問題児だ。

　討伐局に入ったのは、世界に色を取り戻したいという純粋な願いから。ふとしたきっかけで『御剣』の存在を知り、十四歳のときに入局した。

　願いを叶かなえるために、『御剣』回収の手がかりになるような案件には片っ端ぱしから首を突っ込んでいった。結果として、それが命令無視や任務放棄に繋つながることもままあった。自分の目的を優先するあまり他を蔑ないがしろにする……典型的な、組織に向いていない人間の行動だ。

「私はな、アイズ。案外この灰色の世界も悪くないと思っているのだよ」

　オウロさんは背後の窓から灰色の空を眺める。

「不便はある。失われた文化がある。芸術が死んだと嘆いた者もいる。婚姻率が激減したなんていう因果関係のよくわからんデータもあったな。人々の暮らしぶりは大きく変わった。だが平和だ。不自由なれども、平和に暮らせている。これ以上を望む必要はないのではないかと、常々思う」

「年々少なくなっちゃいるが、色霊モルスによる死者が出る世界だぞ」

「あれはもはや野生の獣と同じ扱いだ。街の外に出なければ襲われる危険はない。世界が元通りになったとして、色霊が絶滅するかどうかなんてわからないしな」

「ふざけるな！」

　衝動的に声が出る。

　オウロさんに睨にらまれてから一呼吸、落ち着け、と自分に言い聞かせ、続ける。

「……色は、奪われたんだ。人間同士の争いで失われたんなら、まだ自業自得って納得もできる。だけど違うだろう。色は、魔女たちが勝手に始めた戦いで奪われたんだ。あるべきものを取り戻すことが、そんなに悪いことなのかよ」

「悪くはない。が、受け入れるのも一つの選択肢というだけだ」

「俺は絶対にそんな選択はしない」

「なぜだ」

「単純な話だ。俺は色のある世界が好きだったんだ」

　そんなの、当たり前だ。今さら言葉にするまでもない。

　オウロさんのような考え方の人間はこの街にも少なからずいる。色がないのは不便だが嘆いても仕方がない、平和に暮らせるのならそれでいい、と諦めてしまっている。灰色の世界に、悪い意味で順応してしまっているのだ。

　だが俺は、そんな風ふうに順応するのは間違いだと思う。誰しも、心のどこかでは元通りの世界がいいと願っている。灰色一色より、多くの色で満ち溢あふれた世界を望んでいるはずだ。

　だから妥協しない。僅わずかでも可能性があるなら、俺は戦ってそれを取り戻す道を選ぶ。

　また灰色以外のたくさんの色が見たいから。元通りの、色のついた世界が好きだから。

　あいつだって──生きていたら同じことを望んだはずだ。

「……っ。もういくぞ、オウロさん。昼寝の邪魔して悪かったな」

「注意しろよ、アイズ。私は、おまえがデマではない本当の手がかりに遭遇したとき、取り返しのつかない暴走をしてしまうのではないかと心配でならん」

「心に留めておくよ」

　俺はアイマスクをかけ直したオウロさんを背に、支部長室を退室する。

　向かう場所は、もちろん決まっていた。







　ラジアータ第三都市から東に三キロほどの場所に、問題の樹海はある。

　成人男性なら歩いて一時間もかからない距離だ。そんな近場が色霊モルスの巣窟となっていながら大々的討伐に乗り出さず、特級危険指定区域に定めて立ち入り禁止に留とどめているのには、もちろん訳がある。

　色霊は活動範囲が極端に狭い。精せい々ぜいが百メートルから二百メートル。一般人用の対応策として、遭遇したらとにかくただ全速力で逃げろ、と言われているほどだ。

　極ごく彩さい省しようの研究によると、その活動範囲は人間が色を失った場所、つまり色霊化した場所を基点にしているらしい。色を求めて人を襲うという性質から見ても、世間では地縛霊の一種と考えられている。自分という存在が消えてしまったことを認められていないのだ。

　元人間……と考えると、思うところは多々ある。実際、それを理由に討とう伐ばつ局きよくを非難する人々もいた。が、俺自身はもうとっくの昔に割り切っている。

　色霊は色を求めて人間を襲うが、人間を殺したからといって色霊が色を取り戻すわけではない。霊は死んだからこそ霊なのであり、悪霊が人間に戻ることはないのである。

「この音……さっそくか」

　人が通る道どころか、獣道すらない木々の群衆を縫い歩く。その途中、耳が不可解な音を捉えた。地面に生えた雑草が盛大に揺れる音。風によるものにしては大きすぎる。草の上で何かが動いているという証拠だった。

　色霊は人を襲う……といっても、何も取とり憑ついたり呪い殺したりするわけではない。オウロさんが野生の獣にたとえたように、極めて原始的な方法で命を奪う。つまりは殴る、蹴る、ぶつかるといった物理攻撃。ゆえに、心得のある人間ならば戦闘も可能だ。

　空は枝と葉で天井が作られており、差し込む光も弱々しい。障害物が多いため見通しも悪く、灰色一色の景色は視覚を役立たずにする。だからこそ生きてくる聴覚が、俺を目的の場所へと誘導させた。

「なっ……!?」

　待ち受けていた光景は半ば予想通りであり、半ば予想外だった。

　音の正体が討伐局員の戦闘によるものだったのは予想通り。予想外だったのは、戦っているのが年端もいかぬ少女一人で、精鋭とはとても思えない拙い動きだったことだ。

「話と違うぞオウロさん……っ！」

　瞬間、俺は腰元の鞘さやから湾わん刀とうを抜き、駆け出した。

　同じように湾刀を構え、しかしまるで見当違いな方向に振るう少女の周囲、確かにいる。

　姿形を持たない、ヒト型に揺れる陽炎かげろうのような存在。

　じっと目を凝らしてようやくぼやけた輪郭が見て取れる、それだけの実体。映り込む背景の微妙に歪ゆがんだ変化でしか判別できない、無色透明の怪物──あれが、色霊モルスだ。

「目で見ようとするな！　気配を読め！」

　俺は同職の少女を叱り飛ばしつつ、彼女の背後から襲いかかろうとした色霊を斬る。

　刃に伝わる僅わずかな抵抗力。問題ない。強引に押し切る。

　そのまま縦真っ二ぷたつに両断された色霊は、霧散するように消滅した。

　霊体である色霊に血肉は通っていない。切り込めば軟体動物のような反発力を感じはするが、それは水のようなもの。討伐に至るには、原形を失うほどの破壊が必要である。

　これを達成するには如い何かなる武器が有効か。打撃で倒したとしてもすぐに起き上がってくる。銃撃で穴を開けた程度では血も流さずに反撃してくる。何度かの交戦の末、討とう伐ばつ局きよくが導き出した最適解は──刃での両断だった。

　対色霊に最も有効な武器として支給されているのが、この湾わん刀とうだ。色霊は霊体であるため、何体斬っても刃こぼれはないし、血で錆さびるということもない。

「あ、あの」

　少女は突然の乱入者に目を白黒させている。

　俺は少女の立つ向こう側に注意を払い、

「屈かがめ！」

　咄とつ嗟さに叫んだ。

　驚きで返事もできなかった少女は、しかし言われたとおりその場にしゃがみ込む。

　優秀だ。俺は一瞬だけ笑み、前に飛んだ。

　横よこ薙なぎに一いつ閃せん。少女の頭上を通過した刃が、奥にいた色霊を上下に分断する。

　これで二体──まだいる。

　俺は視界にあるヒト型にぼやけた部分を捉え、即座に距離を詰める。

　色霊の脅威は不可視の身体と、肉食獣のような腕力。速度はむしろ鈍重で、判断さえ誤らなければ対処は容易たやすい。もっとも、見えない姿を捉えるという第一関門が対色霊の最難関ではあるのだが。

　色霊は俺の急接近に対応しきれていない。すでに間合いに入られているにもかかわらず、緩慢に腕を振り上げる。もちろん振り下ろさせはしない。俺は下段に構え、刃を薙いだ。腰の下あたりで両断された色霊が、虚むなしく雲散霧消する。

　これで全部か──いや、もう一体。

　視界を探すが、すぐには見つからない。だが気配が確かに残っている。どこだ、と僅かばかりの焦あせりを覚えた数瞬後、

「振り返って思い切り斬れ！」

　俺は再び叫んでいた。

　しゃがんだ体勢から立ち上がろうとしていた少女へ向けて。

　少女はきょとんとしている。駄目だ。今度は間合いから離れすぎている。色霊モルスは彼女の背後。今から駆け出しても間に合わない。色霊は今にも拳を振り下ろそうと──

「は、はい！」

　ワンテンポ遅れて、少女が応える。

　立ち上がりざま、振り返りながら思い切り湾わん刀とうを振るった。両目を瞑つぶってしまっているが、刃の軌道はしっかりしている。拙い攻撃は、背後に立つ色霊の胴を斬りつけた。

　しかし、浅い。

　だが、十分だ。

　駆け出す。斬撃を受け攻撃の止まった色霊に肉薄する。袈け裟さ斬り。斜めに分断された色霊が、拳を振り上げたまま消滅する。少女を囲っていた色霊の気配はこれですべて消えた。

　再度、周囲を警戒。

　……よし。とりあえず、近くに敵はいないようだ。

　俺は湾刀を鞘さやに収め、襲われていた少女に目を向ける。振り返って思い切り斬れ、の指示を正しく実行してみせた少女は、勢い余って尻もちをついてしまっていた。

「名前は？」












　俺は少女に手を差し伸べながら問う。

「ル、ルイ・スタック……十四歳、です」

　少女は俺の手を取りながら立ち上がり、答える。

「十四って……討とう伐ばつ局きよくの入局規定ギリギリじゃないか」

　顔をよく見てみると、なるほど確かに。十四という年齢がしっくりくる。身体も華きや奢しやだし、背も小さい。物腰からはおとなしそうな雰囲気が感じられ、湾わん刀とうなんかよりペンや書を持っていたほうが似合いそうだ。

「数日前に研修を終えたばかりでして……そういう先輩も、十四のときに局に入ったって聞きますよ」

「俺のこと知ってるのか？」

「アイズ・グレイアッシュ先輩ですよね。第三都市出身で討伐局を志願した人間なら知らない人はいないです。当時十四歳、入局一年目で第三支部最強と呼ばれていたとか」

「……ピンでならな。ただし団体行動のできない問題児、とも聞いてるんじゃないか？」

「えっ!?　あ、ええと……」

「いいよ。事実だし、ちゃんと自覚している部分だ」

　新人連中の間でそんな噂うわさが立っているという話を、そういえば聞いたような覚えがある。わざわざ否定するつもりはないし、否定できる要素もない。

「で、研修上がりの新人がなんでここにいる？　オウロ支部長にガウェインのチームに参加しろって言われたのか？」

「いいえ。支部長はあたしの参加を知りません……その、あたしからガウェインさんに頼み込んだんです」

「どういうことだ？」

「今朝、街を出発していくガウェインさんたちの班に偶然会って……緑色を見たって噂を聞いたら、つい『あたしも参加させてください！』ってお願いしちゃったんです」

「まさかとは思うが、ガウェインがそれを了承したのか？」

「はい……」

「で、そのガウェインがいないってことは……はぐれたか」

「はい……」

　ルイは親に叱られた子供のようにうなだれていた。

　それも仕方がないだろう。命令を受けたわけでもなく、わがままを言って無理やりついてきた、ということなのだから。組織的に考えれば、新米の参加を認めたガウェインにも責任はある。

「ガ、ガウェインさんは強くなるためには実戦を経験するのが近道だと！　何かあれば俺がフォローするとまで言ってくれて！」

「フォローできてないだろ。中央の奴やつはこの樹海を甘く見すぎだ。ったく……」

　俺は頭を掻かき、今後について考える。

　ガウェインへの文句は後で本人に言うとして、やはり新人にこの樹海はきつすぎる。一体ならともかく、不可視の色霊モルスを一度に複数体相手にするというのは、それこそ周囲から最強なんて呼ばれるほどの実力がないと難しい。

「おまえは街へ帰れ。樹海の出口までは送ってやるから」

「はい……いや！　やっぱり嫌です！」

　見た目の印象通り素直に反省する──と思いきや、まさかの拒い否やが返ってきた。

「あたし、どうしても緑色が見たいんです！　今度ははぐれたりしませんから！　なんなら紐ひもで繋つないでおいてもらって構いませんから！　一緒に行かせてください！」

「ふざけるな。俺は新人のお守りなんてごめんだ」

「お願いします！　あたし、夢を叶かなえたいんです！」

「ゆ、夢？」

　鬱うつ陶とうしく腰に抱きついてきたルイを手で押しのけつつも、俺は夢という単語に反応してしまう。

「昔、物心つく前に目の病気を患ってたんです。光の刺激に弱くて、ほとんど家の外に出ることができませんでした。こういう森にも来る機会がなくて、緑色も部屋で読んだ絵本でしか知らなくて……実際の色を、自然の景色を見ることに、憧れてたんです」

「……今、その病気は？」

　俺の問いかけに、ルイは首を横に振った。

「病気は八歳の頃に完治しました。でもリハビリ期間中に魔女戦争が起こって、世界は灰色になって……外には出られるようになったけど、色のある景色は見られなかったんです」

「間が悪い……どころの話じゃないな。不運にもほどがある」

「自分でもツイてなかったなって思います。でも、ツイてなかったな、で終わらせたくないんです！　あたしの夢は世界に『真実の色』を取り戻して、色のついた景色をこの目で見ることです！」

　ルイは俺に詰め寄り、真しん摯しに瞳を向けてくる。

「世界に色を取り戻す手伝いができると聞いて、討とう伐ばつ局きよくに入りました！　実際に入ってみて、『御剣レガト』っていう具体的な手がかりがあることも知りました！　そして今、すぐ近くにもっと具体的な手がかりがあるはずなんです！　失われた、色が！」

「ただの噂うわさ話ばなしに期待を持ちすぎだ」

　嘆息すると同時に、納得してしまう。

　この熱意、聞く者によっては反則と思えるほど共感できる。きっとガウェインも同じ手にやられたのだろう。自分と同じ願いを持つ少女の意向を、無む下げにはできなかったのだ。

「悲観してるだけじゃ世界は変えられません。そこに何かあるなら、行動しないと」

「向こう見ずな新人らしい発言、ありがとうよ。俺が職務に忠実な先輩なら『口の聞き方に気をつけろ』と怒鳴られて強制送還だぞ」

「え？　ということは……強制送還にはならない、ってことですよね!?」

「なんでそうなる」

「だって先輩、問題児じゃないですか！　さっき自分で認めました！」

　……調子のいい後輩だな、こいつ。

　まあ、変に畏かしこまられるよりはやりやすい。

　それに、俺もガウェインのことを悪く言えなくなってしまった。

　世界に『真実の色』を取り戻したい。数時間前、俺も同じような言葉をオウロさんにぶつけていた。あのときの俺と同じルイを、危ないから帰れ、なんて一蹴できるはずもない。一人で帰したところで、諦めきれず舞い戻って来られても厄介だしな。

　結局、折れた。

「警戒は怠るなよ。奥までいけば、視界にある木と同じ数の色霊モルスが出てくるからな」

「はい！」

　俺はルイを伴い、樹海のさらなる奥へと進んでいく。

　この時点で気づけたはずの異変には、まだ気づかずに。







「先輩は色の正体をご存ぞん知じですか？」

　ガウェインや目的の緑色を探し歩く道中、ルイが唐突に訊きいてきた。

「なんだよ急に」

「ほら、討とう伐ばつ局きよくの人でも色に関する知識って持ってたり持ってなかったりじゃないですか。あたしこれでも結構詳しいんですよ。勉強は得意なので。色の正体というのはですね」

「光、だろ」

　口ぶりからして語りたいオーラ全開の後輩を、意地悪く制す。

「色っていうのは、太陽なんかが作り出す光が大本で、その光を物体が受けて反射や吸収を経た結果、人間の目に届く。その人間の目に届くまでの過程で、いろいろと変化が起こる。その変化が様々な色を作り出す。こんな答えでどうだ？」

「そこは絵の具とかペンキとか、問題児らしい答えが欲しかったです……」

「悪いな。俺も勉強は得意なんだよ」

「じゃあじゃあ！　先輩は世界が灰色になった仕組みについてどうお考えですか？」

　多少へこんでもすぐに立ち直る。めげない後輩だ。

「六年前、〈灰色の魔女〉は世界中に魔法をかけることで世界全体を灰色にしたじゃないですか。でも明るさの概念は生きていますし、黒と白も健在です。世界中のものを灰色の塗料でベタベタに塗りたくったわけじゃありません。〈灰色の魔女〉は、いったいどんな魔法で世界を灰色に変えたんでしょう？」

「三つの仮説があるな。一つは、光の源である『太陽』に魔法をかけ、そこから照射される光すべてを灰色に変えてしまったという説だ」

「でも、電球みたいに人工的に作り出された光で照らしても灰色ですよね」

「ああ。だからそっちより支持されているのが二つ目の説……この世に存在するすべての『物体』に魔法をかけ、光を反射したり吸収したりする際、強制的に灰色に変えてしまうようにしたって説だ」

「う～ん。でもそれだと、魔女戦争後に生まれた物体は魔法をかけられていないから、光を正しく反射できて灰色にもならないって理屈になりません？　この前、ご近所さん家ちで赤ちゃんが生まれましたけど、灰色の元気で可愛かわいい男の子でしたよ」

「それで納得できないなら、三つ目だ。魔法をかけられたのは太陽でも物体でもなく、人間の『目』、もしくは『脳』。実際の色は何も変わっていないが、それを見る人間の脳が灰色と間違えて認識してしまう、という説だな」

「けどけど、やっぱりそれも魔女戦争後に生まれたら対象外ってことになると思うんですよ」

「そうだな。だから極ごく彩さい省しようもまだ曖昧な研究報告しかできていない。仮説は立てられても、実際の答えはわからないんだ」

「答えを知ってる魔女さんが全滅しちゃってますからねー」

　極彩省に所属していない学者の中には「魔法などという非科学的なものに理屈をつけようとすること自体が馬鹿馬鹿しい」と言う者もいる。もっともだとも思う。

　俺もこの『色が灰色になるメカニズム』については独自に考察してみたりもしたが、納得のいく答えは出せていない。もし緑色の目撃証言が真実なら、これら三つの仮説は全部まとめてひっくり返る。真相はこの樹海の奥にあるのかもしれない。

　それにしても、樹海の奥……か。

　俺とルイも、もう結構な距離を歩いた。今立っているここは、十分に樹海の奥地と言える。だとすれば──

「妙だな」

「妙って、なにがですか？」

「あれから色霊モルスがまったく出てこない」

　俺は立ち止まり、あらためて周囲の気配を窺うかがう。

　森の中はまったく静かなもので、視界を探してもヒト型に揺れる陽炎かげろうは見当たらなかった。だからこその違和感が、疑問を生む。

「この樹海が危険視されていた最大の理由は、色霊モルスの出現量の多さだ」

「色霊って、たしか色を失ったその場から大して動けないんですよね？　魔女戦争のとき、そんなに大勢の人がこの森にいたってことなんでしょうか？」

「さあな。ちょうど大集団がなんらかの理由でここを訪れていたのかもしれないし、実は色霊化したのは人間じゃなくて、この森に住んでいた虫や小動物って可能性もある」

「えっ!?　色霊って人間以外もなることがあるんですか!?」

「不明だ。ただ、色と一緒に消えたまま戻ってこなかった家畜やペットは確かにいる。観測されている色霊が全部ヒト型だから、人間しか色霊にならないんじゃないかって言われているだけだ」

　色霊が生物なら、捕獲して解剖でもすれば正体もわかるのかもしれない。が、あいにくと奴やつらは霊体だ。元がなんだったのか、もしくは誰だったのかなんて、知りようがない。

　仮に、今まで倒してきた色霊が親しい間柄の人間だったとしても……確かめるすべは、ないんだ。

「もしかしたら、ガウェインさんたちがすごい勢いで駆逐している最中とか」

「だといいがな。その割には、さっきから戦闘の痕跡すら見当たらない」

「あんまり考えたくないんですけど、あたしたち迷って──あっ！」

　会話の途中、ルイが突然走り出した。

「おい、ルイ！」

　木々の間を縫いながら、器用に全力疾走していく。俺の呼びかけにも止まる素振りを見せない。なんなんだ、と思いながら追いかけてすぐ、俺は彼女が走り出した理由を悟る。

　視界の奥に、明らかに他とは異なる景色があった。

　大地の隙間を埋めるように生えていた木がそこだけまばらになり、開けた空間を作っている。その片隅、樹海の中にあるには異様な、一軒の大きな館が建っていた。

　問題は、その館を覆う無数の蔦つた。

　この蔦が、灰色ではなく緑色だったのだ。

「緑……あれ、緑色ですよ！　緑色であってますよね、アイズ先輩！」

「あ、ああ」

　俺とルイは館の前に立ちながら、その全景を見渡す。

　館そのものは周囲の景色と変わらぬ灰色だ。だが壁や屋根を覆うおびただしい量の蔓つるは、どれも緑色をしている。壁面のほとんどを覆い隠してしまっているため、遠目からだと緑色の家が建っているように見えたほどだ。

　ルイは陶酔したような瞳を浮かべ、緑色の蔓に近づいていく。

「すごい……色鮮やか……子供の頃に絵本で見たのよりずっと綺き麗れい……痛っ！」

　誘われるように触れた手が、サッと引っ込められた。

「どうした？」

「いたた……あはは、棘とげにやられちゃいました」

　見ると、ルイの指先から濃い灰色の液が垂れていた。出血だ。

　なんで蔓つるに棘なんか……と見てみると、蔓で隠れた先に茨いばらがあった。こちらも緑色だ。まるで館への侵入を防ぐかのように、刺とげ々とげしい外見を晒さらしている。

「はぁ～……噂うわさは本当だったんですね、先輩。あたし、感無量です……」

「満足するのはまだ早いぞ。見ろ。この茨、館の中にまで侵入している」

　それは壁面の隙間や、開けっ放ぱなしにされた窓の向こうまで続いていた。蔓も同様だ。となると、館の内部にも緑色の植物が蔓まん延えんしている可能性が高い。

「もしかして、この中に『御剣レガト』があるんでしょうか？　緑色だから、きっと〈緑色の魔女〉の残した『御剣』があって、灰色の植物を緑色に染めているとか」

「魔女の遺産か……」

『御剣』を集めれば、世界に『真実の色』を取り戻せるかもしれない。極ごく彩さい省しようの研究報告から考えるなら、各色の『御剣』はそれぞれに対応した色を生むのだろうか。ルイの言うとおり、この中に残された『御剣』が植物を緑色に染めているのだとしたら──

　思わず拳を握ってしまう。

　俺は逸はやる気持ちを抑え、慎重に歩を進めた。

「ガウェインたちも中を調べているかもしれない。俺たちも行くぞ」

「はい！　踏み込みましょう！」

　だがそんな警戒心とは裏腹に、俺もルイも急ぎ足になっていた。

　期待が高まっているのだ。六年ぶりに緑色を目撃し、探し求めたものがすぐそこにあるかもしれないと知って、気持ちが急せいている。

　反対側に回ると、館の出入り口を発見した。ここだけは蔓の量が少なく、茨にも覆われていない。扉を開けるのは容易だった。

「おじゃましまーす……」

　ルイの控えめな挨拶の後、家主不明の館に二人で入る。

　予想通り、内部にも緑色の蔓と茨が満ちていた。床などほとんど茨が覆い隠していると言っても過言ではない。うっかり転びでもすれば大おお怪け我がを負うことになるだろう。

「足もと注意しろよ」

「大丈夫ですよ。あたし戦闘はまだまだですけど、運動神経はいいほうなんです」

　湾わん刀とうで進行の邪魔になる茨を避よけつつ、慎重に進む。見ると、同じように人が通った形跡があった。やはりガウェインたちもここへ辿たどり着いているのだろうか。

　すでに『御剣』が発見、回収されているというのであれば面倒はない。いや、持ち去った後だとすると俺たちの探索は徒労か。いやでも、他にも緑色のものがあるかもしれないし、それを探すことにも意義はある。

　──カキン。

　不意に、金属音が鳴った。

　足もとの茨いばらを掻かき分けていた湾わん刀とうの先端が、なにかに当たったのだ。

　視線を落としてみると、それは俺が握るものと同じ、討とう伐ばつ局きよく支給の湾刀だった。

　振り返り確認する。ルイはルイで、自身の湾刀をしっかりと持っていた。

　となると、これは先に入ったガウェインのチームの誰かが落としたものか。

　俺は単純にそう思い、落ちていた湾刀を拾い上げた。

　そして、驚きよう愕がくする。

　拾い上げた湾刀の柄には、肘から切断された人間の腕がくっついていた。

「っ……！　きゃあああああああ！」

　ルイの悲鳴。

　俺は衝撃のあまり一瞬、固まる。

　この腕についた服の袖……討伐局の制服だ。自分のものと見比べても、間違いない。

　いや、ちょっと待て。それはおかしいだろう。

　なんで、どうして、仲間の切断された腕なんかが落ちている!?

「あ、ああ、アイズ先輩！　あれ、アレ！」

　声を震わせるルイが、指で何かを指し示す。

　俺は、ゆっくりと顔を向けた。

　壁面。無数の蔓つると茨によって彩られた緑色の壁。

　その壁に、討伐局の仲間たちが張り付けになっていた。

「……ッ！」

　なんだ。

　なんなんだ、これは。

　茨に縛り付けられる形で壁と一体になっている。仲間たちの数は、計八人。オウロさんが言っていた人数と合致する。ガウェインが連れて行った第三支部の精鋭八人だ。

　その八人、全員が絶命している。

　ある者は白目を向き、ある者は真っ黒な眼がん窩かを覗のぞかせ、またある者は四肢のどれかを欠いている。全員に共通しているのは、切りつけられたような傷の数々と相当量の出血だ。

　色霊モルスにやられたものではない。奴やつらは爪も牙も持たないのだから、切り傷など作りようがない。だとしたら考えるまでもなく、この傷は茨の棘とげによるものだ。

　植物である茨が、仲間を殺した？　馬鹿な！

　いや、待て。その前に、八人しかいない……？

　この八人を連れて行った張本人、ガウェイン・ブロウはどこにいる。

　八人全員が死んでいて、やったのが色霊モルスでないのだとすれば──

「せ、せん、先輩っ」

　突拍子もない想像をしようとしている俺の横、ルイが肩を叩たたいて意識を促す。

　今度は、俺が驚いた拍子に落としてしまった湾わん刀とう付きの腕を指して、

「それ、その腕……たぶん、ガウェインさんのです。指輪、してました……」

　泣きそうな声で、そう伝えてくる。

　切断された腕は左腕。薬指には指輪が嵌はめられている。

　──妻一人子一人で、中央本部では強こわ面もての割に愛妻家だと評判だ。

　オウロさんの言葉を思い出す。ガウェインは既婚者だった。

　これが、ガウェイン・ブロウの左腕だというのであれば。胴体は見当たらずとも、壁に張り付けられている八人と同じ被害にあった、というのは想像に難くない。

「じゃあ……誰がこんなことをしたっていうんだ！」

　第三支部の精鋭八人と、彼等ら以上の実力者であるガウェインを、色霊では絶対にありえない方法で殺せる存在。そんなもの、俺は知らない。候補すら浮かばない。

　未知への恐怖が、肌を震わせる。

　足が止まり、思考が止まり、時も止まった。

　と、そこへ。

「騒々しいな、まったく」

　聞き覚えのない声が耳じ朶だを打った。

　人間の、女性の声だ。ルイではない。落ち着いた、しかし苛いら立だちを含んだ声。

　声の聞こえてきたほうを向く。館の奥側。通路の角を曲がった先。そこから。

『真実の色』を宿した少女が歩いてきた。

　灰色ではない、普通の色をした少女だ。

「は……？」

　俺もルイも、言葉を失う。

　誰だ。なぜ灰色じゃないんだ。何者なんだ。脳髄を様々な疑問で埋めながら、観察する。

　肌は……白い。くすみのない、健康的な肌の色をしている。髪は若葉を思わせる緑色で、すらりとした身体を包むのは黒のインナーと白のワンピース。そして何よりも象徴的なのは、床まで届く長さのマフラーだろう。こちらは薄めの緑一色。精せい悍かんな顔つきを僅わずかに隠すように巻いているというのに、微み塵じんも暑苦しさを感じさせない。

　しかし……綺き麗れいだ。

　それは容姿が整っているというだけの話ではない。なによりも久しぶりに見る『真実の色』が、俺にすべてを忘れさせるほど「美しい」という感情を抱かせる。肌の白さが、唇の赤みが、髪や瞳や衣服が放つ緑が、こんなにも美を引き立てるだなんて──

「……ああ。また灰はい被かぶりの兵隊か。つくづく、うんざりする色をしている」

　目の前の少女が喋しやべり、ハッと我に返った。

「灰被りの、兵隊……？」

　少女の言葉の意味が飲み込めず、反復してしまう。

「君たち討とう伐ばつ局きよくとかいう一団のことだよ。愚かにも『御剣レガト』を集めようだなんて考えているそうじゃないか。身の程をわきまえれば死なずに済んだというのに、本当に愚かだ」

　そう言って、少女は視線を横に移した。

　緑色の茨いばらが覆う壁面、仲間たちの死体を一いち瞥べつしたのだ。

　……ちょっと待ってくれ。なんだ、今の言動は。

　まるで、この少女はガウェインたちが死んだ理由を知っているようじゃなかったか？

　いや、そうじゃない。それどころか、死の原因を作ったのは自分であるかのような──

「おまえ、は」

　緊張を感じる唇が、何者だ、と問おうとする。

　しかし、唾を飲み込んだ一瞬、

「──あなたは、〈緑色の魔女〉ですか？」

　先んじて、ルイが質問した。

　俺は耳を疑った。












　ルイの声が、弾んでいるように聞こえたのだ。

　振り返り確認した顔は、なぜか喜びの表情を作っている。

　きらきらと輝く羨望の眼まな差ざしを向け、ときめきを感じるように胸に手を置き、少女を見つめている。少女を彩る『真実の色』の数々を見ている。ガウェインたちが死んだ悲しみなど、感動で上書きされてしまったかのように。

「ああ、そうさ。〈緑色の魔女〉レスト・ヴェルディグリ。それがぼくの名前だよ」

　少女は──レストはくすりと笑い、そう質問に返した。

　馬鹿な。ありえない。

　俺たちが探していたのは『御剣レガト』だ。六年前に死んだ魔女が残したとされる遺産だ。

　なのにどうして、魔女本人が出てくる。どうして、生きている。どうして……っ！

「どうして、こいつらを殺した！」

　緊張を捩ねじ伏ふせるべく、俺は必要以上の声量で叫んだ。

　レストはやかましいと言いたげな瞳でこちらを睨にらみ、嘆息する。

「失礼な灰はい被かぶりだね、君は。初対面の女の子をいきなり人殺し呼ばわりだなんて」

「……ッ」

「睨むなよ。ぼくはただ、押し入り強盗を撃退したまでだ」

「押し入り強盗だと……？」

「人様の家に勝手に押し入り、『御剣』を探して盗もうとしていたんだ。強盗以外の何者でもないだろう？」

　ありえない。だがこいつが魔女なのだとしたら、納得はできる。

　この館を覆う緑色の植物。無残に殺された仲間。色霊モルスとは考えられない殺害方法。これらの不可解な事象を、魔女という未知が作り上げたのだとすれば──一応の説明はつく。

「おまえは──」

「君、少し黙ってくれ。ぼくはそっちの子に興味がある」

　塵ちり芥あくたを見るような一いち瞥べつを俺に寄よ越こし、次いで後ろのルイに視線をやった。

　目が合ったルイは、一歩前に出て上擦った声を上げる。

「あ、あの！　あたし、幼い頃から色に憧れてて、この館に来て数年ぶりに緑色を見て、とても綺き麗れいで感動しちゃって、今もすごく感動してて」

　まるで憧れの人に会ったかのような口ぶり。ルイの喜色に満ちた表情に、不安や恐れといった負の感情は介在していない。そんなのはおかしいはずなのに、本人にはそれを気にする余裕などない様子だ。

　レストはルイに微笑ほほえみかける。

「君は、とてもいいね。名前はなんていうんだい？」

「ルイ……ルイ・スタックです」

「ルイか。ではルイ。君、灰色の身体を捨てたいとは思わないかい？」

　灰色の身体を、捨てる……？

　蚊帳の外に置かれた俺は、言葉の意味を探る。どういうことかなんてわかるはずがない。が、猛烈に嫌な予感がする。この女の甘言は危険だと、見えない何かが訴えかける。

「ぼくは〈緑色の魔女〉だ。君が願えば、ぼくは君に緑色を与えてあげることができるが……君はどうしたい？」

　その誘いかけで、俺の危険信号はピークに達した。

　耳を傾けるな。そうルイに忠言しようとした矢先、

「ぜひに！」

　即答と言えるだけの速度で、ルイが返事をした。否、してしまった。

　返答を受けたレストは怪しげに笑み、そして両目を大きく見開いた。

　エメラルドのごとき双そう眸ぼうが、緑色に輝く。

　二つの眼球に複雑な紋章のようなものが浮かんだ。

　変化はその瞳が見つめる先──ルイの身体に起こった。

　ルイの周囲で緑色の光が弾はじけたと思ったら、次の瞬間には彼女の肉体が灰色から緑色に変わっていた。

　素肌。髪。瞳。さらには彼女が着る制服まで。ルイという人間すべてが……緑色に。

　呆ぼう然ぜんとして声も出ない俺を尻目に、ルイはまじまじと自分の身体を確認。しばらくして感激を露あらわにする。

「すごい……すごいですよ、アイズ先輩！　ほら見てください！　あたしの身体、どこもかしこも緑色に──」

　飛び跳ねん勢いではしゃぐルイが、言葉の途中で止まった。

　瞳の緑色が濃くなり、唇は静かに閉じられる。両腕もだらんと下がり、まるで糸の切れたマリオネットのようになってしまった。

「駄目じゃないか。せっかく緑色になれたのに、灰はい被かぶりなんかと会話しちゃ」

　たしなめるように言うレスト。すると、ルイの首が僅わずかに縦に動いた。レストの注意に、はい、と答えるように。会話をするなという命令を、承知するかのように。

「……ルイに何をした」

「何って、見てのとおりさ。『侵しん色しよく』して『操そう色しよく』した」

　侵色に、操色……？

　まただ。また意味がわからない。こいつの発言は謎が多すぎる。

　ただ一つ言えることは、ルイがこんな、生気の抜けた人形のようになってしまったのは、間違いなくレストの仕業だということだ。

「かわいそうに、君は知らないのか。さっきの連中も、一人を除いてみんな知らない風ふうだったな。極ごく彩さい省しようというのは残酷なほどに秘密主義みたいだ」

「ルイを元に戻せ」

「戻せって、灰色に？　まさか、冗談だろう？」

「戻せと言った！」

　叫ぶと同時、俺は湾わん刀とうの刃をレストに向け、走り出していた。

　だがその脚は僅わずか数歩で停止する。前方、ルイが大の字になって立ちふさがったからだ。

「ルイ！　おまえ、何やってるんだよ！」

　名前を呼んでも答えない。ルイは虚うつろな瞳を向けたまま口を開かず、代わりに湾刀を振るった。標的はもちろん、目の前に立つ俺だ。

　刃に刃を合わせての防御。金属音が鳴る。

　問題はその威力だった。受けた湾刀を持つ手が衝撃で痺しびれる。危うく手から弾はじけ飛んでしまうかと思った。それほどの衝撃を、「戦闘はまだまだ」と自分で言っていたルイが作り出したのだ。

「ッ！」

　立て続けに繰り出される二撃目。これも刃で防ぐが、やはり重い。

　俺が後ろに距離を取ると、ルイは攻撃の手を休めた。彼女の奥には、口元に指を添え妖艶に笑う魔女──そう、魔女がいる。

「すごいだろう？　これも緑色の恩恵だよ」

　……言葉から推察するに、灰色から緑色に変わったことで身体能力が向上した、ということなのか。

　魔女は色に関する魔法を使うと言われている。その詳細は不明だが、それはただ色を奪ったり変えたりするだけのものではなく、色を変えることでなんらかの効果を与えるのだろう。ルイが操り人形のようになっているのも、レストの魔法が原因なのか。

「君、結構考えるタイプっぽいね。今もいろいろ思考を巡らせているんじゃないか？」

「だとしたらなんだ」

「ルイとお揃そろいにしてあげようか？　そしたら、すべての疑問に答えをあげよう」

　俺にまで誘いをかけるレスト。浮かべる微笑は、詐欺師のそれによく似ていた。

　俺はわざとらしく口角を上げ、答える。

「……九人も仲間を殺されて、残り一人の仲間はどう見ても操られている。これ以上ないくらい明確な『敵』の誘いに、乗るわけねえだろうが！」

　拒否を示し、再び駆け出した。

　先と同様にルイが立ちはだかるものの、俺は繰り出された刃を防ぐのではなく、躱かわす。

　服の端が裂け、灰色の布が舞う。それが床に落下するよりも速く、俺はレストの懐に入り込んでいた。

　ルイと戦うわけにはいかない。だから元凶を斬る──ッ！

　相手の胴体を真っ二ぷたつにするつもりで放った一撃は、

「だから灰はい被かぶりは嫌いなんだ」

　宙空で停止した。

　ちょうどレストの真横の位置だ。

　何が刃を止めたのか。俺は目で確認し、すぐにその目を疑った。

「なっ……」

「魔女であるぼくを、人間の技で殺せるとでも思ったのかい？」

　受け止めていたのだ。

　他でもないレスト自身が、右手の親指、人差し指、中指、たった三点の力で刃を挟み、押さえていた。剣の達人だって成し得ない、神業的白刃取りだ。

「魔力の流れる身体は、作りが違うんだ。腕力だってある」

　捉えられた湾わん刀とうがびくともしないことに愕がく然ぜんとする俺の正面──レストは空いている左手で拳を作り、虫でも払うみたいに裏拳を放った。

　胸部に激痛。飛ひ翔しようする身体。遠ざかる標的。床を転がり、俺は殴り飛ばされたのだと理解する。筋肉などついていないような少女に、大人の男以上の怪力で殴り飛ばされたのだ。

「先に来た連中もこれと同じものを持っていたけど、討とう伐ばつ局きよくの共通の武器なのかい？　それにしても脆もろいな……ああ、なるほど。あくまでも対色霊モルスを想定したもので、ぼくたちを相手にすることは考えていないのか」

　湾刀は俺の手から離れていた。レストが刃の部分を指で押さえたまま、ペンでも持つみたいにぷらぷら振っている。と、その速度が徐々に速まり、刀身が中程で折れた。

　折れた勢いに乗ったまま、宙を回転して俺の目の前に落ちてくる。即座に掴つかんだ柄の先、湾刀の長さはもはや短剣と言い換えなければならないほど短くなっていた。

　折った張本人は、刀身の先のほうを持ったまま目をぱちぱちさせている。まさか折れるとは思っていなかったようだ。

「……憐あわれにすら感じてきた。悪いことは言わないから、『御剣レガト』集めはもうやめにしたまえよ。千や万死ぬよりは、十や百死ぬほうがいいだろう？」

　それは俺にではなく、俺を含めた討伐局全体への警告のように聞こえた。

　圧倒的実力差を見せつけた上で相手の心を挫くじく。俺が逆の立場なら、確かに抵抗は無駄なように思えるし、おすすめしない。だが、

「悪いが、そういうわけにはいかない」

　俺は立ち上がる。

　レストは折れた刃を捨て、眠たそうにこちらを見た。

「世界に『真実の色』を取り戻す。俺たちは、おまえたち魔女が奪った色を取り返して世界を元に戻す。そのために戦っているんだ」

「それは知ってる。だからぼくは、君たちを潰す」

　間髪をいれずに飛んできた宣戦布告を、どう受け取るべきか。

〈緑色の魔女〉レスト・ヴェルディグリ……どこからやって来て、いつからこの樹海にいたのかは知らないが、こいつは討とう伐ばつ局きよくや極ごく彩さい省しようのことを知っている。そして口ぶりから察するに、極彩省に関する情報量は俺以上だ。

　極彩省は魔女の生存を知っているのか？　知った上で俺たちに『御剣レガト』の回収を命じているのか？　だからレストは討伐局を敵視しているのか？　疑問は増えるばかり。

「人間同士の戦争でも、末端の兵士は真に戦う理由を知らなかったりするね。もっともらしい大義名分だけ与えられて、まるで傀かい儡らいのようだ。滑稽と自覚したまえよ」

「違う！　世界に色を取り戻すのは、俺自身の──」

　主張は中途で遮られた。

　声の代わりに、口から血が出た。

　吐血。原因を探る。視線は自然と下腹部へ。

「がっ……？」

　俺は、緑色の茨いばらに貫かれた自分の腹部を見る。

　針のように鋭く尖とがった茨は、意思を持つかのように蠢うごめき、十分に傷口を広げ、背中から抜けた。その茨を目で追う。灰色の血液が付着した茨は、壁を覆っていた内の一本だった。

「君、見た目は冷静そうなのに中身は熱血なのかい？　なんにしても、いちいち叫ばないでくれ。耳障りだ」

　前方のレストに視線を戻す。その双そう眸ぼうに再び紋章が浮かび、緑色の輝きを放っていた。

　直感的に、レストが緑色の茨を操り俺の腹部を貫いたのだと理解する。

　相変わらず原理はわからないが、わからずとも来る痛みが俺の膝を折った。

「討伐局か……君たちは意外と、大したことないのかもしれない。でも計画の途中で邪魔とかされたら嫌だし、口封じって意味もある。やっぱり殺そう」

　へその横あたりから血が流れ続ける。止まらない。致命傷だ。

　茨に襲われたと悟った瞬間、この館すべてがレストの武器のように思えた。事実そうなのだろう。あいつは茨やルイを──緑色のものを操り、攻撃に用いることができる。

　そして、トドメを刺す武器に選ばれたルイが、無表情のままこちらに歩み寄ってくる。

　……死ねない。

　こんなところで死ぬわけにはいかない。俺はまだ、何も成し遂げちゃいない。

「悪いなルイ。それに……ガウェイン！」

　立ち上がると同時、俺は足もとに落ちていたガウェインの腕を掴つかみ、放ほうり投げた。

　死後硬直により、その手は湾わん刀とうを掴んだままだ。結果、投げた腕はさながらブーメランのように弧を描き、ルイとレストの虚を突く。ルイの湾わん刀とうは飛来するガウェインの腕を払い落とすために振るわれた。

　それでいい。攻撃が目的の投とう擲てきではない。逃げるための隙を作るのが目的だ。

　俺はすぐ近くの窓をぶち破り、館の外に出る。ガラスの破片や茨いばらで全身が傷だらけになったが、腹部の傷に比べればかすり傷だ。

　脱出後、即座に走り出す。館を出られても、外は色霊モルスの巣食う樹海。安全圏は遠い。逃げ切れるのか。馬鹿が。逃げ切れなきゃ死ぬんだぞ。死んだら世界はこのままだぞ。

　俺は自分の生存本能を脅迫しながら、懸命に脚を動かした。

　すぐ後ろに追跡者はいない。だがレストがこのまま見逃すとは思えない。

　勝算の見えない逃走劇の始まりだった。







　……十分ほど走って、力尽きた。

　血を流しすぎたのだ。だいぶ前から意識が朦もう朧ろうとしている。足を止めなければ、レストに追いつかれるよりも先に死を迎えてしまうだろう。

「はあ、はあ……クソっ」

　木の幹を背に腰を下ろす。

　追手の気配はない。あるいはこのまま樹海を出ることも可能かもしれないと淡い期待を抱く。だが直後に、現在の状況を振り返って絶望的だと考えなおした。

　まず、傷の度合い。背中から腹部に貫通した穴はなおも血を放出し続けている。

　次に、装備。折れた湾刀では、魔女どころか色霊を相手にするのも心もとない。

　そして、現在位置。無我夢中で走ったためどこだかわからない。つまり迷った。

　生きて帰るための材料が何一つない……唯一幸いと言えるのは、色霊がまったく出てこない点だろうか。

　レストが何日も前からこの樹海に潜伏していたのだとしたら、色霊が彼女を狙わないはずがない。となると、この樹海にいた色霊のほとんどはレストが事前に討伐してしまったのかもしれない。それ自体は喜べることなのだが、代わりに色霊以上の脅威が現れている。

　やはり、絶望的だ。

「それでも……こんなところで死ぬわけには、いかないんだ」

　消え入りそうな意識を覚醒に向かわせるべく、そう声に出した。

　死ぬわけにはいかない。ただその一念のみが身体を持ち上げる。

　とにかくなんとしても樹海の外へ──と、思い立ったところで、

「……水の匂い？」

　さっきまで血と草の匂いしかしなかったのに、嗅覚が不意に水の存在を嗅ぎつけた。

　匂いだけじゃない。ぱしゃぱしゃという水を弾はじくような音も聞こえてくる。

　川で魚が跳ねてでもいるのだろうか。俺は導かれるように歩を進めた。

　辿たどり着いたその先で、小さな泉を発見する。

　本来なら、泉の色は灰色だっただろう。水の透明度や底の深さによって明度は違ってくるが、揺らめく水面は泥沼との違いをはっきりと表現している──が、泉は灰色ではない。

　泉の水は、薄い赤色をしていた。

　そう、赤だ。桃を思わせるような薄紅色。そんな淡い色の水が、一面に広がっている。

　その泉の中央で、少女が一人、水浴びをしていた。

「えっ？」

　俺の出現に気づいた少女は、きょとんとした顔を浮かべる。

　水浴び中なのだから、その少女は当然……裸だった。

　小柄ながらも豊かな胸の膨らみ、無駄な肉が一切見当たらない丸みのある腰回り、幼さを残しつつも目鼻立ちの整った顔。一糸纏まとわぬ裸体は、少女としての美を完成させていた。

　だが、俺が最も美を感じた部分は他にある。

　それは、少女の裸体を彩る……そう、色だ。

　瑞みず々みずしさすら感じる白い肌。腰の上あたりまで届く炎のように赤い髪。まんまるに見開かれた両の瞳は、ルビーを思わせるほどに赤く輝いている。

「綺き麗れいだ……」

　思わず、つぶやいていた。

　裸の女性を前に欲情するでもなく、ただただ美しさを感じていた。

　このままずっと見ていたい。時が止まってもいい。

　ルイが緑色に魅了された感覚が今ならわかる。それだけの魅力を前にしている。

「っ、あっ、あぇっ……？」

　一方、少女は混乱していた。

　水浴びを覗のぞかれ、目が合ってからも堂々と裸を凝視し続けられている。なんで顔を背けないの。綺麗って何が。そんな風ふうなことを考えていると予想できたが、言葉は出てこない。

　恥ずかしさのあまり固まってしまった、という感じだ。

　隠すものがないならないで、しゃがんで水に浸つかればいいだろうに、それを考えつくだけの余裕もないらしい。頬ほおはとっくに紅潮し、ルビーのような瞳は涙目になっていた。

　俺自身、いいかげん顔を背けなければと思うのだが……やはり駄目だ。目が離せない。

　と、不意に少女の表情が変わる。

「後ろ！　避よけて！」

　何かに気づいたような驚きの後、慌てた声で注意を呼びかける。

　その対象は俺だ。つい、避けるのではなく後ろを振り向いてしまう。

　そこには何もいない。否、いないように見えて、実際はいる。

　ヒト型にぼやけた陽炎かげろうのような存在が、真後ろに立つ──色霊モルスだ。

　色霊はすでに腕を振っている最中で、その拳は俺の横腹を殴りつけた。

　衝撃に地を転がる。

「がっ、は」

　防御も受け身も間に合わなかった。命中した箇か所しよは脇腹、もっと言えば左の肋ろつ骨こつだ。痛みだけで粉砕されているのがわかる。折れた骨が内蔵を傷つけた感覚すらあった。

　不覚どころの話ではない。女の子の裸に見み蕩とれて致命傷を負うだなんて。

　色霊はなおも俺のほうを向いている。戦わなければ。魔女に殺されるよりも先に色霊に殺される。俺は折れた湾わん刀とうを手に立ち上がろうとして、

「伏せてて！」

　しかしその行動は覇気のある声に制された。

　叫んだのは、水浴びをしていたあの少女だ。

　少女は羞恥の表情を凛り々りしいものに変え、じっと一点を見ている。

　それは色霊でも、ましてや死にかけの俺でもない。

　泉のほとり。一ひと際きわ大きな岩の上に燭しよく台だいが一つ置かれていた。

　燭台の上に立つ蝋ろう燭そくは一本。そこに灯ともる灰色の火は小さい。

「劫ごう火かよ！　灰色の侵略、燻くすぶり、光こう焔えんを望む篝かがり火びよ！」

　唱えると同時、少女の瞳が赤色の輝きを放ち、複雑な紋章を浮かべた。

　次の瞬間、蝋燭の炎に変化が表れる。灰色の火が赤色に変わったのだ。

　いや、変化はそれだけではない。赤色になった炎は爆発的な速度で火勢を増し、蝋燭を燭台ごと飲み込んで膨れ上がる。炎はそのまま上空へ上り、天を舞う竜のように少女の身を包んだ。幻想的な炎の羽衣が、裸体の各部位を隠す。

「不滅の燃焼、静せい謐ひつを破る熱波の調べ、大火の演舞！　天壌を彩り闇を斬れ！」

　少女が新たな文言を唱えると、炎がこちらに向かって伸びてきた。

　標的となったのは、色霊。

　炎は無色透明の身体をど真ん中から射抜き、ヒト型を容赦なく焼く。赤色に包まれた色霊は多少身動みじろぎしたものの、すぐに動かなくなり、そして倒れた。炎に包まれている分、いつもより鮮明にその姿を視認することができた。

　人間なら黒焦げになって即死だろう。未いまだかつて色霊に『焼く』という対応を取ったことはなかったが、これは有効らしい。

　ヒト型になっていた炎は次第に形を変え、元に戻る。色霊が消滅したことを示していた。

「って……火！」

　俺は痛みをこらえて声を出す。ここは樹海と呼ばれるほど木々が密集している森の中だ。そんな場所で色霊モルスをまるごと燃やせるほどの火を使えばどうなるか。当然、飛び火する。

　炎はすでに周囲の草木に燃え移り、被害を拡大させようとしていた──が。

「あっ、あれ？」

　一秒にも満たないまばたき。その一瞬で、視界の炎がすべて消えた。

　鎮火した、という表現は相応ふさわしくない。突然、なんの前触れもなく、フッと消えた。

　目の錯覚か……？　いや、違う。後には少しだけ灰色を濃くした草木が残っている。僅わずかなりとも確かに燃えたという証拠だ。

「奪色で火を消したの」

　答えを知る少女が、いつの間にか泉を出て俺の前に立っていた。

　これまたいつの間にか、服を着ている。

　白を基調とした色のブラウスと真まっ赤かなマント。細く小さな五指を守る手袋や、すらりとした脚を包むブーツの色は黒。地に伏した体勢からだとスカートの短さがよくわかった。チラリと覗のぞいたその先にも、やはり別の色が──そう、『真実の色』が。

「おまえは──」

　問うまでもない。

　魔女だ。

　おそらくは〈赤色の魔女〉。












〈緑色の魔女〉レスト・ヴェルディグリと同様、身体に『真実の色』を宿し、その瞳に奇怪な紋章を浮かべ、赤色の炎を操った──より正確に言うならば、魔法を使った。

　六年前、世界から色を奪った大罪人。

　レストもそうだったが……俺とそう変わらない歳としの少女だとはな。

　色霊モルスの次は俺を焼き殺すつもりか。そう思い身構えようとするが、

「怪け我が！」

　少女の発した予想外の一言、さらに行動に、警戒心は薄れた。

　慌てた素振りで俺の下腹部に手をやる。

「な、何を」

「じっとして。止血するから」

　下腹部。レストの操る茨いばらで穴を開けられた部分だ。

　少女が傷口を見つめると、先程と同じようにその瞳に紋章が浮かんだ。ルビーのような瞳が深紅の輝きを放つ。顔の小ささに反した大きな瞳は、吸い込まれそうな魅力がある。

　変化はすぐに訪れた。下腹部を覆っていた濃い灰色……ほとんど黒に近い色の血が、赤色に変わる。そして、その血が固まった。傷口が締まるような感覚。不快感は一瞬で、その後は心なしか痛みが和らいだ気がした。

「血が、止まった……？」

「傷口の血を侵しん色しよくで赤色に戻してから、操そう色しよくで凝固させたの。体外に出た血は人体の一部としては扱われないから。要は血を固めて傷口を塞ふさいだわけ」

　少女の言うとおり、血は完全に止まっている。固めた血で傷口に蓋ふたをした……？

　背中に開いた穴や、他の傷にも同様の処置をされる。癒えたわけではないからまだ痛みはあるし、流れた血が戻ったわけではない。俺は朦もう朧ろうとした意識の中、少女を見る。

　処置を終えた少女は「これでよし」とつぶやき、安あん堵どの笑みを浮かべる。レストの妖艶な微笑などとは違う、見る者を安心させる笑みだ。

　その笑みを見られたことに気づいた少女が、気恥ずかしそうに咳せき払ばらいする。

「こほん。え、ええと、あなた名前は？」

「……アイズ・グレイアッシュ」

「その制服、討とう伐ばつ局きよくのだよね？　この近くにある、ラジアータって街の」

「ああ」

「よし、ビンゴ！」

　少女は指を鳴らし、重傷の俺に手を差し伸べた。

「私はグレンカ・ビスカーレット。見てのとおり〈赤色の魔女〉の二代目！　世界に『真実の色』を戻すため、あなたたち討伐局に共闘を申し込みます！」

　その救いの手を──このときの俺は、すぐに受け入れることができなかった。






　　Chapter2　第二章　樹海に舞う二つの色









　二代目〈赤色の魔女〉グレンカ・ビスカーレット。

　そう名乗った少女は、まずお互いの事情を詳しく話したいと言い出し、このまま泉のほとりに腰を落ち着かせることになった。

　敵意は欠片かけらも感じられない。言葉通りの友好的な態度だ。

　どちらにせよ、俺に拒否権などなかった。さっきの竜のように舞う炎を見れば勝機がないことなど明白だし、逃げ切るだけの余力もない。もはや腹を決めるしかなかった。

「その怪け我が、もしかしてレストにやられたの？」

　岩の上に座り、互いに向かい合う。グレンカの発した第一声がそれだった。

「……奴やつを知っているのか？」

「そんなに身構えなくていいって。私はあいつと敵対しているし、この森にいるのもレストを追ってきたから。もっと言えば……あいつを倒して緑色の『御剣レガト』を手に入れるため」

「『御剣』……」

「あ、それは知ってる感じだね」

「『御剣』を集めれば、世界に『真実の色』を取り戻す道が切り開けるかもしれない。俺たちは専門家の研究報告に従ってこれの回収を目指している。おまえも──」

「うん。世界を元通りにするために『御剣』を集めてる」

　淀よどみなく首肯するグレンカ。俺たちと彼女の目的は一致していた。

　が、それを馬鹿正直に信じることはできない。なんせ相手は魔女なのだから。

「うーん……警戒心をひしひしと感じる。じゃあさ、質問形式にしよっか。なんだかお互いの認識に齟そ齬ごがあるみたいだし、まずはアイズの質問になんでも答えるよ」

「……なら訊きくぞ。おまえたち、なんで生きてる？　六年前の魔女戦争で、魔女は全滅したんじゃなかったのか？」

　疑問は星の数ほどあったが、まずはそこだ。

　問われたグレンカは何かを思い出すように目を伏せ、やがて訥とつ々とつと語り出した。

「……うん。全滅したよ。六人いた色彩の魔女は、六年前に全員死んだ」

「じゃあ、おまえやレストはなんだ」

「六年前に死んだ魔女を継いだ、次世代の魔女。私も、レストもね」

　ここで、グレンカが自分の名を名乗る際に添えた『二代目』という言葉が蘇よみがえる。

　魔女戦争後。つまりグレンカとレストは、世界から色を奪った魔女とは別人ということなのか。しかしあいにく、魔女の二代目がいるだなんて話は聞いたこともない。

「ちょっと待ってて。今、証拠を出すから」

　そう言うと、グレンカはおもむろに立ち上がった。

　自身の胸に手を当て、何かを引き抜くように腕を引っ張る。

　すると、グレンカの胸のあたりに瞳に浮かんだものと同じ紋章が浮かび上がった。そこから、一振りの大剣が現れる。その抜き出すような所作は、まるでグレンカの身体の中に剣が収納されていたかのような印象を抱かせた。

「これが……」

「そう、『御剣レガト』。魔女の力の源であり、魂の器。形は魔女によって違うんだけど、だいたい武器の形をしているかな。私たちは魔女戦争の後、これを受け継いだの」

　俺は出てきた大剣をまじまじと眺める。女性はおろか、大の男でも手に余りそうな巨大な剣だ。柄の部分にはやたらと派手な装飾が施されており、中でも鮮明な輝きを放つ赤色の宝石に目を引かれた。武器、というよりは儀式用の剣に思える。

「この『御剣』は絶対不滅。持ち主である魔女が死んでも朽ちることはなく、また物理的な破壊は絶対に不可能って代物なの。剣として扱っても、刃こぼれ一つないんだから」

「六年前の……先代の魔女も、これを持っていたのか？」

「魔女戦争で先代の魔女が死んで、世界が灰色になった後、各色の『御剣』は世界中に散らばった。それぞれ二代目を継承するに相応ふさわしい人物のもとに現れ、そして私たちを魔女にしたの。魔女が死ぬとそうなるシステムみたい」

　ある程度話した後、グレンカの手から『御剣』が消える。再び体内に戻したそうだ。

「……ということは、おまえやレストも元は人間だったのか？」

「えっ？　そうだけど」

　グレンカは、何を当たり前のことを、とでも言いたげな顔を浮かべていた。

　俺としては驚きの事実だ。極ごく彩さい省しようがそう発表したわけではないが、魔女とはそういう種族であり、人間とは別物であると考えていた。だが、実際には人間が変異するものであるらしい。

「あ、言っておくけど生物的な意味では人間と何も変わらないからね。歳としだって普通に取るし。ちなみに私は十六歳。魔女になったのは十歳のとき」

　しかも俺と同じ年齢だった。

「っていうか、先代〈紫色の魔女〉が築いた極ごく彩さい社しやなら、そのあたりの情報も当然掴つかんでるものと思っていたけど。あ、今は極彩省なんだっけ」

「……!?　ちょっと待て。先代〈紫色の魔女〉が、築いた……？」

「なんか初耳ってリアクションだね。アイズって……ひょっとして下っ端ぱ？」

　ここで見み栄えを張っても仕方がない。俺は素直に首肯した。

「情報の開示は最低限に、魔女に関する事柄はできるだけ秘めているってわけか。まああの宣せん布ぷを聞けば何が真実で何が嘘うそか、なんてわからなくなるだろうし……うん」

　なにやら一人で納得している風ふうだが、俺は頭の中の知識を整理することで精一杯だった。

　極ごく彩さい省しようがすべての情報を開示していないのはわかりきっていたが、まさか魔女が直接関与していたとは……しかも灰色ではなく〈紫色の魔女〉だと？　世界から色を奪った有彩色の魔女の一人じゃないか。

　……いや。でもそれならいろいろと合点がいく。簡単に『研究』といっても、極彩省が具体的にどうやって『御剣レガト』などの情報を手にしたのかは謎だった。それが魔女から聞き出したものだったのだとすれば、もはや何を知っていたとしても不思議はない。

〈紫色の魔女〉はなぜ極ごく彩さい社しやを築いたのか。なぜ人間たちに情報を与えたのか。そこは気になるところではあるが、ここはひとまず置いておく。優先する質問は他にあった。

「魔女の使う魔法について聞きたい」

　俺は話を変え、グレンカに新たな質問を放ほうる。

　この先を生き抜くために必要なのは、魔女の行動原理や目的を知ることではない。彼女たちが保有する圧倒的能力への対抗手段だ。それを今この場で探る。

　自分の手の内を明かせ。これと同義の質問に対しグレンカは、

「いいよ」

　拍子抜けするほどあっさり承諾した。

「魔女が扱う魔法は、大きく分けて三つ。侵しん色しよくと、操そう色しよくと、奪色」

「侵色、操色、奪色……」

　侵色と操色はグレンカが俺の傷を塞ふさいだとき、奪色は炎を一瞬で消したとき口にしていた言葉だ。レストも同様にその名を口にしていた覚えがある。

「魔法の発動条件はいたって簡単。魔女が持つこの瞳。魔ま眼がんで対象を見ること」

　グレンカはそう言って、自分の目を指差した。

　つぶらな瞳は、見ればみるほどルビーを思わせる。が、赤色である以外は普通の瞳と何も変わらない。発光するのも紋章が浮かぶのも、魔法の発動時のみのようだ。

「魔女が魔法を使う際の発動キー……だから魔眼、か」

「そういうこと。すべての魔法は、この魔眼がなければ発動すらできない。魔女の生命線だね。魔力に守られているから、ちょっとやそっとのことじゃ傷つかないけど」

　レストの超人的身体能力を思い出せば、目潰しを試みてもあっさり阻まれるだろう光景が目に浮かぶ。生命線ではあるが、安易に弱点と捉えることはできなさそうだ。

「で、三種の魔法の説明ね」

　攻略法を考える俺の腹を知ってか知らずか、グレンカは話を続ける。

「まず侵色は、視認した対象物の『真実の色』と自分の司つかさどる色が一致した場合のみ、その色を自分の司つかさどる色に変える……大おお雑ざつ把ぱに言うと、灰色になる前の元の色に戻すことができるの。私の司る色は赤だから、さっきみたいに灰色の炎を赤色に戻すことができる」

「確かに血の元々の色も赤だが……炎は別に、赤色一色ってわけじゃないだろう？　燃焼の度合いにもよるが、白や黄色も混じってる」

「その色の大部分が赤なら、魔法は適用される。でも、白や黄色の部分を戻すことはできない。さっきの炎、ほぼ赤色一色に見えたでしょ？」

　言われて思い出してみる。確かに、普通の炎に比べれば随分と赤かった。ところどころ橙だいだい色いろに見えた箇か所しよもあったが、橙色も色相で考えれば赤の仲間と捉えることができる。

「より正確に言うと、魔法が適用されるかどうかは対象物の色相、明度、彩度の三点によって決まるの。橙色でも桃色でも赤色が混じっていれば私が侵しん色しよくできるけど、たとえば橙色の色相が赤より黄色に寄っていたらそれは〈黄色の魔女〉の領分。同時に魔法を使ったとしたら、黄色に侵色されちゃう」

「魔法がかかるかどうかは『真実の色』次第ってことか」

「そういうこと。あとは、あれ」

　グレンカが今度は後ろの泉を指差した。泉の水は色で表せば桃色だが、『真実の色』は桃色ではなかっただろう。あれは単純に『元の色に戻した』とは言いがたい。

「ああいう風ふうに、明度や彩度を微妙に変えて侵色することもできる。だから条件の上では『元に戻す』って認識で構わないけど、厳密には『上書きする』って感覚かな」

「だけど、そもそも泉の水は赤色でも桃色でもないぞ」

「水みたいに『真実の色』が無色透明なら、どの色にも侵色することができるよ。この泉が泥で濁ってたりしたら水は透明でなくなるから、その場合は侵色できないけど」

「じゃあ、今から泉に泥を入れたらどうなる？」

「一度侵色した色は他の魔女に上書きされない限り半永久的にその色が保持される。だから桃色のまま。あ、でもあんまり大量に入れたら灰色になっちゃうかな。泥の灰色も侵色された色だから、条件は対等だし。もちろん明度の変化もあるから、夜になれば黒くなるよ」

「なら、この泉に他の色の液体……今は灰色でも元は青の液体なんかを混ぜたら？」

「比率にもよるけど、見た目は桃色と灰色が混ざったような色になる。完全に混ざって別の色になったりはしない。でも見た目以外のところ……『真実の色』がどうなってるかって考えると、無色透明の水と青色の液体が混ざって、たぶん水は青色になってるよね。だからそこからさらに〈青色の魔女〉が青色に侵色したりってことができる」

「なるほど……」

　見た目だけで判断してはならない。世界が灰色になる以前だったら、その色は何色になっているか。それをイメージすることが重要なようだ。

　現状、俺が見てきた事象とグレンカの説明に食い違いが一点だけあるが……それについて言及するのは後にする。

「次。操そう色しよくについて教えてくれ」

「操色は、自分の司つかさどる色と同じ色をしたものを操るの」

　これを理解するのは簡単だった。今までにも、レストは緑色の茨いばらを、グレンカは赤色の炎を操っている。だが、この世界に存在するものは基本的には全部、灰色だ。

「この灰色の世界で操色の魔法を使うには、一度自分の色に侵しん色しよくする必要がある……」

「そうそう。あと、操るって言っても単純に物体を操作するだけじゃなく、その性質を変化させたり強化させたりもできる。血を固めたり、蝋ろう燭そくの火を大きくしたりね」

「全部ひっくるめて、操色ってことか」

「うんうん。飲み込みが早くて助かります」

　グレンカは嬉うれしそうに頷うなずき、白い歯を覗のぞかせた。

　なんだろうな、この態度……自分の手の内を曝さらけ出だしているというのに、まるで俺との会話を楽しんでいる風ふうだ。

「奪色っていうのは？」

「色を奪う魔法」

「色を奪う……魔女戦争のとき世界が消滅しそうになったあれか」

「ええと、あれも奪色には違いないんだけど、ただの奪色ではなくて……まあ、まずは基本の説明からしよっか。奪色で奪える色は、自分が司る色だけ」

「そこは侵色や操色と一緒か。『真実の色』は関係あるのか？」

「直接的には関係ない。奪えるのは、あくまでも今見えている色。だから元が赤色だったとしても、灰色のままじゃ色は奪えない」

「だが一いつ旦たん赤色に侵色して、そこから奪色することは可能……いや、むしろ必須の手順か。そして奪色が成功し、色を奪われたものは……無色透明になり、消える」

　考えようによっては、これが一番強力な魔法だ。なにせ色という条件さえクリアしてしまえば、対象を見るだけで完全消滅させてしまえるのだから。

「そうか。さっきの炎が消えたのは、炎そのものが無色透明になったからか」

「うわー……本当に理解早いね。『信じられない』の一言もないなんて」

「実際にこの目で見た『信じられない事象』に説明がついているんだ。否定する要素はないさ。ただ、納得ができない部分もまだある」

「なに？」

「俺の仲間が一人、レストに侵色された」

　グレンカの表情が強こわ張ばる。俺は淡々と事実だけを述べた。

「仲間は……ルイは、衣服も含めた全身が緑色になった。だが人間の肌は緑色じゃない。ここは、さっきの『真実の色』と一致していなければならないって条件に当てはまらないぞ」

　これが先程、後に言及するべきと判断した食い違いだ。

　説明の中に嘘うそが交じっていれば、この指摘に対する態度で見えてくるものもあるが──

「そっか……そのルイって人、たぶんレストに魅了されちゃったんだね」

　意外にも、グレンカは伏し目がちにつぶやく。その瞳には、悲しみの色があった。

「さっき話した侵しん色しよくのルールだけど、一つだけ例外があるの。それは、人間を侵色しようとした場合」

「人間を……」

「普通の方法じゃ人間を……もっと言えば、人体を侵色することはできない。自分の司つかさどる色と一致させて、魔ま眼がんで見るだけじゃ駄目ってこと」

「俺の血を侵色したのは？」

「それは身体から流れ出た血だから。体外に出たものは人体の一部としては扱われない」

「なら人間を侵色する条件っていうのはなんなんだ？」

「対象になる人物が『その色に染まりたい』と願うこと」

　その瞬間、俺の脳裏にレストとルイの会話が蘇よみがえる。

　──君が願えば、ぼくは君に緑色を与えてあげることができるが……君はどうしたい？

　──ぜひに！

　あれで、条件がクリアされてしまったのか。

　閉口する俺を前に、グレンカは続ける。

「人間を侵色するには、本人の願いが必要。それさえクリアしてしまえば、『真実の色』が何色であれ人体すべてをその魔女が司る色に変えてしまえる。そのとき身につけている服なんかも、例外的に人体の一部として扱われるみたい」

「そして、色が変われば操そう色しよくの対象にもなる。ルイが洗脳されたり、超人的な身体能力を手に入れていたのは、操色の効果か」

「そこまで考えついているんなら、もうわかると思うけど……」

「ああ。わかってる。操色だけじゃない。奪色の対象にもなるってことだろ」

　奪色を使えば、レストは緑色のものを消滅させることができる。

　ということはつまり、レストはいつでもルイを消せる──殺せるということだ。

「奪色を人間に使えば、当然その命ごと消える。でもたぶん、そのルイって人はそれだけじゃ済まない」

「どういう意味だ？」

「人間が無色透明になって消えたとき……色への強い未練があると、色霊モルスになるの」

「なっ……」

　俺は絶句した。

　ただ消えるだけじゃなく、そこから色霊モルスになるだって……？

　いや、考えてみれば当たり前のことだ。色霊は魔女戦争後、無色透明になって消えた人間が霊体化したものと考えられていた。緑色に憧れレストの侵しん色しよくを受けたルイなら、当然色への未練だって強いだろう。

　魔女に色を奪われるということは、生殺与奪の権利を奪われることと同義。

　ルイはもはや、レストの手の中。いつ消されてもおかしくない境遇にある。

「ふざけるな。そんなの……ああ、クソッ！」

　助けるための方法を考える。だがすぐに、そんなものはないと脳が解答を出す。

　レストはルイを見るだけで消せるのだ。単なる人質とはわけが違う。希望が残っていないことは、グレンカの悄しよう然ぜんとした態度から見ても明らかだった。

　知り合って間もない。緑色に魅了されたのは自業自得とも取れる。だがそれでも、同じ夢を持つ仲間だ。そんな仲間を、色を失うという最悪な方法で死なせるなんて……っ。

「アイズはここにいて」

　俺が固く拳を握る一方で、グレンカは毅き然ぜんと立ち上がった。

「私はこのまま、この森でレストと決着をつける。レストはたぶんそのルイって人も戦力として使ってくるだろうけど……ごめん。手加減はできない」

「……いや、気遣いはいい。あいつだって、覚悟の上で討とう伐ばつ局きよくに入ったはずだ」

　割り切るべきだ。そう心で念じ、俺は無情の決断を言葉にする。

　グレンカも俺の気持ちを察してか、ルイについてはそれ以上触れなかった。

「あと、お願いがあるの」

「お願い？」

「レストを倒して『御剣レガト』を手に入れたら、私とラジアータの橋渡し役になって。『真実の色』を取り戻すという目的を果たすには、討伐局と極ごく彩さい省しようの協力が必要不可欠だから」

　再度の共闘の申し出。そして、握手を求めてくる。

　俺は差し出されたグレンカの手を見つめながら……動かなかった。

「アイズ？」

　不思議がるグレンカは、もうこちらの懐疑心は晴れたと思っているのだろう。

　残念ながら、そういうわけにはいかない。二代目だろうとなんだろうと、こいつが魔女であることに変わりはないのだから。

「……おまえとレストが敵対関係にあるのは理解した。だからって、俺たちの味方であるとは限らない。そもそも、レストは何をしようと企たくらんでいる？　レストも討伐局や極彩省のことを知っている風ふうだったぞ？　魔女には何か、俺たち人間と敵対するような目的があるんじゃないのか？」

　レストもまさか、なんの目的もなく樹海の奥地に潜んでいたわけではないだろう。俺と対たい峙じした際の言動は、討とう伐ばつ局きよくという組織を明確に敵と捉えているようだった。

「それは……っ」

「だいたい先代の魔女が世界から色を奪ったっていうのに、二代目のおまえは奪われた色を取り戻したいっていうのもおかしな話だ。俺たちの懐に入るための方便にも聞こえる」

　これまで惜しみなく情報を提供してきたグレンカだったが、ここで初めて言い淀よどむ。

　俺はかぶりを振り、強気に結論を出した。

「すべての疑問が解消されるまで、その手は握れない」

「い、今はまだ待って！　こればっかりは、根幹に関わる問題だから……」

「……ならさらに別の質問をするぞ。わざわざこんな場所で水浴びをしていた理由はなんだ？　俺の油断を誘って、敵対勢力である討伐局を探ろうとしたんじゃないのか？」

「はえっ!?」

　……蝿はえ？

　俺の問いに、グレンカはなぜか頬ほおを赤らめた。目が泳ぎ、あたふたと身振り手振りをする。

　なんだ、この反応。俺はただ、遭遇の不自然さについて言及しているだけなのに。

「えっ、やっ、あいやっ！　だって普通でしょ!?」

「普通って、何が」

「だから！　その……汗かいてて、泉があったら、普通は入りたくなるでしょ!?」

「汗って」

　いや、こいつはさっき、生物的な意味では魔女も人間も変わらないと言っていた。ならば発汗だってするだろう。

「俺が言いたいのはそういうことじゃない。おまえはこの森に、敵対しているレストを追ってきたんだろう？　近くに敵がいるっていうのに、無防備に裸になる馬鹿がどこにいる」

「そ、それはそうかもしれないけど……この森じめじめしてるし！」

「そんなの、リスクを考えれば我慢するのが普通だろ。おまえの行動は不自然だ」

「ふ、不自然って……そうだ、そのリスク！　私が水浴びするのはリスクにならない！」

「どうして」

「なぜならこの服、魔力でできてるから！」

　妙案を思いついたと言わんばかりの顔で、グレンカが自身の胸に手を当てた。

　瞬間、赤色の光が弾はじける。そして、変化は起こった。

　グレンカが身につけていた服が、一瞬の内に消失したのだ。

　豊かな胸を包んでいたブラウスも、丸みのある腰回りを覆っていたスカートも、背中を彩っていたマントも、なにもかもが一瞬にして消え去り……結果、一糸纏まとわぬ姿となる。

「────────っっっっっっ!?」

　途端、グレンカは爆発するような勢いで赤面した。

　呆ぼう然ぜんとする俺を放置し、身を抱えるように蹲うずくまる。身体を見せまいと努力しているのだと窺うかがえたが、言動を辿たどるに裸になったのはグレンカ自身の決断では……気のせいか？

　しばらくして、グレンカの身体に服が戻る。消えたときと同じように、一瞬で服が出現した。話にあった三種の魔法、どれにも当てはまらない現象ではあるが、それが魔法の類たぐいであることはなんとなく察せられた。

「し、信じてくれた……？」

「……要するに、裸でもすぐに着ることができるって言いたいのか？」

「うん。魔女の纏まとう衣服は特殊で、服そのものが魔力で構成されてるの。だからいつでも消せるし、いつでも再構成できる。服っていうより肉体の一部かな。魔女になったとき与えられたもので、本人の成長に合わせてサイズも変更できたり。デザインは変えられないけど」

「…………」

「し、下着も……」

　俺の懐疑的な眼まな差ざしを受け、グレンカがいらない補足をする。

　これであのレストと同じ魔女……なのか。












「ええと……じゃあ追加で質問だ。肉体の一部って言ったが、その服は他の魔女に操そう色しよくされたり、奪色されたりはしないのか？　見たところ赤以外の色も入っているが」

「う、うん。服に限らず、魔女の身体は魔力が流れているから他の魔女が使う魔法の対象にはならない。ありえないけど、私がレストに願っても全身緑色になったりはしないよ」

　蹲うずくまった姿勢のまま、上目遣いでこちらを見てくるグレンカ。その目元で雫しずくが光った。

　涙目になるくらい恥ずかしいのなら、もっと別の方法で説明すればいいだろうに。

「あ、あと泉のほとりに蝋ろう燭そくがあったでしょ!?　あれは敵が近づいてもすぐに撃退できるように火種を置いておいたの！　つまり決して警戒を怠っていたわけではなくて──」

「……わかった」

　このあまりにも人間らしい……というより、歳とし相応の女の子らしい魔女の態度を見て、俺は一つの確信を得る。と同時に、ため息もついてしまう。

　こいつの性格はおそらく……『馬鹿正直』だ。

「どうにも、おまえは人を騙だますとかそういうことができる性格じゃなさそうだ。なんか恥かかせちまったみたいだし、さっきの提案、聞くよ」

「ホント!?　ありがとうアイズ！」

　グレンカは跳ね上がって、再び握手を求めてくる。

　俺は、差し出されたその手に自分の手を伸ばした。

　手と手が触れる──寸前、グレンカの手が急に引っ込められた。

「どうした？」

「……ごめんアイズ。握手は後で」

　覗のぞき込んだグレンカの表情は、魔女という肩書きに相応ふさわしい凛り々りしさを纏まとっていた。

　付け加えるなら、そこには警戒の空気もある。やや遅れて、俺もそれを感じた。

　グレンカの赤い瞳が見つめるその一方へ、同じく視線を向ける。

　そこには、緑色の姿をした少女と〈緑色の魔女〉がいた。

「やれやれ。誰と話しているのかと思えば」

　レスト・ヴェルディグリ……ッ！

　隣には、虚うつろな瞳を浮かべたルイもいる。

　覚悟の上で情報交換を優先させたが、やはり追いつかれてしまったか。

「君もしつこいな、〈赤色の魔女〉。まだぼくを追いかけていたとはね」

「レスト……！　今日こそシンデレラを返してもらうから」

「嫌だよ。あれはもうぼくのものだ。いい加減に諦めたまえ」

　グレンカとレストが対たい峙じする。お互いが発する敵意から察するに、二人で共謀して俺を騙そうとしている……という俺の予想は、まったくの杞き憂ゆうだったようだ。

　しかもグレンカは、『シンデレラ』なるものをレストに奪われているらしい。それが何か気になるところではあるが、呑のん気きに尋ねられる状況でもない。

「ま、ちょうどいい。追いかけられるのも飽き飽きしていたし、君が望むというのであればここで決着をつけようじゃないか。ついでに死にかけの灰はい被かぶりも処理しておこう」

　レストは俺をちらりとだけ見て、グレンカに向きなおる。

　敵としてはほぼ眼中になしってことか。悔しいが、その戦力差は決定的だ。

　グレンカから仕入れた三種の魔法、その仕組みを理解した今でも、まるで攻略法が思い浮かばない。魔ま眼がんが生命線なら目を潰せばとも思ったが、それでなくてもあの超人的身体能力がある。単純に刃を突き立てたとしても、その眼球を抉えぐり出せるかはわからない。

「ルイ。行っておいで」

　動けないでいる俺を尻目に、レストが号令を出した。

　操そう色しよくの魔法を受け、魔女の下僕と化したルイが湾わん刀とうを手に挑みかかる。刃の矛先は俺ではなくグレンカだ。しかし当の本人は棒立ちのまま動こうとしない。

「馬鹿っ、避よけろ！」

　思わず横から声を張り上げる。

　ルイの放った刺突が胸を貫く直前、グレンカは後方に大きく跳んだ。

　後方──その先には、桃色の泉がある。

「罠わなにかかってくれてありがとう」

　狙い通りという微笑を浮かべ、グレンカは泉の上に降り立つ。

　文字通り、立ったのだ。

　なぜ沈まないのか。俺が疑問を込めて注視した先、グレンカの足もとの水が湧き上がるように動いていた。まさか泉の水を操色し、浮力を得ているのか。

「──癒やしを与える母なるものよ。万物を呑のむ浄化の怒ど涛とうよ。水流、渦巻き、大気もろとも薙なぎ払え！」

　グレンカの詠唱と同時に、泉の水が渦を巻く。次いでそこから水柱が上がり、意思を持つかのように地上へと向かっていった。そして、その先に立つルイをあっけなく飲み込む。

　怒涛に飲まれたルイはそのまま周辺の木々に叩たたきつけられた。

　水はその木々すらも薙ぎ倒し、ルイを森の奥へと追いやる。

　レストは水上に立つグレンカを半眼で見た。

「……ぼくが嫌いなものを四つ教えてあげよう。地震、火災、津波、そして森林破壊だ。自然を犠牲にして手にした勝利は虚むなしいよ、〈赤色の魔女〉」

「ならおとなしく『御剣レガト』を渡して、シンデレラも返して。さらにあなた自身も野望を捨ててくれるなら、私もこれ以上は攻撃しない」

「寝言は寝ている最中に言うものだ。戦闘中に居眠りとはやるね」

「眠るのはそっちのほう！」

　グレンカが視線を僅わずかに下へ。瞳が赤く輝き、紋章が浮かぶ。魔ま眼がんで対象物を見る、という魔法行使のための予備動作。発動する魔法は操そう色しよく。対象物は桃色の泉だ。

　水流が、今度は本命であるレストを狙う。

　レストは微動だにせず、

「残念」

　その一言と共に、半眼だった目を見開いた。

　覗のぞくのは緑色の輝きを放つ瞳──その表面に紋章を浮かべる、魔眼だ。

　そして次の瞬間、俺は目の前で起こった変化に驚きよう愕がくする。

　数瞬前まで桃色だった水流が、泉全体も含めて緑色に変化したのだ。

　結果、レストの眼前まで迫っていた水流は停止。砕けるように弾はじけ、水みず飛沫しぶきが舞った。

「えっ？　あっ──きゃっ！」

　水上に立っていたグレンカも、泉の色が変わったことで操色が持続できなくなったのか。そのまま水の中に落ち、水面を漂う。

「これで攻守逆転だ」

　レストの魔眼がまた輝いた。

　緑一色と化した水面から再び水柱が上がる。そしてそのまま、石柱のように直立した。半透明に輝く緑色の水には幻想的な美しさを感じてならなかったが、

「グレンカ！」

　水柱の中に捕らわれた〈赤色の魔女〉の姿を見て、俺は声を張り上げる。

　グレンカは手足を懸命に動かしどうにか脱出を試みようとしていたが、水柱内の激しい流れに邪魔されてしまう。おそらくレストが操色で水流を作り出しているのだ。

「やれやれ。これのいったいどこが罠わななんだか。『この武器は自分にしか扱えない』なんて過信は、大抵の場合こういう結果を呼ぶ。相手に利用されて終わりってパターンだ」

　魔女だからといって、水の中でも呼吸ができるというわけではないようだ。水柱の中のグレンカは苦しそうな表情で必死にもがいている。

　しかし、

「なんで侵しん色しよくが……赤色の水が緑色に上書きされたんだ!?」

　目の前で起きた現象。グレンカから聞いた内容。双方を照らし合わせてみると、合点がいかない。レストが泉の水を侵色──緑色に上書きするには、水の『真実の色』が緑色になっていなければならないはずだ。

　レストは疑問を言葉にする俺を見て、ああいたのか、と言わんばかりの反応を見せた。

「〈赤色の魔女〉から魔法について教えてもらったのかい？　だが理解不足みたいだね。何も不思議なことはないよ。元々が無色透明であれば、緑色と赤色、どちらにも侵色の権利がある。同時に魔法を使った場合、どっちの色になるかは色相や彩度の比率によるが、水は基本的には無色透明だからね。これだけ透き通った水なら……勝敗は別の要素に託される」

「別の要素……？」

「単純な話さ。より魔力の強いほうに軍配が上がる」

　それは、つまり。

　グレンカよりレストのほうが魔女として格上だという断言であり──事実だった。

　実際に魔力で上をいっているからこそ、水は赤色から緑色になった。グレンカの『水を武器に使う』という作戦は、完全に裏目に出てしまったわけだ。

　解説を聞かずとも、本人はそのことに気づいているのだろう。水柱の中のグレンカは声を出せず、しかし悔しそうな目でレストを見ていた。

「そんなに睨にらまないでくれ。勘違いしないでもらいたいが、ぼくは決して君のことが嫌いなわけじゃない。君の高潔な使命感は、むしろ好意的に思っていたよ。だが残念ながら、ぼくとは相あい容いれない。その一点だけは、本当に残念だ」

　残念という言葉とは裏腹に、喋しやべりに喜色が窺うかがえる。勝利を確信した者の声音こわねだった。

　奴やつはこのまま、グレンカを溺れ死にさせるつもりだ。

　あの状態では脱出の手立てもない。誰かが脱出の手助けをするしかない。

　グレンカとレスト以外の第三者が助けに入るしかない。そしてそれは、俺しかいない。

　そんなことはわかりきっている。

　なのに……動けないっ！

　未いまだ痛みを訴え続ける腹部の傷。唯一の武器は折れた湾わん刀とう。魔女が持つ三種の魔法。魔女の身体能力。幾つもの要素が「無理だ」「逃げろ」と囁ささやきかけてくる。

　だいたい水を操るってなんだ。こんなの人間が介入できる戦いじゃない。グレンカを助け出したとして勝機はあるのか。傷が痛む。血が足りない。絶望で意識が飛びそうだ。

　情けなくも、俺はもうすでに敗北を認めてしまっていた。

　だが──グレンカは違った。

　気づいたのだ。水柱の中のグレンカが、レストではなく別のほうを見ているのを。

　俺はその視線の先を追う。

　泉のほとりの岩の上。そこには、一本の蝋ろう燭そくが立てられた燭しよく台だいが置いてあった。

　そして蝋燭には、俺を色霊モルスから救ったときと同じ灰色の火が灯ともっており──その火が今、赤色になって燃えた。

　グレンカの魔ま眼がんが輝きを増す。ルビーのごとき瞳に見られた炎は一気に火勢を強め、周囲の木々に燃え移った。一本の木が赤色に染まれば、すぐまた隣の火に。まるで炎そのものが放火魔のように、樹海の木を劫ごう火かで包んでいく。

　そしてあっという間に、泉を取り囲む木々のすべてに火が燃え移った。

　瞬間的な出来事にレストは困惑。対してグレンカはにやりと笑う。

　次の瞬間、泉の水が赤色に変わった。桃より濃く、血液より鮮やかな紅の色だ。

　水柱が弾はじけ、グレンカが再び泉の上に降り立つ。沈まず、二本の脚で立つ。水の色が変化したことにより、レストの操そう色しよくが及ばなくなったのだ。

「なんで──いや、そうか。水が炎の輝きを反射して、『真実の色』が赤になったのか」

　水は、それそのものは無色透明だ。しかし実際には、様々な光を透過、または反射して、見た目の色を変える。

　今、泉の水は炎の輝きに照らされて『真実の色』が赤色になっているはずだ。これならば「魔女の司つかさどる色と対象物の『真実の色』が一致していなければならない」という第一条件が満たされる。さらに『真実の色』が変化したことで「元が無色透明ならどの色の魔女にも侵しん色しよくの権利はある」というルールは適用されなくなり、魔力で上をいくレストの侵色を上書きすることができる。

　これが、色彩の魔女による魔法と魔法の攻防戦。

　視界に存在するものをいかにして自分の色に染めるか。そこが、魔女同士の戦いにおいて重点を置くべきポイントなのだと理解する。

「……っ。だから火は嫌いなんだ」

「ふ、ふふ……もう一回言ってあげる。罠わなにかかってくれてありがとう」

　水を飲んでしまったのだろう。解放されたグレンカはまだ苦しげな様子だった。

「素直に称賛する。これは見事な罠だ。ぼくももうちょっと用意をしてくるべきだった」

　レストの称賛と同じことを俺も思う。

　グレンカは敵が近くにいることを承知で水浴びをしていた。そして、敵が来たら来たですぐ対応できるように罠を張っていたのだ。あらかじめ泉を桃色に侵色し、相手に上書きされても再侵色できるよう泉のそばに火種を複数置いておいた。

　赤色に透き通った水。燃え盛る赤色の炎。視界は赤で満ち溢あふれている。

　俺は絶望を払拭し、希望という確かな勝機を感じつつあった。

「策と策の勝負を続けたいところだが、ぼくのほうは手札切れだ。なので、ここから先は力押しでいかせてもらう」

　そんな俺の希望を否定するように、レストが言った。

　この状況をまるで窮地と感じていないような泰然とした態度で、魔ま眼がんを輝かせた。

　森の奥を見る。赤色に燃える木々のずっと奥を見る。

　やがて木々の向こう側から炎を越えて、突進するような勢いで何かが飛び出してきた。

　緑色の茨いばらだ。

　極太に束ねられた茨は大蛇のようでもある。植物ゆえ木々を突破する際に炎が燃え移ったが、焼け落ちることもなく一点に向かう。

　その一点とは、グレンカだ。

「くっ！」

　グレンカは泉に向かって魔ま眼がんを見開き、新たに水流を作り出す。その水流を茨いばらにぶつけ、攻撃をそらす。茨は水面を叩たたきつけ、激しい水みず飛沫しぶきが上がった、

　続いて操そう色しよくの対象となったのは、赤色の炎だ。周囲の木々を燃やしていた炎がそれぞれ天に昇っていき、アーチを作るように空中で交差。直後、一斉に茨に襲いかかった。

　赤色に包まれる茨。動きが鈍くなったものの、焼滅には至らない。

「ちょ、ちょっと！　なんで燃え尽きないの!?」

「操色で強化してるんだよ。力技ですまない」

「パワー馬鹿！　知的そうなくせして！」

　水上から脱し、俺の目の前に降り立ったグレンカが悪態をつく。

　焦あせりは見るも明らかだ。これは当人にとっても予想外の事態なのだろう。

　操色の魔法は対象物を強化することができる。グレンカは炎を操色し火力を上げたが、レストはそれを上回る魔力で茨を強化し、炎にも負けない強度にした。色の奪い合いで競り勝ったのに純粋なパワーで捩ねじ伏ふせられては、二重に張った罠わなも台無しだ。

「さようなら〈赤色の魔女〉」

　決着を知らせる別れの言葉。と同時に、茨が動いた。

　茨は驚異的な速度で伸び、一直線にグレンカを襲う。

　グレンカも周囲の炎を操色し、茨にぶつける。だが、

　──駄目だ。

　茨は止まらない。

　──グレンカを死なせちゃ駄目だ。

　鋭い棘とげが炎を裂く。炎を巻き込み標的を貫かんとする。

　──ここでグレンカが死ねば、何も残らない。夢が、希望が、すべてが終わる。

　俺は強くそう感じ、直後には動いていた。

　グレンカのものとへ、駆けていた。

　彼女の前に。彼女と茨の中間の位置に。

　そしてそこで、わかりきっていた結末の到来を待つ。

「あ、アイズ……？」

　背中に届く戸惑いの声。一方で反対側、腹部では激痛が走っていた。

　それもそのはず。グレンカを貫くはずだった茨は今、俺を貫いているのだから。

　幾重にも束ねられた緑色の茨が、腹部に大穴を開け、背中に貫通している。だが幸いにも後ろのグレンカにまでは届いていない。盾になるという目もく論ろ見みは、成功したのだ。

「無駄なことを」

　レストが吐き捨てるように言う。そして、操そう色しよくを使い俺の身体から茨いばらを抜いた。

　大量の血と、破壊された内臓が体外にこぼれ落ちる。びちゃびちゃという水を撒まいたような音が酷ひどく凄せい惨さんなものに聞こえ、絶望感を誘った。意識はまだある。即死はしていない。だがすぐに死ぬ。そう確信させるだけの光景が、目の前にあった。

　レストは俺が絶命するのを待つつもりなどないのか、再び茨を繰り、障害物として立つ俺をグレンカもろとも薙なぎ払おうとする。俺にはもはや、反応する力も残っていなかった。

　時間の流れが急に遅くなったような気がした。茨の動作がゆっくりと見える。茨が急に見えなくなった。視界に赤色が満ちた。赤い炎が視界いっぱいに広がった。

　これは、壁か。

　グレンカがやったのだろう。赤い炎の壁が、俺たちを覆い隠すようにドーム状に展開している。レストからの攻撃を防ぐ代償として、酸素が急激に薄れていくのを感じた。

　だが……綺き麗れいだ。

　赤色の世界。幻想的な炎の揺らめきは、最期に見る景色としては悪くない。

「どうして……どうして私を庇かばったの！」

　炎の色に心奪われていると、いつの間にか、グレンカが目の前に立っていた。

　いや、少し違うか。俺は、いつの間にか倒れていたのだ。グレンカは身を屈かがめ、仰あお向むけに倒れる俺の顔を覗のぞき込んでいる。今にも泣きそうな表情で。

「……俺は、この世界に色を取り戻すまで、死ねない」

　どうして、と問われた俺はただ答える。

　口にした言葉は、六年前のあの日からずっと、胸に抱き続けてきた信念だった。

「だけど、悟ったんだ。俺一人だけ生き残ったって、レストには勝てない。色を取り戻すだなんて、夢のまた夢だ。ならせめて、夢を叶かなえるために命を使おうって」

　グレンカを庇ったのは衝動的な行動だった。しかし一方で、瞬間的に損得勘定をしたと言っても間違いはない。

　グレンカがレストに敗れれば、次は俺が殺されるだけだ。俺と、俺と同じ夢を持った奴やつ、二人共ここで死ぬ──それよりは、俺一人だけが死ぬほうを選ぶ。

「さっきまで疑ってて、なんだけどな。おまえに……グレンカに、賭けてみたい。俺と同じ……夢を」

　俺は、自分の夢をグレンカに託す道を選んだ。

　夢が叶えられないのなら、たった数分生き長らえたって意味はない。

　グレンカと俺の夢が同じで、こいつがそれを叶えられるなら、俺はここで死んでもいい。

　俺はこの世界に『真実の色』を取り戻すまで死ねない。

　言い換えれば──この世界に『真実の色』を取り戻せるなら死んだっていい。

「……だめ」

　だからあとは、グレンカを応援するくらいしかできない──なのに。

「だめ、だめ、だめ！　そんなの絶対にダメ！　アイズ！　目、しっかり開いて！」

　グレンカは、そんな俺の願いを否定した。

　勝機が薄れたならこの隙に逃げればいい。もしくは、俺が盾になった瞬間に反撃を仕掛ければいい。それが勝利するための最善策だ。だがグレンカは、逃走するでも反撃するでもなく、壁を張って俺の生存を願っている。

　つくづく──魔女らしくない。

　でも、こんな彼女だからこそ、俺と同じ願いを持っていると、命を賭けるほどに、信じられたのかもしれない。

「アイズ、お願い……私の目を見て」

　不意に、グレンカが俺に顔を寄せてきた。

　こつん、と額と額がぶつかる。互いの鼻先も触れた。何をしているのか不思議だった。薄れゆく意識の中、どうやら俺の瞳をじっと覗のぞき込んでいることがわかった。

「聞いて。私はアイズを死なせたくない。アイズだって、本当は死にたくない。でもこの傷じゃ助からない……」

　至近距離から告げられる発言の意味は、よくわからない。

　グレンカは俺から顔を離し、毅き然ぜんとした面持ちで続ける。

「それなら、その命を私にください」

　やはり、言っている意味がわからなかった。

　だから、それはなんとなくだったのだろう。

　すでに言葉を紡ぐ気力もなかった俺は、ほんの少しだけ首を縦に動かす。

　それを承諾の意と受け取ったグレンカは、

「ありがとうアイズ……あなたに会えてよかった」

　立ち上がり、自分の胸に手を当てた。

　赤色の発光。紋章の発現。引き抜くような所作の後、その手に一振りの大剣が握られていた。柄の宝石が輝かしい、装飾の派手な剣。〈赤色の魔女〉の『御剣レガト』だ。

　グレンカは『御剣』を軽く持ち上げ──俺の身体に突き刺した。

　心臓が刃で貫かれ、命が尽きる。







　──意識がブラックアウトしたのは、一瞬。

　俺は、生き返っていた。

「なんだ……これ」

　肉体が再生されていくのがわかる。破壊されていた骨や内蔵が蘇よみがえり、新たに血液が作られ、傷が塞ふさがる。意識も覚醒に向かい、痛みも疲労感もどこかへと消え去った。












　閉じかかっていた瞼まぶたがこじ開けられるように開き、状況を確認する。

　俺たちを覆っていた炎の壁は消失している。傍らには、目尻に涙を溜ためつつも安あん堵どの表情を覗のぞかせるグレンカの姿が。そして少し離れた位置には、初めて見る表情──あまりの驚きよう愕がくに目を見開くレストがいた。

　そして俺の手には、

「赤色の『御剣レガト』……」

　さっきまでグレンカが持っていたはずのそれが握られていた。

　見た目には振るうことも難しそうな大剣なのに、持ってみると意外と軽い。討とう伐ばつ局きよく支給の湾わん刀とうよりもよっぽど軽い。それは異常とも言える軽さ──どころではない。まったく重みを感じない。まるで、剣そのものが自分の身体の一部であるかのようだった。

「驚いたよ」

　不可思議な状況の中、レストが軽く拍手をする。

「まさか戦いの最中に〈御剣者レガトウス〉を生み出すだなんて。初めからそのつもりで彼に接触したのかい？　だとしたら君にあばずれの蔑称を送るよ」

「……本当なら、こんな真ま似ねはしたくなかった」

　事態を飲み込めずにいる俺に対し、レストとグレンカは何もかも熟知した風ふうだった。

　だが──だんだん、俺にもどういうことかわかってきた。

　誰に説明されるでもなく、何が起こったか、自分にどんな変化が訪れたのかを理解する。正確には、手に握る『御剣レガト』からそれを理解するための知識が送られてくる。

「どちらにせよ、急造、その場しのぎ、苦肉の策。勝機は遠いね」

　頭の中の未知だった領域が、埋まっていく。

　その間、レストは攻撃を再開し、緑色の茨いばらをこちらに向けて放ってきた。標的はグレンカではなく、俺だ。理由もなんとなくわかった。こいつは俺を、無視できない敵戦力として認識しなおしたのである。

　俺は慌てず、迫る茨に合わせて腕を振った。

　ガギン──と。

　手に握られていた『御剣』が、その無駄に巨大な刀身が、茨を弾はじく。

「『御剣』を盾に……！」

「絶対不滅なんだろ？　いい感じにデカいし、これは……使える！」

　知識の吸収を終え、すべてを理解した俺は、駆けた。

『御剣』を携え、レストに向けて一直線に斬りかかる。

　操そう色しよくの魔法を受ける緑色の茨が、俺の突撃を妨害した。

　俺の身体を裂き、さらには貫こうとする棘とげの猛襲を、刃で弾き、さらには斬り落とす。

「おいおい。それは魔女の力の源。魂の器。君たちにとっての大事な回収対象だろう。そんな雑な扱い方していいのかい？」

「別に。まさか『この武器は自分にしか扱えない』なんて思ってるわけじゃないだろう？　これが俺なりの……『御剣』の使い方だ！」

　絶対不滅の剣。加えて、この軽さ。敵のどんな攻撃をも防ぐ『御剣』は、俺に言わせれば最強の武器──いや、最強の防具のようなものだ。身体の奥にしまっておくなんてもったいない。

　だが防具が優れているだけで魔女が攻略できるはずもないだろう。レストは俺の攻撃を見て、自身も戦法を変えた。極太に束ねていた茨をあえて解き、複数本の細い茨にする。そしてそれぞれの軌道を変え、上下左右あらゆる角度から俺を突き刺さんと狙った。

　俺は迫り来る茨を、後ろに一歩分ほど跳躍して躱かわす。その一歩で十メートルほど距離が離れた。脚力が──身体能力が、人間では考えられないほどに上昇していたのだ。

　不思議がることはない。今の俺にはすべてが理解できる。

　自分に何ができるのか。自分にどんな力が備わったのか。

　俺はレストや茨から視線を外し、ちらり、と真横を見た。

　真横にある赤色の泉を。

　その水面に、俺の姿が反射して映った。水そのものが赤いため当然俺の姿は赤く映るが、色合いからして灰色であることがわかる。

　ただ一点、瞳だけ映る色が違った。

　加えて、その瞳の表面に紋章のようなものが浮かんでいた。

　いや、今さら水面を鏡にするまでもない。俺はしっかりと認識している。

　俺の両目が、魔ま眼がんとして赤色に染まっていることを。

「──操そう色しよく──」

　言葉にする必要はないかと思うが、俺はその魔法の名を発動と共に口にしていた。

　泉全体の水が大きく波打つ。その勢いはすぐに怒ど涛とうとなり、陸地へと牙を向いた。

　出し惜しみはしない。操色したのは泉の水すべてだ。それら大量の水が、レストを飲み込む。操っていた緑色の茨いばらも含めて、背後の木々ももろともに、破壊と共に押し流す。

　人為的に起こした水害は、先程まで燃え盛っていた炎を一瞬で消化させるほどの威力だった。レストが立っていたほうに集中させたため、俺とグレンカの側に被害はない。

　これで終わってくれれば楽だったが、魔女の耐久力は一筋縄ではいかないようだ。

　水圧で薙なぎ倒された木々の下から、びしょ濡ぬれのレストが這はい上がってくる。

　初めて攻撃らしい攻撃に成功した。その確かな感触を噛かみ締めながら、挑発する。

「たしか、地震と火災と森林破壊と──津波が嫌いなんだっけか？」

「……君、ムカツクな」

　苛いら立だってくれて結構だ。それで隙が生じるようなら、俺はそこを突く。

　仕掛けるのは再度の接近戦。『御剣レガト』を強く握り、回避のときに発揮した脚力を今度は攻撃に使う。

　剣の間合いに入る、僅わずか三歩直前。

　俺とレストの間に、緑色の身体と灰色の白刃が割って入った。

「っ！　ルイ！」

　グレンカの攻撃で戦場の外に放ほうり出されたルイ・スタックだ。

　たった今復帰したのか、それとも万が一のときのために待機させられていたのか。馴な染じみ深い湾わん刀とうはレストを守る盾として、また俺を殺すための牙として振るわれる。俺はそれを、『御剣』の刀身で防いだ。

「目を覚ませ、ルイ！」

　無駄とわかってはいるものの、届くことを願って呼びかける。

　ルイに反応はなかった。やはりグレンカの言うとおり、レストの傀かい儡らいとして働き続けるだけなのか。だがもし、彼女を支配しているレストを倒すことができたのならば──

「疲れた。今日の戦いはこのへんで中断しよう」

　ルイの突破法を考えていた俺は、驚きの言葉を耳にする。

　発したのは、ルイの向こう側にいるレストだ。

　言葉通り疲弊した様子で、わざとらしいくらいに肩を竦すくめる。

「ふざけるな。この状況で退くっていうのか？」

「だから、疲れたんだよ。君だって相当量の魔力を消費しているだろう」

　だろう、と言われても俺にそんな実感はない。このまま永遠に戦い続けられるような気さえした。

　だが冷静に考えれば、それは錯覚かもしれない、と思いなおす。でなければ、力を得たばかりの俺がグレンカやレストよりも上ということになってしまう。まさかそんな都合のいい事態は起こっていないはずだ。

　ならば無闇に攻めるのは得策ではない。レストの言葉に耳を貸し、一考する価値もある。

「焦あせらずとも、近い内に決着はつけるさ。灰はい被かぶりの街、ラジアータ第三都市でね」

「何……？」

　続く発言に、俺は怪け訝げんな顔を浮かべた。

「ぼくは君のことが少し気に入った。なので一つ教えてあげよう。ぼくの目的はラジアータを潰すことだ。厳密には、ラジアータを拠点とする討とう伐ばつ局きよくと極ごく彩さい省しようを、ね」

　そういえばこいつの真の目的がなんなのか、グレンカからも聞けずじまいだったが……ラジアータを潰すだって？　いったいなんのために。

「ちなみに、第三都市へ侵攻する準備はもう終えている。二、三日以内に行動を起こす予定だから、それまでに君たちも対策を練っておくことだ」

「待て！　なぜラジアータを狙う？　ラジアータを潰した、その先の目的はなんだ！」

　怒鳴る俺に対し、レストは嘆息してから言った。

「それ以上のことは君のご主人様に聞きたまえよ。ああそうそう、あともう一つ。君たち二人に宿題を出そう」

　そして答えの代わりとばかりに、

「──世界は何色であるべきか？」

　そう、謎の問いかけを突きつけていく。

「……何が言いたい」

「言葉通りの意味さ。よく考え、答えを出すといい。そして次に会ったとき、その答えを教えてくれることを望むよ。じゃあね」

　別れの挨拶を告げると同時、レストのそばにルイが駆け寄った。そしてそのまま、ルイはレストを抱きかかえ疾走する。木々の間を縫い、森の向こう側へ。もしかしたらその先には、レストが潰すと宣言したラジアータが──俺の住む第三都市があるのかもしれない。

　追撃するか否か、悩みはした。だが俺は結局、そこから動くことができなかった。

「アイズの判断は正しいよ」

　背後から、なにやら疲れた様子のグレンカが言う。

「私も、アイズも、それにレストも。みんな揃そろってガス欠寸前だった。このまま戦ってたら、共倒れもありえただろうから」

「レストも俺たちと刺し違えて終わりってわけにはいかない、か」

　感覚としての疲労感はないが、それは俺が鈍感というだけなのだろう。

　敵が去ったことで気が抜けた。すると手の中にあった『御剣レガト』が、分解するように消えていく。細かい光の粒子となり、それらは俺の身体に触れて溶けていった。

「『御剣』が……俺の中に？」

　収納された、と本能的にそう思った。

　その感覚は正解だったらしい。グレンカは頷うなずいた後、深刻な眼まな差ざしで俺を見つめる。

「アイズ。その、身体のことなんだけど……」

「レストは〈御剣者レガトウス〉とか言っていたが、いったいなんなんだ。俺の身体に何が起きた」

　何が変化したか、という意味ではだいたいのことは理解できている。

　第一に、俺の全身に魔力が流れるようになった。身体能力が急に上がったのはそれが原因だ。さらに灰色だった両目が赤色に染まった。そして魔法も使えるようになり、先程の戦闘では実際に赤色の泉を操そう色しよくした。

　いや、それよりも前に、一番重大と言える変化が起こっていた。

　俺は、一度死んで生き返ったのだ。

　レストの攻撃で瀕ひん死しの傷を負い、その後グレンカに『御剣』で心臓を貫かれた。

　あれは幻でもなんでも──ぐっ!?

「アイズ！」

「っ……なんだこれ……」

　襲いかかってきた突然の疲労感に、俺はたまらず蹲うずくまる。

　重力が倍になったような身体の重さと気けだるさ、そして眠気。さらには身体の節々が痛く、頭痛もする。その中でも特に痛むのは、目だ。眼球の奥がズキズキする。

「たぶん初めて魔法を使った反動だと思う。身体がまだ魔力に慣れてないの」

　どうりで。この反動が戦いの最中にこなかったのは幸いと取るべきか。

　本音を言うならこのまま眠りに落ちてしまいたいところではあるが、そんなわけにはいかないだろう。俺は全身に鞭むちを打ち、強引に立ち上がる。

「あ、アイズっ」

「近くに……レストが根城にしていた館がある。やり残したこともあるし、そこまで移動しよう。歩きながらでいいから、その〈御剣者〉ってやつについても、教えてくれ」

　立ち上がっただけで息が切れる。それでも懸命に、俺は足を前に動かした。

　二歩進んだところで、よろめく。

　その様子を見ていたグレンカが慌てて駆け寄り、俺は情けなさを自覚しながら言う。

「……すまん。肩も貸してくれるとありがたい」

　力を得た。

　だが、前途は多難だ。
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「〈御剣者レガトウス〉は、魔女と契約することで魔女と同等の力を得た存在」

　俺はグレンカに肩を借りながら、灰色の樹海を進んでいた。

　目指す先はレストが拠点にしていたあの館である。あそこには仲間の遺体を放置したままだし、それにグレンカがレストに奪われたという『シンデレラ』が残されている可能性もある。諸もろ々もろの理由を抜きに考えても、疲弊した今の状態では第三都市に帰ることも難しい。どこか落ち着いて休める場所が必要だった。

「魔女と同等の力……」

　俺はグレンカの発した言葉を噛かみしめる。

「三種の魔法の内、奪色を除いた二種が使えるようになる。司つかさどる色は契約した魔女と同じ。アイズの場合は赤色だね。あとは〈御剣者〉になったことで全身に魔力が通うようになるから、身体能力も上がる。体力も向上するんだけど──」

　そこで、俺は出っ張っていた木の根に躓つまずく。肩を貸していたグレンカも釣られて体勢を崩してしまった。

「わっ！　ご、ごめん！　大丈夫？　どこか痛い？」

「いや、大丈夫だ。だがしいて言うなら、目の痛みがすごいな……感覚的には、眼球の奥側が。それに関係しているのか、頭痛もする」

「目、閉じてていいよ。今度はちゃんと支えるから。なんならおんぶする？」

「子供か俺は」

　魔女の腕力ならやってやれないことはないんだろうが、男の尊厳を守るために断った。

　グレンカは俺の腰にしっかりと手を添え、さっきよりも遅めの速度で歩き出す。

「魔力っていうのは、人間でいうところの体力と一緒。だから魔法を使えば消耗する。魔法の発動は魔ま眼がんが基点になってるから、疲労はまず目に来るの」

「……情けないな」

「使う内に慣れてくるよ。私だって最初の頃はすぐにダウンしちゃってた」

　あははっ、と苦笑いを浮かべるグレンカ。

　肩を貸してもらって今さらのように思うが……こいつ、本当に小さいよな。

　俺自身、同年代の男の中では背が高いほうだった。逆にグレンカは、同年代の女性と比べても低いほうだろう。

　そんな小さな身体で、俺を支えようとしている。身体が弱っているせいか、その健気けなげな優しさが身に沁しみた。純粋に、嬉うれしかったのだ。

「〈御剣者レガトウス〉っていうのは、誰でもなれるのか？」

　照れくささを隠し、今は訊きくべきことを訊く。

「誰でもはなれないよ。男の人だけ。〈御剣者〉には魔女が持つ『御剣レガト』を守護する者って意味合いがあって、魔女がその名の通り女性なのに対して、〈御剣者〉は必ず男性でなくちゃならない。役割的には、姫を守る騎士みたいな」

「姫を守る騎士……」

「それに加えて、本人の同意もなきゃ駄目。身命を捧ささげてその魔女の〈御剣者〉になるっていう同意。だから、アイズの意識が健在じゃなきゃ契約は上う手まくいかなかった」

「そうか……死の淵ふちにあった俺に、鼻先がくっつくくらい顔を近づけた理由はそれか」

「ひやっ!?」

　……冷ひや？

　それまで軽快に話していたグレンカの顔が、急に赤面し出した。

「あ、あれは、その、しっかりした了解を得るために仕方なくというか……」

　……ああ、そうか。顔を近づけたことを思い出して今さら恥ずかしがっているのか。

　確かに、あれはもうちょっとで唇が触れそうなほど近かったしな。水浴びを覗のぞかれたときの反応も踏まえて考えると、グレンカはかなりの恥ずかしがり屋のようだ。

「なんにせよ、グレンカが俺をその〈御剣者レガトウス〉ってやつにしてくれて助かった。覚悟して盾になったとはいえ、あのままじゃ俺は本当に死んでいたからな」

「……死んだのは間違いないよ」

　グレンカが不意に足を止め、沈ちん鬱うつな面持ちで視線を落とす。

「間違いないって、俺はこうして生きているじゃないか」

「それは、〈御剣者〉として蘇よみがえったから。人間としては、一度死んでる。あのね。魔女が人間を〈御剣者〉にするには、その人間を『御剣レガト』で殺さなきゃいけないの」

　俺は記憶を手繰る。

　レストの攻撃からグレンカを庇かばい、瀕ひん死しの傷を負った直後。

　グレンカは自らの『御剣』を顕現させ、その巨大な刃で俺の心臓を貫いた。

「あのときのアイズはまだ生きていた。それにトドメを刺したのは、私」

「トドメも何も、あの傷じゃ放ほうっておいたって死んでただろ」

「うん。でも私が何もしなければ、アイズは人間として死ねた。考えようによっては、そのほうがよかったのかもしれない」

　グレンカが何をそんなに気に病んでいるのか、俺には理解できなかった。

　少し間を置いてから、疑問の答えが語られる。

「今、アイズの命を繋つなぎ止めているのは……私の、〈赤色の魔女〉の命なの」

　その消え入りそうな声には、自分の行いを罪と認識しているふしすらあった。

「ううん。繋ぎ止めたっていうよりは分け与えたって感じかな。自分の胸、触ってみて」

　言われるがまま、俺は自分の胸に手を当てる。

　そこで、初めて気がついた。

　……心臓が、動いていない。

「私の身体からあなたの身体に移った『御剣』が、生命を維持する役割を果たしているの。心臓は動いてないけど、その他の身体機能は人間の頃と何も変わらないよ。血液だって流れてるし、体力が落ちれば病気にもかかる。魔力の恩恵で人の身体よりずっと丈夫だけど」

「じゃあ、いったい何をそんなに……」

「……はっきり言うとね。私が死ぬと、アイズも死ぬ」

　衝撃の一言が、小さく、けれど確かに聞こえてきた。

「〈御剣者〉の命は、あくまでも『御剣』が与えているものだから。『御剣』の持ち主である魔女が死ねば、契約も破棄されて〈御剣者〉は命を失う。それ以外にも、魔女から一方的に契約を破棄することもできる。私が『御剣』を取り上げれば、アイズはまた死体に……私が心臓を潰した死体に、戻っちゃう。それが、〈御剣者〉のシステム」

　語られた詳細は、この先の俺の人生を決定付ける内容と言えた。

　だが、なぜだろうか。

　正直に言えば、驚きや動揺よりも納得のほうが強い。

　罪悪感に押し潰されそうなグレンカに対し、

「で、グレンカはそのシステムを盾に脅して、俺を無理やり従わせるつもりなのか？」

「そ、そんなことしないよ！」

「ならなんの問題もない」

　俺はきっぱりと、そう断言した。

「たとえどんな形であろうと、俺は生きているんだ。人間としての死と〈御剣者レガトウス〉としての生、どっちを取るかって訊きかれたら即答で後者を選ぶ。俺にはまだ、やらなきゃならないことがあるんだからな」

　嘘うそはない。本心だ。生に勝る死などありはしない。絶対に。

「俺は死ぬわけにはいかないし、俺と同じものを目指しているグレンカを死なせたくもない。だから頼む。おまえの『御剣レガト』、このまま俺に預けてくれないか？」

「アイズ……」

　グレンカは潤んだ目で俺を見ていた。と思えば視線を外し、一秒したらまた戻し、何かを言おうと唇を開き、すぐに噤つぐむ。気持ちの整理がつかないといった心情が読み取れた。

　そんなグレンカの返事を待ちながら、俺は──倒れた。

「アイズ!?」

　全身に力が入らなくなっていた。すぐ近くまで迫っていた睡魔は、いつの間にか俺の意識を刈り終えていたのだ。瞼まぶたが重い。瞼の裏が黒い。隙間からグレンカの微笑ほほえみが映る。

「……寝てていいよ。私が責任持って運ぶから」

　耳に届く心地良い音。頬ほおを撫なでる指の感触。何もかもが闇に消えていく。

「ありがとう、アイズ。私を守ってくれて」

　眠る。

　最後にグレンカは……なんと言ったのだろうか。







　──懐かしい、夢を見ていた。

　子供の頃の……十歳の頃の夢だ。

　俺は、幼なじみの少女と森の中にいた。

　少女は好奇心旺盛で、疲れ知らずで。俺はいつも振り回される側だった。

　その日だって、森に行こうと誘ったのは少女のほうだった。

　見せたいものがあるから。

　ただそれだけを言い、少女は森の奥深くまで俺を連れて行った。

　不満はなかった。むしろ嬉うれしい。それに楽しい。

　あの頃の俺にとって、少女と時間を共にすることは唯一無二の幸福だった。

　少女と同じことをするのが好きだった。少女の笑顔を見るのが好きだった。

　少女の好きなものが好きだった。少女が好きなものを守りたいとも思った。

　少女が好きだった。

　だからこれから目にするものも、きっと好きになれるだろうはずだった。

　だが結果的に、俺は少女の『見せたいもの』を見ることが叶かなわなかった。

　その正体がなんであるのかも、結局はわからずじまいとなってしまった。

「アイズくん。私たちがこの世界に存在していられるのは、なぜだと思う？」

　少女と交わした最後の会話を思い出す。

　いや、会話とは言えなかったな。俺はあのとき、一切の返事を返せなかった。

「それは世界に七つの色がついているから。一色でも欠ければ、私たちは存在できない」

　考える間も、答える間もなく。少女は問いかけてすぐ、自分で答えを言った。

　直後、世界は色を失った。

　自分たちの身体から、周囲の景色から、この世のありとあらゆるものから、色が消えた。

　色を失い、無色透明になった世界は、存在そのものが消えてしまった。

　しばらくして、世界に色が戻った。だが戻った色は、灰色だけだった。

　復活した世界に、俺の好きな少女はいなかった。

　色と共に消えてしまっていた。

　俺は子供ながらに理由を──原因ではなく、理由を考えた。

　一色でも欠ければ、私たちは存在できない。少女はそう言った。

　違う。そんなことはない。灰色だけでも、俺たちはちゃんと存在できている。

　少女は何か勘違いをして、灰色だけの世界には存在できないと思い込んでしまった。

　だから再生した世界に留とどまることを拒み、そのまま消える道を選んだのではないか。

　なら。

　世界に色が戻れば。

　世界が七つと言わず、たくさんの色で溢あふれれば。

　俺の好きだった少女が……ディアが戻ってくるような気がして。

　だから俺は──







「……だから俺は、世界に『真実の色』を取り戻そうと思ったんだ」

　目を覚ますと、罅ひび割れた灰色の天井が目に入った。

　周囲を見渡す。見慣れない部屋の中だ。家具は一通り揃そろっているものの使った形跡があまりなく、生活感に乏しい。俺の現在の居所は、ベッドの上だった。

　かけていた毛布を捲めくり、自分の姿を確認する。家主のものだろうか。これまた見慣れない、灰色の部屋着姿だった。

　若干の気けだるさを感じながら、起き上がる。大きな姿見鏡があることに気づき、俺はなんとなくその前に立った。ぼさぼさの髪に一瞬、嫌いや気けが差す。

　だが意識はすぐに、別の部分に移った。

「赤い……」

　姿見に映る灰色の身体。その中に一点だけ、赤色の部分がある。

　目だ。

　左右の瞳がルビーを思わせるほどに赤く輝いている。姿見に近づき瞳の中を覗のぞき込んでみると、どこかで見た紋章のようなものが薄く浮かんでいた。

「魔女と同じ魔ま眼がん……〈御剣者レガトウス〉の証あかし、か」

　この紋章は、グレンカが魔法を使う際、瞳に浮かんでいたものと同じものだ。レストの瞳に浮かんだものとは微妙に違う。おそらくは司つかさどる色によって異なるのか。

　レストのことを思い出し、ハッとする。寝間着を捲り、腹部を確認した。茨いばらに貫かれた大穴は綺き麗れいさっぱり消えている。傷跡すら残っていなかった。

　胸に手を当てると、やはり心臓は動いていない。その代わり、この身体の中には『御剣レガト』が収められていて、それが命を繋つなぎ止めている……と。

　気を失う以前の記憶を手繰り、再認識する。

　俺は人間としての生を終え、〈御剣者〉に生まれ変わったのだと。

　……それにしても。

「懐かしい夢を見たな……」

　世界から色が消える直前の出来事を、あそこまで鮮明に夢に見たのは久しぶりだ。

　俺の幼なじみであるディアは、よく不思議なことを言う少女だった。彼女のあの予言めいた言葉の意図はなんだったのか。俺に見せたいものとはなんだったのか。

　それに『七つの色』とは何色を指していたのだろう。有彩色の基本は赤、青、紫、緑、黄の五色だし、それに無彩色の灰色を足しても六色だ。色ではなく明るさと捉える者もいる白や黒を足せば八色になってしまうし、どうにも数が合わない。

　まあ、どれも今となっては確かめるすべもない事柄だ。

　……そういえば、グレンカはどこだ？

　部屋を出ると、どうやらそこは二階の廊下のようだった。聞こえてきた物音を頼りに一階へ下りる。ここはレストが拠点にしていたあの館だと思うが、周囲には茨はおろか、緑色のものは何一つ存在していなかった。

　リビングらしき場所に足を踏み入れると、

「あっ。アイズ！」

　テーブルの前にエプロンをつけたグレンカがいた。

　エプロン……そう、エプロンだ。魔力で構成しているらしい専用の衣服の上から、灰色のエプロンをかけている。胸の部分だけやけに盛り上がっていたが、不自然さはない。水浴びのときに見たグレンカの裸体を思えば、当然の帰結だ。

「何やってるんだ？」

「何って、ご覧のとおり。食事の用意だよ」

「食事って……」

　テーブルの上には料理が並べられている。色はどれも灰色だが、サラダに、スープに、オートミール……と観察している最中、スープの色が赤色に変わった。色合いから見てトマト系のスープのようだ。紋章が浮かぶルビーアイを見るに、侵しん色しよくを使ったのだろう。

「食料、三日分くらいしかなかったから。レストもあんまり長居をするつもりはなかったんだと思う。腐らせるのももったいないし、私たちでいただいちゃおうと思いまして」

「思いましてって」

「あ、肉はないよ。レストって菜食主義者だったのかな」

　そんなことが聞きたいわけではない。

　俺はため息をついてから尋ねる。

「俺が気を失ってから、どれくらい経たった？」

「一日半ってところかな。今は私たちが出会った翌々日の朝」

「……どうりで腹が減るわけだ」

　そんなに長い間眠っていたとは……まあ、あの疲労困こん憊ぱいぶりを考えれば頷うなずけるところではあるのだが。起床直後の空腹は並大抵のものではない。

「実はそろそろ目覚めるんじゃないかと思ってたんだ。ね？　食べるよね？」

　予想が的中したのが嬉うれしいのか、グレンカはどこか誇らしげだ。

「ね？」

「……いただくよ」

　優先するべき事柄は別にあるような気もしたが、俺はおとなしく席に座った。

　グレンカと二人、向かい合う形で灰色と赤色の食卓を囲む。

　律儀に「いただきます」と言ってから、グレンカはトマトのスープに口をつけた。

　おいしさに頬ほおを緩める。そんな何なに気げない仕草を見て、俺は思わず笑ってしまう。

「な、なに？」

「いや、魔女も普通に料理したり、普通に食事したりするんだなって」

「ひどっ！　あたりまえでしょ、食べなきゃ飢え死にしちゃうよ!?」

「するのか、飢え死に」

「するよ！」

「じゃあレストを餓死させることも可能ってわけだ」

「……えっ、どうやって？」

「冗談だよ」

　言って、俺は粥かゆ状にしたオートミールにスプーンを沈める。

「餓死は冗談だとしても、どうにかしてレストを倒す手段を考えなきゃならない。あいつの言っていたことが本当なら、今日か明日にでもラジアータを……いや、もうすでに街を攻め落とすために動いているかもしれないからな」

「と、言うわりには落ち着いているみたいだけど」

「『気持ちは急せいても頭を焦あせらせてはならない』。俺に戦い方を教えてくれた人の言葉だ。思考と行動は冷静に、だが口にする言葉で急ぐべき事柄を常に意識し続けろってな」

「なかなか難しいこと言うね……」

「俺も最初の頃はそう思ったよ。今はそうでもないが」

　焦って敵を探したところで、事態が片付くものでもない。今は手持ちの情報を整理し、吟味し、最善の行動を導き出す。身体を動かすのは、その後だ。

　食事を進めながら、俺は木製のコップを手に取った。コップの底面が透過され灰色に見えはするが、中身は無色透明の液体のはずだ。

「グレンカ。これって普通の水だよな？」

「うん。そうだよ」

　確認を経てから、俺は再度コップの中を注視する。

　目に力を込め、変われ、と念じてみるものの……変化は表れない。

「その水を赤色に侵しん色しよくしようとしているんだったら、無理だよ」

「どうしてだ。条件は満たしているはずだろ？」

「〈御剣者レガトウス〉が魔法を使うにはもう一つだけ条件があって、その手に『御剣レガト』を握っていないと駄目なの」

　グレンカに教えてもらい、俺は席を立った。

　胸に手を当て、鞘さやから剣を抜くようなイメージで、腕を引く。ほとんどグレンカの見み様よう見み真ま似ねだったが、その手には思惑通り『御剣』が握られていた。

　追加条件をクリアした状態でもう一度侵色に挑戦してみると、今度は成功した。コップの中の水は赤色に染まっている。明度や彩度の調整の仕方がまだよくわからず、血のような濃い色になってしまったのが失敗と言えば失敗か。これでは飲むのに抵抗がある。

　しかし……この大剣型の『御剣』。

　軽いし、武器として振るうには便利だが、見るだけで発動できる魔法を使うのにいちいち手に持たなければならないのは……正直、不便だ。もっと言えば、デカすぎて邪魔だ。

「なあ。これ、もうちょっと小さくなったりしないのか？」

「ええ……む、無理だよ……」

「そんな顔するな。言ってみただけだ」

「アイズって、真面目な顔でおかしなこと言うよね」

「そうか？　ずっと気を張り続けていたからな。緊張が解けた反動みたいなもんだろ」

　ちょっとした実験も終えたし、俺は『御剣レガト』を体内に戻して食事に集中する。

　赤色の水を口に含んだ。別に血の味はしなかった。

「ところで、館のあちこちにあった茨いばらはどうしたんだ？」

「取り除いたよ。レストは戻らないと思うけど、なんか急に動き出しそうな感じがして不気味だし、動かなくてもとげとげで危ないしね」

「……俺と同じ制服を着た連中の死体があったはずだ。それは？」

「一箇か所しよにまとめさせてもらってる。いくら魔女の魔法でも防腐処理とかはできないから、何日も放ほうっておくと大変なことになるけど」

「そこは討とう伐ばつ局きよくになんとかしてもらうさ。そのためにも、早く街に戻らないとな」

　俺がそう言うと、グレンカは急に黙り込み……しばらくしてから、スプーンを置いた。

「あのね。その前に、アイズに聞いておいてもらいたいことがあるの」

　真剣な空気を察し、俺も食事を中断する。

「なんだよ、あらたまって」

「レストと戦う前、最初に魔女について説明したとき、言葉を濁したところがあったでしょ。そこをちゃんと話しておこうと思って」

「内容は？」

「──多くの人々は知らない、魔女戦争の真実について」

　グレンカは述懐するように、その真実とやらを訥とつ々とつと語り始めた──







「あのときアイズはこう言ったよね。先代の魔女が世界から色を奪ったのに、二代目の私が『真実の色』を取り戻そうとする理由がわからないって。まずここに大きな誤解があって、そもそも先代の魔女は世界から色を奪ったりなんてしてないの。ううん、正確には、奪ったのは〈灰色の魔女〉一人だけ。世界が一いつ旦たん無色透明になって消滅しかけた後、〈灰色の魔女〉が世界中の人々に向けて発信した宣せん布ぷは──全部、嘘うそっぱちってこと。

　魔女戦争……魔女同士の戦いがあったことは事実だよ。でもその戦いを起こしたのは有彩色の魔女五人じゃない。世界から色を奪って滅ぼそうとした、なんて酷ひどい捏ねつ造ぞう。実際はむしろ真逆。魔女戦争は〈灰色の魔女〉が起こして、他の魔女はそれに抗あらがうために戦った。

　具体的に言うと、〈灰色の魔女〉が他の魔女に片っ端ぱしから襲いかかって、それぞれが持つ『御剣』を強奪したの。そして、五人の魔女を倒し自分のも含めて計六本の『御剣』を手に入れた〈灰色の魔女〉は、禁忌とされている魔法──『世界侵しん色しよく』を発動させた。

　世界侵色っていうのは、世界全部を対象にして、奪色と侵色を行う魔法。〈灰色の魔女〉は灰色を含む六本の『御剣レガト』を使って、世界からすべての色を奪った。その後、侵色で自分の色である灰色に染めなおした。ついでに世界中の人々に『自分は救世主である』なんて大おお嘘うそをついて、現在に至ると。これが、魔女戦争の真実。すべての元凶は、この灰色の世界を作り上げた〈灰色の魔女〉本人でした……と、いうわけです。

　なんでそんなことをしたのかって、単純な話だよ。〈灰色の魔女〉の目的は、今のこの世界そのもの。世界から他の色を排し、灰色一色にする。ただそれだけが目的だったの。その上で人間を支配するだとか、そういうことも考えていない。その証拠に、〈灰色の魔女〉はもうこの世にはいない。世界侵色が終わった後、すぐに自害したから。うん、確かだよ。なんせ自害は私の目の前でしたからね。

　証拠もある……んだけど、今は出せない。実は、レストと戦ったときに言ってたシンデレラっていうのは〈灰色の魔女〉が残した『御剣』なの。絶対不滅の『御剣』は、魔女が死ぬとその場に残る。だから〈灰色の魔女〉の死に立ち会った私がすぐさま回収したわけ。

　通常、魔女は自分の司つかさどる色の魔法しか扱えない。だけど他の魔女の『御剣』を持っていると、その色も司ることができるようになる。つまり〈灰色の魔女〉の『御剣』を持つということは、この世界に存在する灰色のもの全部を操そう色しよくしたり、奪色したりできるということ。だからレストに狙われたんだけど……え？　ああ、シンデレラはたぶんレストが別の場所に隠してるんだと思う。けど、そこは大丈夫。心配いらないよ。

　シンデレラは今、封印状態にあるの。だからレストが持ってても灰色を司ることはできない。今はまだ脅威にはならないよ。これは推測だけど、たぶん〈灰色の魔女〉は自分の命と引き換えにすることで、他の魔女が使えないよう『御剣』に封印を施したんだと思う。でなければ、シンデレラは今すぐ相応ふさわしい人のところに飛んでいって二代目〈灰色の魔女〉を誕生させているはずだもの。うん。だから〈灰色の魔女〉に二代目はいないよ。

　問題は、そう。『今はまだ』って部分。レストはどうにかしてシンデレラの封印を解こうと考えてる。それで、その方法が極ごく彩さい省しようにあると睨にらんだ。先代〈紫色の魔女〉は魔女の中でも随一の魔法知識を持っていたから、私たち二代目が知らないような情報が極彩省に渡ってるんじゃないかって。レストがラジアータを狙うのは、それが理由だと思う。

　シンデレラの封印を解いた後は……たぶんそれを活用して、他の『御剣』を集める気だと思う。シンデレラが使えるようになれば、他の魔女との戦いがグッと有利になるから、『御剣』も奪いやすくなる。そして最終的には、世界侵色をもう一度起こして世界を緑色一色にする。って、以前私にそう宣言してた。なんでそうしたいのかは、言わなかったけど。

　今日まで何回かやりあってきたけど……レストの色に対する思想って、イマイチよくわからないんだよね。あ、〈灰色の魔女〉は単純だよ。本人が言ってたんだけど、〈灰色の魔女〉が世界を灰色にしたのは、究極の自己満足。世界が灰色であるなら他は何もいらない。だから自分の命すら捨てた……ちょっと違うか。灰色の世界が簡単に戻らないようにするために、自分の命を使って『御剣レガト』を封印した、かな。じゃないと、他の魔女の手に『御剣』が渡った時点で灰色消えちゃうし。うん、奪色されて。

　そうだね。そう思う。なんで私がそんなに事細かく知っているのかって言えば、『御剣』を継承したときに先代〈赤色の魔女〉の記憶もちょこっとだけ引き継がれたから。これはたぶんレストも一緒。でも、私に限って言えばそれだけじゃないの。

　実は……先代〈赤色の魔女〉って、私の育ての親なんだ。あ、違う違う。魔女として魔法を教わってたとかじゃなくて、普通に人間の子供として育てられてたの。私、肉親のいない……その、捨て子だったから。拾われたの。

　で、先代〈赤色の魔女〉が〈灰色の魔女〉に襲撃されて、『御剣』を奪われて、それで全部揃そろったらしい六本の『御剣』を使って世界侵しん色しよくが行われて、〈灰色の魔女〉は自害して……諸もろ々もろ、目の前で起こったから。一部始終をこの目で見てたんだ。そのときの私は、何もできなかったけどね。

　世界侵色が完了した後、灰色以外の五本の『御剣』は世界中に散らばっていった。それぞれ、魔女の二代目を継ぐに相応ふさわしい人物のもとに。選定方法がなんだったのかはわからないけど、赤色の『御剣』は私のところに来てくれた。かくして、グレンカ・ビスカーレットは二代目〈赤色の魔女〉になったのでした。めでたしめでたし。

　と、いうわけです！　長くなっちゃったけど、これが魔女戦争の真実。これって、魔女に対する認識が一変する話だから。あの場で出会ったばかりのアイズに話すのは、躊躇ためらっちゃった。でも、今はむしろ知ってほしいと思った。

　ねえ、率直な意見を聞かせて。魔女戦争の真実を知って、アイズはどう思った──？」







　一通り話し終えたグレンカが、俺の返事を待つために沈黙する。

「どう思った、か……あえて言葉にするなら『腑ふに落ちた』かな」

　俺はいたって冷静に、合間に水を飲む余裕を見せながら言った。

　対面のグレンカは、ぽかんと口を開けている。

「どうした？」

「なんか……反応薄い。もっとこう、絶望とか憤慨とかないの？」

「まあ、事実として突きつけられたのはそれなりにショックだったさ。だけど、実は〈灰色の魔女〉が黒幕だったっていうのは、ラジアータでもわりと囁ささやかれていた説なんだよ」

「えっ、そうなの？」

「ああ。〈灰色の魔女〉が救世主っていうのは、本人が自分で言っているだけだからな。消滅しかけた世界を灰色に染めて救ったのは事実だから、疑う人間は少数派だが。それにしたって、世界が消滅しかけた元凶である他の魔女は、〈灰色の魔女〉の話と大昔の伝説の中にしか登場していない。全部作り話と言われても、否定できるだけのものはないんだ」

「ひょっとして、アイズも前々からそういう風ふうに思ってた？」

「いいや。俺は本人の言うとおり〈灰色の魔女〉は人類の味方だと思い込んでいた。世界を灰色にしたからといって、〈灰色の魔女〉はその世界を統治したりしているわけじゃない。俺たちに嘘うそをつく意味もないんじゃないかって考えていたんだが……はは、そうか」

　思わず、笑ってしまう。

　長年抱き続けてきた疑問に、なんともくだらない答えが提示されたものだ。

「世界を灰色にする。それ自体が目的だったなんてな。人類に魔女戦争の作り話を語ったのも、自分の死を少しでも美化するためってことか。ハッ、どうしようもない」

　本来なら、〈灰色の魔女〉は物語における最後の敵。討つべき巨悪なのだろう。

　だがこの場合、〈灰色の魔女〉は物語が始まった時点で悪事を完遂させている。しかもとっくに死亡済みときた。元凶を倒してハッピーエンドにすることもできなければ、仇かたき討うちすら不可能。つまるところ〈灰色の魔女〉の自害とは、最悪の勝ち逃げ行為なのである。

「〈灰色の魔女〉が元凶だろうとなんだろうと、死んでいる奴やつに構ったって仕方がないさ。だけどそうだな……灰色一色の世界を元に戻すって行いは、勝ち逃げした奴に対する最大限の意趣返しになるか。なあ、そう思わないかグレンカ？」

「アイズ……冷静そうでいて、内心では腸はらわた煮えくり返ってるでしょ？」

「否定はしない。それはそれとして、さっきの話の中で気になる部分があった」

「気になる部分？　どれ？」

「世界侵しん色しよくって魔法についてだ。六本の『御剣レガト』を使って、世界全体に奪色と侵色をかける……これをもう一度発動させれば、世界の色を元通りにできるって認識でいいのか？」

　グレンカは大きく、三回ほど連続して頷うなずいた。

「でも、説明したとおりシンデレラ──〈灰色の魔女〉の『御剣』は、封印状態にある。このまま六色分の『御剣』を集め終えたとしても、世界侵色は実行できない」

「だから俺たち討とう伐ばつ局きよくに……その後ろ盾を担う極ごく彩さい省しように、協力してほしいと」

　極彩省は当然、世界侵色のことを知っているのだろう。だからこそ、討伐局に『御剣』の回収を命じた。秘匿とされていた世界を元に戻す具体的方法が、ついに判明したのだ。

「極彩省には『御剣』の回収の他に、シンデレラの封印を解くための知恵を借りたい。というわけで……アイズ・グレイアッシュ殿！」

　急にかしこまった呼び方をしたと思ったら、グレンカはテーブル越しに身を乗り出し手を差し伸べてきた。

「あらためて、私と一緒に戦ってください。世界に『真実の色』を戻すために。あと、できればその……〈御剣者レガトウス〉として」

　あのときレストに邪魔された握手を、ここでやりなおしたいということらしい。

　俺としては、グレンカの手を取ることに迷いはない。〈御剣者〉になったことで後戻りができなくなったし、魔女戦争の真実を知ったことで不透明だった未来も切り開けるような予感がしてきた。

　俺はグレンカの求めに応じようとして──ふと、あることに気づいた。

「あの、アイズ。そろそろ手を握ってくれないと、不安になるんだけど」

「……そういえば、誤解は解けたが本当のところはまだ話してないよな」

「えっ？　なんの話？」

「おまえの戦う理由だよ。そもそもなんで世界に『真実の色』を取り戻したいんだ？」

　魔女が世界から色を奪ったのが誤解なのはわかった。だからといって、グレンカが世界を元に戻すために戦うのは自然とは言えない。そこには戦うための理由が発生する。

「なんでって……なんで、か」

　俺の問いに、グレンカは想像以上に悩む仕草を見せた。

「ううん……なんか上う手まい言葉が出てこないや。ええと、二代目魔女としての使命感？　しいて言うなら『そのほうがいいと思うから』……かな？」

「かなって、随分と曖昧だな」

「だ、だよね！　えと、えと……たぶん一番は、ヒエイさんの愛した世界を取り戻したいから、だと思う」

「ヒエイさん？」

　聞いたことのない名前だった。すぐさまグレンカが補足する。

「あ、ヒエイさん──ヒエイ・エスカラーチェは、先代の〈赤色の魔女〉だよ」

「グレンカの育ての親だったっていう……」

「うん。豪快で、派手好きで、声が大きくて……とっても、いい人だった」

　天井に目をやりながら、グレンカは過去の恩人を思い出す。

　その様子だけで、グレンカのそのヒエイさんに対する思い、親愛が読み取れた。

「魔女の中には結構、自分の色以外はどうでもいい、美しくないなんて価値観の人もいたらしいんだ。〈灰色の魔女〉なんてその筆頭だけど。でもヒエイさんは、全部の色を平等に見ていた。いろいろな色があるから私たちは存在していられるんだって、よく語ってた」

「──っ」

　それは。

　その価値観は、誰かを想起せざるを得なかった。

　俺がその誰かを思い出していることなど知らず、グレンカは続ける。

「ヒエイさんの言うことはときどきよくわからなかったけど、要するに全部の色が好きってことなんだと思う。私も、レストが侵しん色しよくする緑色は綺き麗れいだと思うし、この灰色の世界も、雰囲気があっていいなって思う。ずっと変わらないのは困りものだけどね」

「つまり、先代の意志を継いで……ってことか？」

「うん。ヒエイさんは、〈灰色の魔女〉に襲われたときも真っ向から対立してた。世界の色が歪ゆがめられるのもそうだけど……世界侵色を発動させれば、少なからず誰かが消えてしまうのはわかってたから。自己満足のための虐殺が許せなかったんだと思う」

「……いい人だったんだな」

「うん……」

　グレンカは小さくこぼした後、俯うつむいてしまう。

　軽く語ってはいるが、グレンカにとって育ての親の死はよほど大きかったのだろう。その後の自分の人生を、戦いの道に歩ませるほどに。

　俺はそんなグレンカの姿を見て──似ている、と思った。

　境遇が、俺自身に。

　かつてディアが存在した、色のある世界を取り戻したいと願う──己自身に。

「あ、あとはこれ！　トマト！」

　互いに黙り込み、妙な間ができてしまったことを気にしてか、グレンカが声を張り上げる。その手には、テーブル上のカゴから取った灰色のトマトが握られている。

「私ね、トマトが好きなんだ。特に、よく熟した真まっ赤かなトマトが好き」

「グレンカなら、侵色で赤色にすることもできるだろ」

「それはそうなんだけど……ほら、見て」

　そう言った後、トマトが赤色に変わる。鮮やかな赤ではあったが、色が均一で、どこか偽物っぽさがある。ヘタだって灰色のままだし、瑞みず々みずしさも感じられない。

「私は赤色にすることしかできない。でも赤色だけがトマトじゃない。青みとかも再現できないし、本当の色じゃないと思うとおいしさも半減っていうか。やっぱり、そういうの嫌だなって思うから」

「……そうだな。俺もそう思う」

「でしょ!?　そう思うよね！」

　赤いトマトが食べたいから、世界を元通りにするために戦う。

　大層な大義名分なんていらない。俺たちが欲しいのは色なんだ。戦う理由なんて、本来はその程度のもので十分なはずだ。

　──世界は何色であるべきか？

　レストが何を思ってあんな問いかけをしたのかは知らないが、深く考えるまでもなく、答えは決まっている。

　元通りの色だ。

　誰かの思惑で一色に染められた世界など、絶対に認めたくない。

　想おもいが同じと知り、グレンカとの共闘に躊躇ためらいはなくなった。あくまでも俺自身は、だが。なんにせよ、食事を済ませたら早急に第三都市へ戻るべきだろう。

「あ、そういえば」

「なに？」

「俺の服、替えてくれたのグレンカだよな？　街に戻るんなら着替えたいんだが」

「にえっ!?」

　……贄にえ？

　急に物騒な単語が飛び出したと思ったら、発言者の顔が見る見る内に赤くなっていく。

　その反応を観察して数秒、俺は赤面の理由に思い当たった。どうやらグレンカは、動揺したり羞恥を感じたりすると変な声が出るようだ。蝿はえとか、冷ひやとか、贄とか。

「あ、あの、その、あ！」

「あ？」

「あんまり！　あんまり見てないから！」

「いや……見えるだろう。身体は治っても、服はずたぼろの血まみれだったんだし。下だって──」

「それでも見てないからっ！　恥ずかしいからそっちには言及しないでっ！」

　両目を固く閉じ、両腕をぶんぶん振るグレンカ。

　こいつ……すごい、初う心ぶだな。

　魔女という肩書きから想像する妖艶さは、欠片かけらもない。

　が、それも今さらか。俺もだんだん、グレンカ・ビスカーレットという魔女を──いや、一人の少女を理解できてきたような気がする。

　こんな女の子らしい女の子だからこそ、俺は共に戦えるのかもしれない。

「あらためて。これからもよろしく頼む」

　俺から差し出した手をグレンカが握り、そこでようやくの握手が叶かなった。






　　Chapter4　第四章　侵攻推理









『魔女と戦っただと!?』

　受話器から怒鳴り声に近い反応が返ってくる。普段、というか常時気けだるげなウェゴリー・オウロ支部長でも、さすがに大声を出さざるを得ない内容だったようだ。

　ラジアータ第三都市。郊外からはやや離れた位置にある公衆電話から、俺は第三支部にいるオウロさんに電話をかけた。あの樹海で何が起こったのか。そして何より、目撃証言のあった緑色の正体について。まずはこれを語らなければならない。

「順を追って説明する。そっちから何か言うのは、俺が話し終わってからにしてくれ」

　オウロさんは俺の報告に黙って耳を傾けた。電話越しのためどんな表情をしていたかはわからないが、吐息から真剣な空気が伝わってくる。

　俺は〈緑色の魔女〉レスト・ヴェルディグリと遭遇し、交戦したこと。他の仲間が全滅したこと。唯一の生き残りであるルイ・スタックがレストに操られていること。レストがラジアータを潰すと宣言したことを報告した。

　グレンカや〈御剣者レガトウス〉については……この場では報告しない。

「ガウェインたちの遺体は樹海の奥の館に置いてある。早めに回収してもらいたいが、それよりも今は街の安全が第一だ。レストがどんなやり方でこの街に侵攻してくるかはわからない。オウロさんには、討とう伐ばつ局きよく全体をいつでも動かせるようにしておいてほしいんだ」

『待て待て待て。勝手に話を進めるな』

「信じられないのはわかる。証拠になるようなものもない。だけど俺を信じてくれ」

『そうじゃない。信じているからこその「待て」だ。こんな物騒な話、誰が嘘うそだと思う。私が言いたいのはだな……なぜこんな重要な話を、電話でするのかということだ』

　鋭い指摘に、俺は言葉を詰まらせた。

『アイズ。おまえは今どんな状態だ？　魔女と交戦して無傷とも思えん。街に戻っているならなぜ顔を見せない。何か、そうできない理由があるんじゃないか？』

「……らしくないぜオウロさん。気配りができる有能上司みたいだ」

『伊だ達てや酔狂で支部長をやっているわけではない』

「そうだな。嫌々やってるんだったな」

『ああそうだ。だが、嫌々でも果たさなければならない仕事というものがある。その仕事のためには、より正確な情報を持つおまえが必要だ。命令だアイズ、今すぐ戻れ』

「悪い。その命令は聞けない」

　拒否の言葉を最後に、俺は電話を切った。

　問題児らしい、いつもの命令無視……だが、今回ばかりは心苦しいものがある。

　オウロさんに心配をかけたくはないが、今姿を見せるわけにはいかないんだ。

　少なくとも、街の脅威を取り除き事態が落ち着くまでは──レストを倒すまでは。

「……戻るか」

　ため息をこぼし、俺は公衆電話から離れた。

　人通りの多いメインストリートを避け、脇道に入る。路地裏は灰色の効果もあり薄暗かったが、昼なので照明灯はついていない。人ひと気けもなかったが、今は好都合だ。

　少し進んだ先、路地裏の隅に、怪しげな人物が一人立っている。

　壁を背に腕を組むその人物は、全身を灰色のローブですっぽり覆っている。あれでは中にどんな服を着ているのかもわからない。頭もフードを目深に被っているため、至近距離から覗のぞきこまなければ男女の区別もつかないだろう。

「グレンカ」

　俺はその人物の名前を呼ぶ。

　そう。この全身灰色ずくめの少女は、グレンカ・ビスカーレットだ。

　呼ばれたグレンカは僅わずかに顔を上げ、フードの中を覗かせる。そこにはふてくされたような表情があった。膨らんだ頬ほおがなんとも子供っぽい。

「いい加減に機嫌直せよ」

「だって、アイズに嘘うそつかれたんだもん」

「別に嘘はついてないだろ。段取りの問題だ」

　俺がオウロさんに電話している間、グレンカにはここで待機してもらっていた。

　なんで待機場所に路地裏を選んだかというと、グレンカの現在の格好が関係している。

　俺はその理由をもう一度説明してわからせようとしたが──

　じーっ。

　突如、グレンカのルビーアイに睨にらまれた。

「なんだよ」

「アイズって、サングラス似合うよね」

「なんだそれ」

「別に。一人の女の子としての称賛です」

　そんなことを言った後、今度はそっぽを向いてしまう。

　……なんだってんだ。

「俺だって、好きでこんなものつけているわけじゃない。おまえのローブと一緒だ」

　言って、俺は街に入ってからずっとかけていたサングラスを外す。

　サングラスもローブも人目を避けるための小道具だ。どちらも樹海の館で調達した。俺たちには、これらを身につけなければいけない理由がある。

「わかってるよ……私たちの姿は目立ちすぎるから、でしょ。嫌になるほどわかってる」

　と口では言うが、グレンカの様子からは不満が滲にじみ出ていた。

　俺たちの外見……赤色の瞳と、『真実の色』を宿した身体。これらが人目につけば、一発で大騒ぎになる。今の俺たちにとって、それは好ましくない。

　俺もレストとの戦闘で制服をボロボロにしてしまったため、今は殉職した同僚の制服を拝借して着ている。湾わん刀とうも借り受けた。隠すのは目元だけでいいし、討とう伐ばつ局きよくの制服はこの街を歩く上で何かと都合がいいからな。

　まあ、グレンカの不満は格好だけの問題ではないようだが。

「……もう一度言うぞ。討伐局の中には、色を奪った魔女に対して強い憎しみを持った連中もいる。世界が消滅しかけたこともそうだし、それで大切な人を失った奴やつも少なくないからな。おまえが魔女だとバレたら、問答無用で殺しにかかってくるかもしれない」

「だから……討伐局とは協力できない？」

「今は、な。相手の理解を得るには時間がかかる。だが完全な信頼関係を結ぶその前に、レストは行動を起こすだろう。わざわざ俺たちに侵攻を予告したのは、焦あせりを誘い、不完全な状態で討伐局とグレンカを共闘させるのが狙い……って風ふうにも考えられる」

「連携が取れてない味方は……かえって危険？」

「ああ。最悪、どさくさ紛れにグレンカまで始末される可能性がある」

「誤解なのに……」

　グレンカはしょんぼりと肩を落とす。

　気持ちはわからないでもないが、俺の懸念は決して考えすぎとは言えない。仲間の中には雑談のような軽さで魔女への恨み言を吐く奴がいるし、「世界が灰色で不便なのも、元はといえば有彩色の魔女が侵略を仕掛けたからだ！」となんでもかんでも魔女のせいにする輩だっていた。これは討伐局のみならず、一般の市民にも言えることだ。

　ゆえに、グレンカの存在を明かすのはまだ早い。混乱や衝突は避けられず、それらを解決しながらレストの侵攻に対処するのは極めて困難だ。

　よって、俺たちは苦渋の選択をした。討伐局にはレストの存在と街に危機が迫っていることのみを伝え、もしものときに備えてもらう。そして、レストは俺とグレンカの二人だけで倒す。討伐局に俺たちの存在を明かすのは、脅威が去るそのときまで先延ばしだ。

「ま、それならそれでしょうがないよね」

　説得の甲か斐いもあり、グレンカはようやく納得してくれたようだった。

「さてさて、それじゃ早速、情報収集といきますか。レストが街に入っているとしたら誰か目撃してるかもしれないし、地道に聞き込みでも──」

「待った」

　俺は足早に歩き出したグレンカの腕を掴つかんで止める。

　進もうとした先は、人の行き交う表通りだ。

「まさかとは思うが、グレンカ……おまえ、往来を歩きたいなんて思ってないよな？」

「駄目なの？」

「駄目なのって、おまえ……」

　わかってないフリをしているな、こいつ。

　俺が無言の視線を送り続けると、グレンカは耐えられなくなったのか、

「だ、だって！　私、長いこと旅して来たけど、こんなに活気のある街って初めて来たんだもん！　いろいろと回ってみたくなるでしょ？　興味津々になるでしょ!?」

　隠し事を見破られた子供のように、そう主張する。

「そりゃ、ラジアータほど活気のある街は珍しいだろうさ。極ごく彩さい省しようの助けがあったから世界が灰色になっても早い段階で復興できたし、人々だって生きる気力を失っていない」

「うん。それってすごいことだと思う。だから、ね？」

「面倒事が全部片付いてからな」

「アイズの鬼畜！」

　酷ひどい言われようだ。

「まったく……にしてもおまえ、ここに来る前はどうしてたんだ？　まさか人前で堂々とその色付きの身体を晒さらしていたわけじゃないよな」

「……気をつけては、いた。でも、やっぱり見つかっちゃうことはあったよ。初見で魔女ってバレることは少なかったけど、なんで灰色じゃないんだって詰め寄られたり。一から説明するのも時間かかるし、説明しても嘘うそだって言われるしで、そういうときはだいたい逃げてきた」

　グレンカにとって、それは思い出したくない過去なのだろう。当然だ。『真実の色』を宿す少女を目にした際の反応など、ラジアータの中でも外でもそう変わるものではない。そしてその反応の多くは畏怖であり、迫害や蔑視、恐怖などに繋つながる。

　俺が注意するまでもなく、グレンカは教訓として人前に出る危険性を知っていたわけだ。

　にもかかわらず往来を歩きたいというのは……人恋しいから、なのかもしれない。

　人前に出られないということは、人とコミュニケーションを取る機会もないということ。グレンカが俺と初めて話したときやたらはしゃいでいたのは、久しぶりに他者と交流できて嬉うれしかったからだろう。

「……じゃあ、一つ約束だ」

　理解はすれども未練を残すグレンカに、俺は言う。

「レストを倒したら、俺がこの街を案内してやる。討とう伐ばつ局きよくの連中と、街の知り合いと、あとコーヒーの美う味まい喫茶店とか安い飯屋とか紹介してやる。だから今は我慢してくれ」

「……本当に？」

「ああ」

「……あそこ、上ってみたい」

　言ってグレンカは、脇道から見える高い建物を指した。

　街一番の高さを誇るそれは、第三都市のシンボルでもある時計塔だった。

「この街がどんな風ふうなのか、あそこから見渡してみたい」

「わかった。それも約束だ。必ず連れていってやる」

「……うん。なら、いいかな。ううん。むしろ、そっちのほうがいいや」

　フードの奥に、グレンカのはにかんだ口元が見えた。

　気を取り直し、俺はその辺りに積んであった木箱の上に腰を下ろす。グレンカも俺に倣ならい、二人で隣り合う形になった。

「でも、それじゃこれからどうするの？　これだけ人の多い街なら、隠れて動くにも限界があるよ？」

「それは俺たちだけじゃなく、レストも同じだ。だからこそ見えてくるものもある」

「どういうこと？」

「一度、手持ちの情報を整理してみよう。ほら」

　俺は制服のポケットから指の大きさほどの菓子を二つほど取り出し、一つをグレンカに渡す。包みを剥はがすと、棒付きの球体が姿を見せた。

「なにこれ？」

「キャンディ。イチゴ味」

「……どうしてキャンディ？」

「適度な糖分は頭の回転を良くする。俺が何かを考えるときの必需品だ」

「いつも携帯してるの？」

「なんなら別の味もあるぞ？」

「……イチゴ味、好き」

　グレンカはキャンディを口に入れた。わざわざその色を赤色に侵しん色しよくしてから。

　俺は色には構わず、そのまま口に入れた。口内に心地良い甘みが満ちていく。元は自分の制服に入れておいたものを回収したのだが、血がついたりしなくてよかった。

　糖分を摂取したところで、考察の時間だ。

「まず考えるべきは、レストがどうやってラジアータを潰す気かって部分だ」

「それなんだけど、レストの狙いは極ごく彩さい省しようの情報で、敵視しているのは討とう伐ばつ局きよくなんだよね。なら、第三都市じゃなくて中央都市に侵攻しそうなものだけど」

「手始めに、って意味もあるんだろうな。中央都市は極彩省の本部が置かれている分、ラジアータでも一番防備が整っている。討伐局の戦力も、もしかしたら対色霊モルスだけでなく対魔女戦を想定しているかもしれない」

「まずは街の外側から崩していくつもりなんだね」

「まあ単純に潰すって言っても、どういう形かはわからないがな。討とう伐ばつ局きよくに所属する人間を一人一人殺していくのか、文字通り街そのものを壊滅させるつもりなのか」

「わざわざ何かを準備していたみたいだし、やるとしたらきっと大掛かりなことだと思う」

「となると、やっぱ街の壊滅か。グレンカの立場だったら、どうやって侵攻する？」

「私だったら……やっぱり、炎かな」

「理由は？」

「魔女の最大の武器は、なんといっても三種の魔法だから。私の場合、赤色のものを操そう色しよくするのが戦闘の手段なの。で、最も手軽に扱える赤色のものっていうと」

「炎ってわけか」

　炎ならマッチ一本、ライター一つで起こすことができる。元は小さな火種でも、操色の魔法をかければあっという間に大火災だ。街の壊滅が目的ならこれ以上に有効な手はない。

「でも、レストの場合はそうはいかないよね。緑色で武器になるものっていうと、森で操ってた茨いばらみたいなのが考えられるけど、これは炎ほど万能じゃない」

「ああ。第三都市には街路樹なんかも結構あるが、『真実の色』が緑色のものはそんなにない。要はレストが武器として使えるようなものが少ないんだ。樹海のときみたいな戦い方はできないだろう」












「じゃあ、いったいどうやって……」

「なければ作ればいいのさ」

　グレンカが小首を傾かしげる。俺は続けて説明した。

「『真実の色』が自分の司つかさどる色と同色でない限り、侵しん色しよくはできない。だから操そう色しよくして武器にすることもできない。だけど、ある工夫をすれば侵色は有効になる」

「それって……『真実の色』を緑色に変化させるってこと？　私が泉の水に炎の光を反射させて、緑色を赤色に侵色しなおしたみたいに。あ、もしかして水攻めとか!?　街の下水を使って──」

「あれは、泉の水が透き通るほど綺き麗れいだったからできた芸当だ。初めから濁っている街の水じゃ、思うように侵色できないはずだ。それに、樹海ではグレンカに侵色をやり返されているしな。まさか同じ轍てつを踏みはしないだろう」

「それもそっか。じゃあ、アイズの言う工夫って？」

「本人がその色に染まりたいと願えば、侵色は可能になる──だったよな？」

　俺の発言にグレンカは驚きの表情を浮かべ、舌で転がしていたキャンディを手に取る。

「もしかして、レストの使おうとしてる武器って……人間!?」

「俺はそう考えてる。根拠も、あの館の中で見つけた」

「え、なにそれ」

「おまえが着ているそのローブだよ」

　俺も口からキャンディを取り出し、その先端でグレンカの灰色の着衣を指した。

「あの館には、それと同じものが複数あった。レスト一人が潜入に使うには多すぎる数が。あれはたぶん、レストの他にも身を隠して街に潜入する予定の人間がいたってことだ」

「レストは侵色した人間にそれを着せて、街に潜り込ませてる……？」

「そして時が来たら、一斉に暴動を起こさせる。ルイの例から考えるに、操色を受ければ一般人でも一級の兵に仕上がるみたいだしな。操色する魔力が足りなくなったら、奪色して色霊モルスにするって手もある。街を相手にすると考えれば、レスト本人が戦うより効率的だ」

「緑色の、兵隊……」

　レストは俺たち討とう伐ばつ局きよくのことを、灰はい被かぶりの兵隊と称した。俺たちは〈灰色の魔女〉に操色されているわけではないが、レストはグレンカが表現したとおり、侵色した人間を兵として扱うつもりだろう。自我のない、使い捨て上等の兵として。

「で、でも！　それってかなり難しくない？　だいたい本人が願えばって、そんなに数が作れるとは思えないんだけど」

「こんな世界だ。灰色以外の色に憧れる人間なんてごまんといる。ルイみたいに、レストの緑色に魅了される奴やつも一定数はいるだろうよ。実を言うと、心当たりもある」

「心当たりって？」

「数週間前から、第三都市内で行方不明者が続出しているんだ。いなくなった市民は子供から大人まで幅広く、各おの々おのに繋つながりらしい繋がりもないんで、捜索は難航していた」

「ひょっとして、レストに拐かどわかされた……？」

「というよりは、操そう色しよくされてどこかに誘導されたって感じだろうな」

　そして、時が来れば兵として動かす。現在はまさにその直前と言えるだろう。

　重苦しい間が数秒続き、やがてグレンカから口を開く。

「……行方不明者って、何人くらいなの？」

「二十人くらいだ。だがレストが街の外からやって来たと考えると」

「第三都市以外の人間……もっと多くの人が、レストの支配下に置かれているかもしれない。知らない間に、緑色の大軍団を築き上げてるかもしれない……」

　想像する──それは、ゾッとする光景だった。

　単純な戦闘力を抜きに考えても、相手が人間では戦う側も躊ちゆう躇ちよしてしまうだろう。討とう伐ばつ局きよくの専門は色霊モルス退治であって、人殺しではないのだ。だが、向かってくるのは言葉の通じない殺さつ戮りく兵。犯罪者を鎮圧するのとはワケが違う。

　実行された場合、敗北は目に見えていた。

「とはいえ、それだとおかしな点もある」

「おかしな点？」

「もしグレンカの言うような大軍団が出来ているとしたら、それをどこに潜ませておくのかが問題だ。全身ローブ姿の怪しい人間も一人なら目立たないかもしれないが、あまり多すぎるとさすがに人目につく」

「あっ……そっか。それもそうだよね。これだけ活気のある街だもん。どこかに隠れ家とか用意していたとしても、外を移動するだけで誰かに目撃されちゃう」

「隠れ家か……」

　第三都市はそれなりに広い。空き家や使われていない倉庫などもないわけではないが、隠れ家として適しているかどうかと問われると微妙だ。移動にはこういった路地裏を使うとしても限界があるだろうし──

　と、俺は周囲を見渡す内、あるものに意識を奪われた。

　頭の中で様々な条件を組み合わせる。

　……可能性はある、かもしれない。

「一つ思い浮かんだ」

「え、どこに潜んでるかわかったの？」

「確証はないが、どれだけ移動しようと誰の目にもつかない隠れ場所がある」

　俺はほとんど棒だけになっていたキャンディで目の前の地面を指す。

　正確には、その地面の上にある円形──すなわち、マンホールを。







　俺とグレンカは街の地下を流れる水路、いわゆる下水道に下りた。

　当たり前だが臭気が酷ひどく、内部は薄暗い。壁に照明灯が付いているのは幸いと言えた。

「うー……地上はあんなに綺き麗れいなのに……」

「下水道なんてどこもこんなもんだ」

　悪臭に鼻を摘つまむグレンカ。俺たちは足もとに注意しながら、先を進む。

　下水道ならば、人目につくことなく街の隅々まで移動することが可能だ。移動だけでなく、地下全体が隠れ家にもなる。もし誰かが点検や捜索にやってきたとしても、その場で始末すれば何も問題はない。操そう色しよくされた人間なら、臭においに文句も言わないだろうしな。

「理には適かなってるけど、レストがここに来るとは思えないかも……主に臭いが理由で」

「それならそれで好都合だ。視界に入れなければ操色も奪色もできないんだろう？　もし緑色の軍団が待機しているようなら、鬼の居ぬ間に無力化してしまえばいい」

「楽観はしちゃ駄目だよ。操色は、あらかじめ簡単な命令を与えておくこともできるから。そばにレストがいなくても『近くに誰か来たら撃退しろ』なんて命じられてるかも──」

　注意喚起の途中、グレンカの足もとを何かが高速で走り抜けた。

「ひぃ！」

　ブーツを掠かすめ、あっという間に俺たちの背後に回る。俺もグレンカも一瞬身構えたが、すぐにそんな必要はないと気づいた。

　なんてことはない。正体は下水道なら当たり前にいる……ネズミだ。

「こう視界が悪くちゃ、足もとを通られても気づかないな……グレンカ？」

　ネズミが過ぎ去った後も、なぜかグレンカは動かなかった。

　フードは人目もないため取り払っている。ゆえに丸見えの容貌は、唇をぎゅっと閉じ、目はぱっちり見開いた状態で、目の前の俺を凝視。なんというか、固まっていた。

　これは、ひょっとして、いや、まさか。

「……苦手なのか、ネズミ」

「得意な女の子はっ、いないとっ、思いますっ」

「それはそうかもしれないが……色霊モルスとかに比べれば脅威でもなんでもないだろ」

「そういう問題じゃないの！　苦手とか怖いとかじゃなくて、単純に気持ち悪いの！　不衛生なのは肌がゾクゾクするの！　生理的嫌悪感を感じるの！」

　グレンカは俺に詰め寄り、涙目になってそう訴えてきた。

　状況が状況だし、ネズミに対する嫌悪感くらい我慢して然しかるべきじゃないのか、とも思うのだが……精一杯、最大限に我慢してこれ、と判断するべきだろうか。だんだん俺が悪い気がしてきた。

　俺は敵だけでなく、ネズミの接近にも細心の注意を払いながら先頭を歩く。グレンカは俺の服の裾を摘つまみながら、おどおどと後ろについてきた。

「う、ううう……ア、アイズ。なんか気の紛れる話、して」

「俺が気の利いたトークのできる男に見えるか？」

「み、見えるよ。私、アイズと話すの楽しいもん」

「それはおまえが、人と話すのが好きってだけだろ」

「そんなことないってぇ……」

「ったく。そうだな……じゃあ、あれだ。ラジアータ内で長く議論されている仮説の証明につきあってくれ」

「仮説……？　なんだろ、興味ある」

　グレンカの声が少しだけ弾んだ。いい機会だし、ここは前々から気になっていたとある謎を話題にしよう。まったく無関係の雑談で緊張感が欠けても困るしな。

「テーマは、世界が灰色になった仕組みについてだ。〈灰色の魔女〉は世界侵しん色しよく──世間一般では、正体不明の魔法だな。これを使って世界全体を灰色にしたが、それはいったいどういう魔法で、なぜ灰色になるのか。ラジアータに住む人間は魔法を知らないなりに考察を重ね、やがて有力とされる三つの仮説が立てられた」

「どんなの？」

「一つ目は、『太陽』に魔法をかけ、そこから照射される光すべてを灰色に変えてしまったという説。二つ目は、『物体』に魔法をかけ、光を反射したり吸収したりする際に灰色へ変えているという説。三つ目は、人間の『目』、もしくは『脳』に魔法をかけ、何もかも灰色に見えるよう認識を狂わせているという説だ」

「太陽に、物体に、目、それに脳か……ふむふむ。いい線ついてるね」

「だがこれらの仮説は三つとも穴がある。一つ目の説だと電球などの人工的に作り出した光が例外になるし、二つ目や三つ目だと魔女戦争後に生まれた人や物は対象外にならなきゃおかしい。だけどそうじゃないから、どれも反証可能ってわけだ」

「へえ～。魔女も魔法も知らない人たちが、そこまで深く考えるんだ。これもラジアータならではの生きる力なのかな。っていうか、極ごく彩さい省しようも詳しく教えてあげればいいのに」

「市民に対してどこまで情報を開示するかの線引きが難しいんだろうな。特に〈灰色の魔女〉が元凶だなんて教えたら、どんな混乱が起こるかわかったものじゃない」

　有彩色の魔女に恨みや憎しみを持つ人間がいる一方で、自称救世主である〈灰色の魔女〉を崇拝している人間もいる。その信仰心は宗教団体を生み、ラジアータの他の都市では大々的に活動をしているという話も聞く。

「それで、本当のところはどうなんだ？」

「アイズ自身はどう考えてるの？」

「少なくとも、一つ目と三つ目の説は完全にないと思ってる」

「それはなぜ？」

「おまえやレストの身体が『真実の色』を保っていて、俺はその色を正しく認識できているからだよ。太陽や目に魔法がかかっているなら、魔女だって灰色になるだろう」

「うん。そうだね。三つの中から近い答えを選ぶなら、二つ目の物体かな。でも、それでも完全な正解とは言えない」

「じゃあ完全な正解は？　魔法は何にかかっているんだ？」

「うーんと、ねえ。それは……ねえ。なんとですねえ～」

　俺が本心から気になっていることだと悟り、グレンカはここぞとばかりにもったいぶる。ネズミを怖がっていたのはどこへやら。いつの間にか俺の前を行き、いたずらっ子のような無邪気な表情で、唇を動かす。

「正解は……『大気』だよ！」

「大気？」

「そう。この世界を取り巻く大気すべてに、世界侵しん色しよくの魔法がかかっているのです」

「もうちょっと学術的に頼む」

「学術的に!?　わ、私そんなに難しいこと言える自信ないんだけど」

「冗談だ。グレンカなりの言葉でいいから、詳しく話してみてくれ」

「ちょ、ちょっと待って。頭の中で言うこと整理するから」

　俺に背を向け数秒間、頭を抱えて考え込む。やはり馬鹿正直な……いや、というよりは素直な反応か。正直、見ていておもしろい。

　やがてまとまったのか、グレンカがこちらに振り返る。

「この街に来る前に、世界侵色は世界そのものを対象に奪色と侵色をかける魔法って説明したの、覚えてる？」

「もちろん」

「だけど通常は、魔女の魔法は魔ま眼がんで見たものにしか効果が及ばない。世界全体をいっぺんに見ることなんてできないよね。だから世界侵色の第一段階は、世界全体を魔力の層で覆うの。そしてこの魔力の層を使って、世界全体に魔法の効果を広げる」

「世界を、魔力の層で覆う……じゃあ、何か？　この灰色の世界は、今もその魔力の層とやらで覆われているっていうのか？」

「うん。そのとおり」

　グレンカは頷うなずき、続ける。

「空気中に魔力が混じってるって言えばわかりやすいかな。色っていうのは光が物体に反射して表れるものだけど、その物体に光が届くまでの過程で魔力の混じった空気に触れるから、そこで法則をねじ曲げられるの。どう光が当たろうとも、灰色になるように。だから通常の侵しん色しよくで灰色にするのと世界侵色で灰色にするのとでは、厳密にはメカニズムが違うんだ」

「通常の侵色は、直接物体に……世界侵色は、魔力の層で……そうか、そういうことか」

　世界には大気のように見えない魔力が充満しており、それがどんな色でも灰色に変換してしまう装置の役割を果たしている。世界侵色の後に新たな人や物が生まれようとも、この装置が機能している限りそれは灰色になる。

「私たち魔女の身体や『御剣レガト』には、この大気中の魔力を中和する魔力が宿っている。だから光を正しく反射して、『真実の色』を保てるわけ」

「俺の身体には宿ってないのか？　その中和する魔力ってやつ」

「それは……ごめん。ちょっとわからない。アイズの身体に魔力が流れているのは間違いないんだし、ひょっとしたら魔力の使い方に慣れていないだけで、慣れれば私みたいに『真実の色』になる……かも。実際、目は赤色になってるし」

「かもって……根拠薄いな」

「し、仕方ないでしょ！　灰色の世界で〈御剣者レガトウス〉を作ったらどうなるかなんて、今まで考えたこともなかったし……ア、アイズが私の初めてだったんだから」

　グレンカの言い分はもっともだ。世界が灰色になるという現象は、魔女にとっても初めての出来事。その影響で自分の中の魔法知識に食い違いが出たとしても、すぐに明確な答えを導き出せるとは限らない。それこそ研究や検証が必要だ。

「しかし空気中に魔力となると、海中や地中での色の見え方はどうなってくるんだ？」

「海に土の中かあ……深くまで潜ってみたことはないけど、そこにも魔力は行き渡っているはずだよ。あ、だとすると大気って答えは語弊があるのかな。あ、あれ？」

　説明している側のグレンカが首を傾かしげた。その様子がなんだかおかしくて、俺は薄く笑ってしまう。

「ふと考えてみた。その魔力の層を消すことはできないのか？　そうすれば、世界侵色をもう一度やるまでもなく光の反射は元通りになるんだろ」

「ええと……それはそのとおりだけど、不可能だよ。空気に混じってるって例えたでしょ。アイズ、世界中の空気を消滅させる方法って何か思い浮かぶ？」

「……すまん。馬鹿な質問だったな」

「いえいえ、発想はいいと思いますよ。それにここだけの裏技を伝授するとね、魔女でなくても一時的に『真実の色』を取り戻す方法はあるの」

「なっ……どんな方法だ？」

「空を飛ぶ！」

　グレンカは天高く指を差した。その先には汚れた下水道の天井がある。

「世界侵しん色しよくで作られた魔力の層は、地上から上空だいたい五十キロほどまで！　成層圏と同じくらいだね。だからその上を行けば、魔力の層の影響を受けることなく太陽の光を反射できるよ」

「……魔女って、空も飛べるのか？」

「飛べない。だから現実的には無理」

　そう言って、グレンカは楽しそうに微笑ほほえんだ。釣られて、俺も笑う。

　そりゃそうだ。上空五十キロなんて色を変えたり操ったりしただけで到達できるものじゃない。文明の利器を駆使したとしても無理だろう。

　それがあまりにもおかしくて──いや、違うか。

　俺の場合は単純に、グレンカが笑ったのが嬉うれしくて──か。

「これならもう、ネズミの群れに囲まれても大丈夫そうだな」

「嫌な想像させないでよ!?」

　俺はいつの間にか、グレンカとの会話を『楽しい』と感じるようになっていた。







　しばらく歩いて、俺とグレンカは足を止める。

　理由はやはり、色。直進を心がけ進んでいた下水道の先が、灰色から黒に変わっていた。どういうことかといえば、照明灯がそこで途切れ真っ暗闇なのだ。

「明らかに、何かあるって感じだよね」

「一つ二つ照明が切れているだけなら不自然さはないが、この先の道ずっととなるとな」

「進む？」

「もちろん」

「なら明かりを用意するね」

　グレンカはローブの内側から、一本の蝋ろう燭そくと手に持てるタイプの燭しよく台だいを取り出した。

「用意がいいな。そういえばこの借り物の制服、たしかポケットにライターが──」

「必要ないよ。秘密兵器があるから」

　ポケットを探る俺を制し、グレンカはローブの内側から続けて何かを取り出す。

　出てきたのは、一組の手袋だ。

　色は黒。手の甲の部分に、赤色の素材で刺し繍しゆうが施されている。グレンカの瞳に浮かぶあの紋章と同じ模様だった。というか、今嵌はめているものとまったく同一のものに見える。

「スペアか何かか？」

「デザインを似せただけの別物だよ。魔力で構成したわけじゃなくて、一から作ったの」

　グレンカは手袋を新しく取り出したものに付け替え、片手に蝋燭を立てた燭台を持つ。

「見てて。一瞬だから」

　俺にそう言ってから目を閉じ、

「──黎れい明めいより来たれ。彼誰かはたれ時どきに照らせ。暁が薄明を呼び起こし、闇は去る。瞬火閃せん光こう！」

　詠唱を終え、パチンっ、と指を鳴らした。

　手元で火花が散る。

　火花は一瞬で消え──たかと思ったら、宙空で赤色の炎となって燃えた。その炎はグレンカが持つ蝋ろう燭そくに燃え移り、見事な照明となる。赤色一色の輝きがなんとも幻想的だ。

「……何が起こったんだ？」

「この手袋ね、火薬が仕込んであるの。指先をこすり合わせると、マッチと同じ要領で火花が出る。それも特注品の火薬だから、赤い火花が」

「『真実の色』が赤色の火花……まさかそれを、侵しん色しよくして、操そう色しよくしたのか？」

「ご名答」

　火花なんてものは一瞬で見えなくなる。その一瞬で赤色に侵色し、さらに操色も使って炎へと進化させ、蝋燭に移した。三つの工程を瞬時に、連続でこなしてみせたのだ。

　初心者である俺でも、いや初心者だからこそ、それが至難の業だとわかる。グレンカ自身も得意げだ。誇らしげに胸を張る姿が、彼女のスタイルの良さを知らしめる。

「ふっふっふーん。残念だけど、魔法初心者のアイズにはまだ無理じゃないかな。これは魔女歴六年の私だからこそできる早業なのですよ」

「でも、ライターでいいんじゃないか？」

「えっ」

　俺が指摘すると、心なしか豊満な胸が引っ込んだ気がした。

「な、なんで？」

「なんでって、片手で着火できるのは変わらないし、そっちのほうが楽だろ。あとついでに、前々から疑問に思っていたんだが……」

「な、なに？」

「グレンカが魔法を使うときの、その、前口上みたいなのはなんなんだ？」

「はなっ!?」

　……花？　いや鼻か？　まあ、ただの奇声なんだろうが。

　なぜか動揺しているグレンカに、俺は感じたままの疑問をぶつける。

「最初は魔法を使うのに必要な呪文かと思ったが、レストは別に何も言ってなかったし、俺自身も無言で使えてるし。何か特別な意味でもあるのかと思ってな」

「あると言えば、あるような……」

「あるんなら教えてくれよ。あ、おい」

　俺の質問を拒否するつもりなのか、グレンカは燭しよく台だいを持ったまま足早に歩き出した。

　後を追いながら「なあ」と声をかけ続ける。グレンカは時折「む～」と口をもごもごさせた表情で振り向いてきた。なんなんだ。

「アイズって、結構なんでも知りたがるタイプだよね！」

「情報は大事だからな。あとは単純に、知的好奇心を満たすのが好きっていうのもある。知らないことを知るのが楽しいというか」

「でもね、世の中には知ってしまうと恐ろしいことになるものもあるんだよ……」

「グレンカの呪文も、意味を知ると恐ろしかったりするのか？」

「……ううう」

　問い詰め続けると、グレンカは観念したのか再び足を止めた。

　振り返り、上目遣いに俺を見る。

「教えてもいいけど、笑わない？」

「笑えるような理由か？」

「なんかさっきから時々、アイズにからかわれてる気がするし……」

「気のせいだろ」

「……これはね、特に意味はない。受け売りっていうか……おまじない」

　地上だったら雑音で掻かき消えていただろう。それくらいか細い声だった。

「ヒエイさんが、魔法を使うときこういうのをよく口にしてて。私も『それって言わなきゃいけないの？』って訊きいたことあるんだけど『言わなくてもいいが絶対に言ったほうがいい！』って」

「…………」

「『そのほうが派手で格かつ好こよくて魔法っぽい！』って。そんな……理由です……手袋も」

　最後は自分の耳の良さを褒めるべきだと思った。

「つまり、先代に倣ならっていると」

「じ、実際にこれを言うと魔法の精度が上がるんだよ！　魔女になりたての頃は上う手まく魔法が使えなかったんだけど、ヒエイさんを真ま似ねしたら初めて上手くいったの！　本当なんだから！」

「立派なジンクスじゃないか。恥ずかしがる必要ないだろ」

　グレンカは驚きの顔を見せた後、じっとこちらを睨にらみ据えてくる。

「……本心？」

「俺は格好よくていいと思うぞ。そのヒエイさんの言うとおり、魔法っぽいし」

「でも、レストには馬鹿にされた……」

　ああ。たしかに、レストなら「くだらない」と一蹴しそうな話ではあるな。

　だが、俺はそうは思わない。俺の価値観が、そうは感じさせない。

「おまえ、ヒエイさんのことが好きだったんだろ？」

「そりゃ、私は捨て子だったから。ヒエイさんがいなかったら、生きていけなかったし」

「それだけか？」

「……ううん。恩を抜きに考えても、そうだね……尊敬できる人だった」

「なら恥だなんて思うな。誇りにしろ。ヒエイさんから学んだこと、ヒエイさんに影響されたこと全部、グレンカの誇りだ。それを笑うような奴やつがいたら、俺がぶん殴ってやる」

　そうだ。今のグレンカが──今の俺が在るのは、礎になった人がいるからだ。その人がいなければ、今の俺たちはない。その人を否定することだけは、絶対にしてはならない。

　つくづく、俺とグレンカには共通点が多いのだと思い知らされる。

「……なんか、私とアイズって似たもの同士なのかもね」

　奇遇というべきか、グレンカも同じようなことを思っていたようだ。

「物事の考え方が似てるのかな。アイズの意見や主張って、どれも不思議なくらい共感できる。今のも……すごく、嬉うれしかった。でもね、だからこそ気になることもあるんだ」

「気になること？」

「アイズ、レストの攻撃から私を庇かばったとき言ったよね。世界に『真実の色』を取り戻すまで死ねないって。なのにあのときは、自分から命を捨てるような真ま似ねをした」

「それは、グレンカを助けなくても次に俺が殺されるのは目に見えてたから──」

「だとしても、普通はそんな簡単に割り切れないよ。世界に『真実の色』が戻る可能性と、自分の命。アイズはこの二つを天てん秤びんにかけて、あっさり前者を選択した。目的のためなら死んだっていい……つまり、そういう意味でしょ？」

「だとしたら、なんだ？」

「……心配なの。何がアイズをそうまでさせるのか、私は知らないから」

　そういえば、になるか。俺はまだ、グレンカに戦う理由を語っていない。

　グレンカの戦う理由に先代〈赤色の魔女〉ヒエイ・エスカラーチェの存在が深く関わっているように、俺にもきっかけになった人物が──ディアの存在がある。

　おもしろおかしく喧けん伝でんするようなものでもない。だから今までも、他者に戦う理由を語る際はその根幹にあるものを秘めてきた。

　でも、グレンカになら話してもいいんじゃないか。

　不思議とそう思え、口が動いた──矢先。

　俺の視線が、本来この場に存在し得ないものを捉える。

　暗闇の満ちる通路の少し先、俺は早足でそれに近づいた。

「アイズ？　どうしたの？」

「明かり、こっちに寄せてくれ」

　グレンカを呼び寄せ、蝋ろう燭そくの炎で壁面を照らしてもらう。

　そうしてより鮮明に映し出されたのは、緑色の蔓つる植物だ。

「そんな……なんでこんなところに」

「奥まで続いているな。辿たどってみるぞ」

　俺は息を呑のみ、下水道の通路を先へと進む。

　壁面を伝う蔓つるは、奥へ進むにつれてその量が増えていった。途中、壁に不自然な罅ひびを発見し、そこから蔓が生えているのも確認した。まるで石造りの壁を破壊して生えてきたような。そんなありえない想像が脳裏をよぎる。

　しばらく進むと、道が明るくなった。ここから先は照明が点灯しているようだ。

　グレンカと俺は蝋ろう燭そくの火を消し、慎重な足取りで歩を進める。足音が壁に反響し、下水の流れる音と混ざり合った。

　そして──

「なんだよ、これは……」

　長い通路を抜けた先、開けた場所に出た。

　そこは複数の通路が一点に集約する地点のようで、左右、前方、後方、あらゆる方向から下水が流れてきている。照明灯の数も先ほど通ってきた通路より多い。

　その一画に、緑色をした集団がいた。

　頭髪から足の先に至るまで、肉体と呼べる部位のすべてを緑色に染めており、上から灰色のローブを着ている。それらは直立不動の姿勢で、チェスの駒を連想させるほど規則正しく整列していた。人数は縦に四列、横に六列だから二十四人か。そして、俺たちが近づいても誰も表情一つ変えない。まるで人形のように。












　間違いない。レストの手で緑色に侵しん色しよくされ、操そう色しよくで自我を奪われた街の人間だ。

　それだけなら、まだよかった。

　俺たちの注目を誘ったのは、その集団のさらに奥にある──巨大な植物の根だ。

　色は当然のごとく緑色。ラジアータを行き交う列車と同程度の高さと幅がある。

　これが壁から突き出た形で複数本。下水道の通路にそれぞれ同色の蔓つるを伸ばし、今にも動き出しそうな雰囲気を醸し出している。あたかも街の地下に根を張っているようだった。

「予想は的中したが、予想外のものまで発見しちまった。クソッ、侵攻の準備ってのはこれだったのか」

「レストはいったい、何をするつもりなんだろう？」

「奴やつは、第三都市を地下から崩す気だ」

　俺は緑色の巨大な根に触れ、その樹木のような硬さに畏怖を覚える。もしこれをレストが操色し、俺の腹部を貫いた茨いばらのように暴れさせれば。

　下水道の壁や天井など、瞬く間に破壊されてしまうだろう。緑色に侵色した軍勢で侵攻する──なんて方法より、よっぽどわかりやすい破壊だ。

「俺たちがしていた最悪の予想は、まだまだ希望的観測の範はん疇ちゆうだったってことさ。これだけのものを操色されたら、人間は何もできない。ただ蹂じゆう躙りんされるだけだ」

「そんな！　なら今の内に焼き払って──」

「物騒な真ま似ねはやめておくれよ」

　グレンカが根に向き直った、その瞬間だった。

　二人揃そろって声のしたほうに振り返る。通路の一つから『真実の色』を身体に宿した少女が一人と、緑色一色の姿をした少女が一人、こちらに歩いてくる。

〈緑色の魔女〉レスト・ヴェルディグリと、ルイ・スタックだ。

　二人の様子は樹海で別れたときとなんら変わらない。いや、少し違う。どこか余裕のようなものが──すでに勝利を確信しているかのような余裕が感じられた。

「レスト！　あなた、これどうやって……！」

「見事なものだろう。あの樹海に潜伏して約一ひと月つき。毎日朝の目覚めと共に魔力を注ぎ込んで、ようやくここまで成長させたんだ。その力の程はすぐにお披ひ露ろ目めするよ。地上の灰はい被かぶりたちにもね」

　俺の直感をレストの発言と照合させる。やはりこの根は、あの樹海から伸ばしてきたものだ。操色の力で質量を肥大化させ、地面の下を掘り進み、街の地下まで到達させた。必要とする魔力量は尋常ではないだろう。ゆえにレストは一月もの時間をかけた。

　レストは樹海で何をやっていたのか？

　その答えは──侵攻のための兵器を育てていた、である。

「それにしても遅かったね、〈赤色の魔女〉とその〈御剣者レガトウス〉。まさに行動開始直前というタイミングで現れるとは。狙ったのだとしたら大した演出家だよ」

「おまえのその芝居がかった口調は役者に向いているかもな」

「役者か。言い得て妙かもね。ぼくは〈緑色の魔女〉という役を任じているにすぎない。叶かなうことなら、こんな舞台は早めに終わらせたいものだ。もちろん、最後は世界が緑色一色になるという結末でね」

　世界を緑色一色に。

　最も危惧すべき野望を、レストはあっさりと口に出した。

「本音が出たな。所しよ詮せん、おまえも〈灰色の魔女〉の同類ってわけか」

「訂正しろ、赤あか眼めの灰はい被かぶり。ぼくをあんな、利己的で押し付けがましい、自己満足しかない悪女と一緒にしてもらっては困る」

「何が違う」

「ぼくが世界侵しん色しよくを望むのは、世界平和のためだ」

　突飛に飛び出した、およそ似つかわしくない発言に、俺もグレンカも眉をひそめる。

　レストは嘆息し、俺に視線を合わせた。そして、

「まあいい。君の言動はムカツクが、君という存在そのものは気に入っている。そのために機会を設けたわけだし……どうだろう。君、ぼくの〈御剣者〉にならないか？」

　と。

　突然の、予想外すぎる勧誘に、俺もグレンカも戸惑いを強いられる。

「ああ、そんなことが可能なのか、という疑問があるなら心配はいらないよ。ぼくが『御剣レガト』で君を殺せば、契約は上書きされるから」

「そ、そんなこと心配してるわけじゃない！」

　声を張り上げたのはグレンカだ。俺を守るように一歩前に出る。

「いったいなんなの!?　今まで散々やりあってきたのに、いきなり世界平和とか言い始めて……挙あげ句くにアイズに変なことまでっ！」

「従者が盗とられそうだから焦あせるなんて、可愛かわいいじゃないか〈赤色の魔女〉。君の色は嫌いだが、君という人間は嫌いじゃない。『御剣』さえ差し出せば生かしておいてもいいよ」

「そんなの、信じられるわけ──」

「世界平和の意味を問いたい」

　俺は興奮状態に陥りそうなグレンカを制し、冷静に問いかけた。

　レストは微笑の後、やはりグレンカではなく、俺の目を見て言う。

「その前に宿題の答えを聞きたいな。世界は何色であるべきか……君はどう思う？」

　樹海での戦闘後、レストが残していった言葉。日を置いて考えても、その意味するところはわからなかった。だが俺自身の答えは出ている。

「この色であるべき、なんて決めつけるつもりは俺にはない。しいて言うなら、元通りの色……『真実の色』だ。灰色一色でも緑色一色でもない。様々な色のある世界を俺は望む」

「ならさらに問うが、それが本当に世界の、ひいては人類のためになると思うのかい？」

「……何が言いたい？」

「幼い頃、ぼくは災害でたくさんの大切なものを失った」

　唐突に始まった自分語りに、俺は警戒を続けたまま耳を傾ける。

「五歳の頃、津波で住んでいた街を失った。八歳の頃、落雷による火災で新しい家と家族を失った。十歳の頃、地震による被害で下半身の自由を失った。そして十二歳の頃には、歩けないぼくの面倒を見てくれた恩人が無色透明になって消えた」

　淡々と紡がれるその過去には、強い憎しみが込められていた。

　誰かに向けられた憎しみではなく、世界に向けられた憎しみが。

「魔女戦争の直後、ぼくの前に『御剣レガト』が現れ、ぼくは二代目〈緑色の魔女〉となったが……そのこと自体は幸運だと思っている。理想の世界を実現する力が手に入ったのだからね。魔力のおかげで脚も動くようになったし」

「不幸な自分に同情してもらいたいのか？」

「理解してもらいたいだけだよ。ぼくは世界を、自然を管理する統治者になりたいんだ」

　ついに出てきた『統治者』という言葉に、俺は顔をしかめる。

「もしも世界が緑色一色なら、ぼくは操そう色しよくの力で世界そのものを管理することができる。津波や地震も、起こらないようにコントロールできる。自然災害による理不尽な死なんてものはなくなるんだ」

「世界を自分の色に染めて……その上さらに、神様にでもなるつもりか？　〈灰色の魔女〉なんて目じゃないくらいの傲ごう慢まんだな」

「ぼくに言わせれば、〈灰色の魔女〉こそ神になるべきだったんだよ。世界を染めるだけ染めてあとは何もしないだなんて、責任放棄も甚だしい」

　早い話が──世界征服。

　だが、その根幹にあるものは世界平和を願う心。私腹を肥やしたいなどという欲望は微み塵じんも感じられない。大義を掲げるレストは、自分の行いを悪などとは思っていないようだ。

　と、そこまで言い聞かせてみても……俺の感情は納得などできなかった。

　レストを半眼で睨にらみ、その動向に細心の注意を払う。

「〈御剣者レガトウス〉は反抗的だね。そっちの〈赤色の魔女〉のほうが、ぼくの真意をよく理解できているようだ」

　言われて、俺はグレンカに視線をやった。

　グレンカは俺とは違い、その表情に見るも明らかな迷いの色を纏まとわせていた。

「世界を自分の色に染めて、守る……そんな考え方があったなんて……」

　レストの思想が善か悪か、慎重に精査している様子だった。

　無理もない。今まで敵対してきた相手が、いきなり世界平和を謳うたい始めたのだ。それも自分では思いもよらなかった思想を掲げて。だからこそ、そこに迷いが生じる。

「君は先代〈赤色の魔女〉の意志を継いで戦っているのだったね。だけど今は先代が生きていた頃とは時代が違いすぎる。安易にそれを持ち出すのは愚かと思わないかい？」

「それは……そんなことはっ」

「ぼくたちは力を与えられたんだ。その力は世界のために使うべきだ。一色だけなんて嫌だとか、あの色がないのは寂しいだとか、そんな個人的感情を優先してどうする」

「……っ」

「力を持ちながら大局的な見方ができないのは──罪だよ」

　レストの言葉に、グレンカは大きな衝撃を受けているようだった。

　視線は愕がく然ぜんと宙を泳いだまま、続く反論が出てこない。

　一触即発の舞台で、不自然な沈黙の時間が流れていく。

「何が世界平和だ」

　その沈黙はグレンカには破れない──だから俺が破る。

　発言者の苛いら立だちを誘う、失笑を添えて。

「操そう色しよくの力を使えば、自然災害を未然に防ぐことができる。それは言い換えれば、自然災害を人為的に起こせるってことだ。火災も地震も津波もな」

「……君は本当に失礼だね。災害で大切なものを奪われたぼくが、そんな真ま似ねをするはずがないだろう」

「目的のために命を奪った奴やつの言葉なんて、説得力の欠片かけらもない」

　レストはすでに、俺の仲間を何人も殺している。今だって、第三都市の壊滅を目もく論ろみ暗躍していたのだ。そんな奴をどうして善と判断できよう。

「次は『必要な犠牲』とでも言うつもりか？　そんな言葉が出てくるあたり、おまえのやろうとしていることはただの独裁者と何も変わらないんだよ。結局は〈灰色の魔女〉と同じ。『自然災害の起こらない世界』を作るっていう自己満足に浸りたいだけだ」

「事実として人の死は減る。ぼくの使命を、ただの自己満足だって？」

　歪ゆがんだ表情に宿る感情は、怒り。そして殺意だ。

　俺は臆さず否定を続ける。こんな奴の言う世界平和など、一ミリたりとも理解してはいけない。

「俺が──俺とグレンカが望むのは、元通りの世界だ。多くの色があって、多くの色があるからこその文化や生活がある世界。自然災害の管理なんて、必要ない」

「それが全人類の総意であるかのように語るのはやめろ。君だって自分の主張が一番正しいと思い込んでいるだけじゃないか」

「かもな。だが俺はおまえと違って、理解してもらおうなんて思っちゃいない。相あい容いれない奴やつは正面から叩たたき潰す。そう宣言しているだけだ」

　これは何もレストだけに言っているわけではない。俺の意思を感じ取って欲しいのは、むしろ傍ら──迷いを覚えている仲間のほうだ。

「しっかりしろ、グレンカ。おまえが信じるヒエイさんなら、レストの主張を肯定するか？　話を聞く限り、俺にはとてもそうは思えないぜ」

「……うん。そう、だね。ごめん。私、少しだけ迷っちゃった」

　グレンカは自分の両りよう頬ほおを叩き、気を引き締める。二つのルビーアイには、確固たる信念の色が宿っていた。もう決して迷わないという、揺るぎない信念の色が。

　あらためて敵対の意思を見せる俺たち二人に、レストは深いため息をつく。

「……残念だよ。君は腕が立つようだし知恵もある。ここで〈御剣者レガトウス〉を作っておけば、他の魔女と戦う際に有利に働くと思ったんだが」

「悪いが、たとえ理想が同じだったとしてもおまえの〈御剣者〉になる気はない」

「なんだって？」

「単純な理由だよ。グレンカと違って、おまえとの会話は楽しくない」

　挑発のつもりで発した言葉は、効果てきめんだったらしい。

　レストは一瞬、見るも明らかなほど顔面を強こわ張ばらせ、吐き捨てるように言う。

「もういい。君たちはここで殺す」

　次の瞬間、エメラルドを思わせる双そう眸ぼうが緑色に輝き、紋章を浮かべる。

　魔法発動の合図──変化が表れたのは、俺たちの背後だった。

　先ほどまで直立不動の体勢でいた緑色の集団が、操そう色しよくの力を受け一斉に動き始める。

「グレンカ！」

「アイズ！」

　俺とグレンカは互いに呼び合い、即座に反応。

　緑色の人間は無手だが、魔力を与えられているため怪力だ。無造作に振るわれた腕でも当たれば骨を砕かれる。俺はこれをギリギリのところで避け、反撃として相手の顎を打つ。後続にも同様の反撃で対処した。湾わん刀とうはできることなら抜きたくない。

　襲い来る集団の数は全部で二十四人。その内の半数はグレンカを狙った。中でも一ひと際きわ体格のいい大男が、大ぶりの拳でグレンカに殴りかかる。

　グレンカは身体を僅わずかに横にずらし、拳を避けながら大男の手首を掴つかんだ。そのまま上体をそらし、大男を後ろに引っ張る。相手の攻撃の勢いを利用し、転ばせるような形で顔面を地面に叩きつけた。それが一瞬。横で見ていた俺が唖あ然ぜんとするほど流麗な動作だった。

　続けざまに、今度は小柄な女性がグレンカを狙う。身の軽さを活いかした飛び蹴りは標的の背後から首を刈り取ろうとするが、グレンカはそれを察知してか腰を深く落とし、振り返ると同時に左拳を放った。正中線への一撃。女性はあえなく迎撃された。

　いくつかの攻防の末、俺とグレンカが背中を向け合う。

「魔女っていうのはみんな腕っ節ぷしが強いのか？　それなんの格闘技だ？」

「エスカラーチェ流剛体術。ヒエイさんの趣味で、子供の頃から鍛えられてたんだ」

「まったく、すごい人だよ」

　腕力は与えられても、技術までは与えられないのだろう。向かってくる緑色の人間の動きは、どれも素人だ。体術に覚えのある俺たち二人なら、囲まれようと物の数ではない。

　軍勢の向こう側で、思い通りにいかず舌打ちするレストの姿が映った。

　が、数秒後。

　レストは俺たちのほうを見て、にやりと笑った。

　その微笑を訝いぶかりつつ、俺は目の前の相手を打撃で倒そうとして──硬直する。

　相手の頭部が、急になくなったからだ。

「なっ──」

　いや、違う。消えたのは頭だけではない。首から下も、徐々に消えていっている。

　正確には、消えているのは身体ではなく色……そう、緑色が急激に消失していく。

　奪色だ！

　レストの瞳が怪しく光る。俺が相手をしていた人物から、緑色を奪っているのだ。

　同様の現象が、グレンカの目の前にいた相手、さらには俺たちを取り囲んでいた数人、致命打を与えられ地面に伏していた残りにも起こった。

　二十四人全員が、身体に宿していた緑色と共にその存在を失っていく。後には灰色のローブだけが残り、脱ぎ捨てられた洗濯物のようにそのへんに散らばった。

　そして、無色透明となり消滅した人間は──色への未練から色霊モルスになることがある。

　俺の眼前で、ヒト型の陽炎かげろうが揺らめく。

　ついさっきまで人間だった色霊が、産声を上げた。

「レスト！　あなた、なんてことを……っ！」

「この人数を一度に操そう色しよくするのは疲れるんだよ。それよりは、全部まとめて色霊にしてしまったほうが戦力は上がりそうだ」

　危惧していた、最低最悪の奪色活用法。それが実際に行われてしまったことに、グレンカは激しく憤慨していた。

　だが俺は、それどころではなかった。

　力なく膝を折り、その場に崩れる。猛烈に込み上げてきたのは、吐き気け。同時に頭痛と目眩めまいも引き起こす。全身に力が入らなくなっていた。

「アイズ!?　どうしたの！」

　グレンカが戸惑いの声をかけるが、俺自身も何が起こったのかわからない。

　レストが何かしたのか。相手の体力を奪う魔法でもあるのか。違う。これはきっと──

「ふうん。君、トラウマ持ちか」

　朦もう朧ろうとする意識の中、レストの声が聞こえてくる。

「奪色──人から色が消える光景を見せると、稀まれにそうなる人間がいるんだ。彼等らには共通点がある。人が色と一緒に消える様を過去に見たことがあり、そこで大きなショックを負った、という共通点が」

　ただ耳に入ってくるだけの、言葉という音。その数々が、俺の記憶を呼び覚ませる。

　人から色が消える光景。色と共に消滅する存在。六年前の世界侵しん色しよく。

　そのときの出来事が、目の前の現象と重なっていく。

「君、世界侵色で誰か大切な人でも失ったかい？」

　ディアが消えたときの喪失感が胸に去来し、俺は自然と涙を流していた。

　駄目だ。止まれ。ディアはもうとっくにいないんだ。今さらこんな悲しみはいらない。

　立ち上がれずにいる俺を見下しながら、レストは言う。

「そのトラウマを発症すると、皆口々に失った人物の名を叫ぶんだ。嗚咽おえつと共にね。君も遠慮することはない。思う存分に泣き喚わめきたまえよ。さあさあ」

　俺の姿を見て愉たのしんでいることは明白だった。が、俺には苛いら立だつ余裕もない。

　そのまま身動きできずにいると、眼前の色霊モルスが両腕を振り上げた。一番近くにいる俺の色を求め、襲おうとしているのだ。回避したくても身体が言うことを聞かない。

　刹那、その色霊が炎に包まれた。

　俺の傍らにグレンカが立つ。どうやら例の手袋から発生させた火花を元に、赤色に侵色した炎で色霊を焼いたようだ。相手が色霊となってしまっては、手加減する意味もない。

「悪、い。グレン、カ……」

「アイズ……」

　息も絶え絶えの俺に、グレンカはなんと声をかけていいかわからない様子だった。

「おっと」

　その間、レストが不自然に三歩ほど後退した。

　よく見てみると、奴やつのそばでヒト型の陽炎かげろうが揺らめいている。胴体を狙った大腕は宙を空振り、代わりに地面を割っていた。色霊が攻撃して、レストはそれを回避したのだ。

「やれやれ。色霊にしたはいいが、見境なしというのは困るね。ぼくにまで襲い掛かられるのは面倒だ」

　そうだ。色を奪ったからといって、魔女はその色霊を支配下に置けるわけではない。無色透明とはいえ、色霊は霊体。ゆえに侵色不能。敵意の対象には、レスト本人も含まれる。だが、奴もそれで自滅するような間抜けではないだろう。

「そういうわけだ。時間も来たようだし、ぼくは失礼させてもらうよ」

「この期に及んで逃げる気!?」

「逃げる？　とんでもない。これから挑むんだよ──街攻めにね」

　そう言った直後、壁面を伝う根が静かに動き出した。

　最初は静かだったが、あれだけ巨大なものが動けばそこには当然、地響きが生じる。埃ほこりが舞い、壁の破片が砕かれたクッキーのように辺りに散らばる。

　レストは複数ある根の内の一本に飛び乗り、天井に向かっていった。天井は他の根が叩たたいて砕き、開いた穴から灰色の陽光が差し込む。このまま地上へ出るつもりか。

　俺とグレンカはレストを目で追い、

「おい、いたぞ！」

　すぐに脚でも追おうとして、しかし不意の来訪者に意識を奪われた。

　下水道の通路から、灰色の姿をした男女が六人ほど駆け寄ってくる。

　そいつらは皆、腰に湾わん刀とうを下げ、俺と同じ討とう伐ばつ局きよくの制服を着ていた。

「見ろ、提供された情報通りだ！」「魔女だ！　魔女がいるぞ！」「そんな馬鹿な……」「本当に『真実の色』が……」「綺き麗れい……」「言ってる場合か！　捕縛しろ！」

　全員の注目がグレンカに集まり、多少の戸惑いを表しつつも、迅速に行動を起こす。

　率先して動いたのは四人。グレンカはあっという間に取り囲まれてしまった。

「ちょっ……なんなのあなたたち！」

　対処に迷ったその一瞬、グレンカは地面に倒され、後ろ手に拘束される。まるで街の暴漢を捕らえるような、見事な手際。だが一方的すぎる。グレンカはまだ何もしていない。

　未いまだ地面に突っ伏ぷす俺に、残りの二人が声をかけた。

「大丈夫かアイズ？」「話は支部長から聞いている。おまえも大変な目に──」

　二人は当然、同僚である俺を味方だと思ったのだろう。

　だが俺と目を合わせてすぐ、二人の顔が驚きよう愕がくに染まる。

　無理もない。赤色になった俺の瞳を見れば、魔女との繋つながりを疑うのが自然だ。

　声もなく後ずさった二人には構わず、俺はゆっくりと身を起こす。

　そして、グレンカを拘束する四人に対して言う。

「グレンカを離せ」

「……何を言ってるんだ、おまえ？」

　四人の内の一人がそう返した。問う言葉は気丈だが、本人も半ば混乱している。俺とグレンカがどういう関係にあるのかわからない。だからこその、心からの問いなのだろう。

　おそらく、オウロさんは俺の報告から『街で魔女を発見したら捕縛しろ』──と命じた。そんな中で俺たちの目撃情報が入り、こいつらは下水道にやって来た。ひょっとしたら、その情報源は俺たちが来るのを予測していたレストかもしれない。俺がグレンカの存在を明かさなかったばかりに、こいつらはグレンカをレストだと誤解しているのだ。

　余計な不和を生まないようにと配慮した作戦は、完全に裏目に出た。

「アイズ！」

　対応を考える最中、グレンカが地面に顎を置きながら叫んだ。

「レストを追って！　早く止めないと、街が滅め茶ちや苦く茶ちやになっちゃう！」

「っ、グレンカは」

「大丈夫！　この人たちは私が説得するから！」

　──そうだ。こんな小競り合いをしている場合じゃない。

　レストはすでに地上に出た。街攻めに挑むと宣言して。なればこそ、最悪の事態はもう始まっているかもしれない。

　グレンカは討とう伐ばつ局きよくとの共闘を望んでいる。魔力の通った肉体なら人間の拘束など簡単に振りほどけるだろうが、下手に反抗しては後々の敵対に繋つながる恐れもあった。それがわかっているからこそ、言葉での和解をと考えているのだろう。

　今すぐに動けるのは、俺だけだ。

　理解したところで、拘束に参加していないほうの二人が湾わん刀とうを抜いた。

　まさか俺に──と危惧した瞬間、二人の持つ刃は何もない宙空を斬る。

「おい、気をつけろ！　近くに色霊モルスがいるぞ！」

　刃の軌跡に陽炎かげろうが揺れ、消えた。

　そうだった。今この空間には、レストの残していった色霊が複数体いる。

　その内の一体が俺にも襲いかかってきた。

　正面から突進してくるそいつを、俺は抜刀の流れで横切りにする。

　身体はまだふらふらするが……そんな弱音は言っていられない。

「グレンカ」

　俺はグレンカと視線を交わす。

　グレンカは何も言わず、代わりにこくんと頷うなずいた。

　それだけで十分、お互いの意思は伝わった。

　俺は天井から崩れた瓦が礫れきの山を登り、人間離れした跳躍力でもって下水道を脱出する。背後も真下も振り返らない。今は自分の仕事に集中するべきだ。

　そして舞い戻った地上は──早くも凄せい惨さんな状況になっていた。

　地面から空に向かって、何本もの巨大な、そして緑色の根が、塔のように聳そびえている。ただ聳えているだけじゃない。それらは蠢しゆん動どうと同時に轟ごう音おんを轟とどろかせ、倒れるようにして周囲の建物を押し潰した。または薙なぎ払った。人が住む家屋もそうでない建物も見境がない。街に存在するものに片っ端ぱしから、例外なく破壊と蹂じゆう躙りんを与えていく。

「イヤぁああ！」「緑が、緑色の化け物が！」「何あれ……なんなのあれ……？」「魔女だ！　魔女が蘇よみがえったんだ！」「討伐局は何やってんだよ！」「逃げろ！　とにかく逃げろ！」

　俺の横を、逃げ惑う市民たちが大勢通り過ぎて行く。皆が一様に悲鳴を上げ、緑色に恐怖している。中には茫ぼう然ぜん自失し地に膝をつく者、緑色に魅了されふらふらと根に近づこうとする者までいた。

　そんな市民を必死に避難誘導しようとしているのが、同僚たる討とう伐ばつ局きよくの面々だ。

「こっちだ！　急げ！」「市民の方々はこちらへ！」「なんだよあれ……あんなのどうしろって言うんだよ！」「馬鹿、あんなのと戦えるか！」「終わりだ……もう終わりだ……」

　涙ぐみながらも気丈に職務をまっとうしようとする者、市民と同様に絶望に膝を折る者、一緒になって逃げ出す者……反応は様々だが、どこを見ても安心できるものではない。

　俺は、とんでもない思い違いをしていた。

　万が一のとき討伐局を動かせるように──俺はオウロさんにそう頼んだ。

　だが絶対的な力を持つ魔女に対して、討伐局が……もっと言えば、ただの人間ができることなど何もない。この悲惨な現状が、痛いくらいにそれを物語っていた。

　対抗できるのはレストと同じ魔女か、あるいは〈御剣者レガトウス〉。

　俺は、爪が食い込まんばかりに拳を固く握る。

「……感謝するぜ、レスト。おかげで、あのときの気持ちを思い出せた」

　大切な人が色と共に消える──その絶望的な喪失感。

　あんなものは二度と味わいたくない。そして誰にも味わわせない。

　その想おもいが、討伐局の一員として戦う俺を作った。俺に戦うという意思を与えた。

　そのことを思い出せば、身体の重さなど気にはしていられない。

「諦めるな！」

　俺は逃げ惑う市民に対し、叫んだ。

　制服のポケットに手を伸ばし、同僚から預かったライターを取り出す。もう片方の手は胸に当て、引き抜くような動作の後、その手中に大剣型の『御剣レガト』を顕現させる。

　仰々しい大きさと装飾、そして色を持つ『御剣』に、討伐局も含めた何人かの視線が注がれる。一方で、俺の視線は手元のライターに向いていた。

　着火した灰色の火を見つめること数秒。その火に侵しん色しよくの魔法がかかり、赤色になる。

　続けて操そう色しよくを行使し、炎を大きくした。火勢を強めることを意識したあまりライターそのものも燃やしてしまったが、炎をすぐ『御剣』の刀身に移し、松明たいまつのようにする。

　完成した炎の剣を掲げ、皆に希望を示すため、俺は高らかに叫んだ。

「あれは俺がなんとかする！　討伐局は市民の避難誘導に徹しろ！」

　今、レストに立ち向かえるのは俺だけだ。

　一人きりだとしても……退しりぞくわけには、いかない。






　　Interlude　幕間









　ラジアータ第三都市西部、郊外と呼べるほどの位置に、小高い丘がある。

　丘の上には目立った建築物も建っておらず、小さな公園がある程度だった。しかもそこは雑草が生い茂っており、公園と呼ぶには遊具も少ない。ほとんど空き地同然だったが、高所から街を見渡せるため老若男女問わず人気のスポットでもあった。

　その公園は今、街から避難してきた人々で溢あふれかえっていた。彼等らは皆、地中から突き出てきた緑色の植物を遠目に、第三都市の行く末を憂えている。

　隅の一画では、討とう伐ばつ局きよくが仮設テントを張っていた。街の中心部にあり、いつ破壊されるともわからない第三支部の局舎は、現在もぬけの殻である。代わりにこの仮設テントに急ごしらえの対策本部を設け、事態の早期解決を目指していた。

　しかしながら、ほとんどの局員は戦う前から戦意を喪失してしまっている。

　不可視の色霊モルスを斬るための技術など、対魔女戦においてはなんの役にも立たない。列車ほどの質量を持つ植物の根、そしてそれを自在に操る魔女に、どう立ち向かえというのか。

　難題に答えを提示できる者は、誰一人としていない。

　だがそれでも、生きる希望を失ってはいけないと──〈赤色の魔女〉グレンカ・ビスカーレットはそう思っていた。

　討伐局に拘束されたグレンカは、対応に困っていた局員に自分から「一番偉い人のところに連れて行って」と懇願した。

　局員たちは戸惑いを感じたが、グレンカがまるで抵抗しなかったことも手伝い、一切の危害を加えることなく上司のもとへと連行した。

　その上司というのが、討伐局第三支部支部長、ウェゴリー・オウロである。

「不思議な感覚だな。灰色の中に他の色があるというのは」

　仮設テントの中でグレンカと対面し、発した第一声がそれだった。

　オウロは「彼女と一対一で話したい」と他の局員を下がらせた後、事情の説明を求めた。具体的には、アイズとの関係性について。彼が電話で報告した内容の精査と、秘した部分への言及。グレンカはこれに応じ、二人は椅子に座って向かい合った。

　グレンカは包み隠さずすべてを話した。アイズが一度死に、今は〈御剣者レガトウス〉という存在になっていることも。この状況で隠すことなど何もないというのが、グレンカの判断だった。

「詳しくありがとう。事情はわかった」

　グレンカが一通りの説明を終えると、オウロは驚くほど淡白にそれだけ返した。

　そこから一分ほどの沈黙が流れる。喋しやべる者がいなくなると、テントの外から響く地鳴りのような音がよく聞こえた。緑色の巨大植物が、街を破壊している音だ。

　しばらくして、オウロが口を開く。

「……うちの問題児には本当に困ったものだな。あいつは頭が回るあまり、度々こういう面倒くさい真ま似ねをする。上司としてはもう少し組織を信用してもらいたいものだが」

「なら、早くアイズを援護してあげてください！　いくら〈御剣者レガトウス〉になって魔法が使えるようになったからって、レストは一人で勝てるような相手じゃ──」

　グレンカの願いは、自分とアイズ、そして討とう伐ばつ局きよくが一丸となって戦うことだ。

「残念ながら、それはできない」

　その願いを叶かなえられる唯一の人物が、無理だときっぱり断言する。

「討伐局は、あくまでも治安維持を目的とした組織だ。その戦闘技術は対色霊モルスを想定したものであり、規格外の存在である魔女に対してこちらができることは何もない」

「そ、そんな……」

「悪いが、私も無駄に部下を死なせるわけにはいかんのだ」

「この街が破壊されてもいいって言うんですか!?」

「よくはないが、やむをえん。第三都市は放棄する」












　あっさり飛び出した無情の決断に、グレンカは絶句する。

「じゃあ、街の人は……」

　このテントに入る直前、避難していた人々と少しだけ目が合った。ほとんどの人間がグレンカの姿に怯おびえ、数時間前に街で見かけた笑顔はどこにもなかった。

「もちろん、市民たちは第三都市の外へ避難させる。中央本部にも応援を要請済みだ。到着はまだだが、急いだところで解決する問題でもないからな。人員を揃そろえる時間、対策を練る時間というのはどうしても必要になる」

「それが全部済むまでは……」

「残念だが、傍観するしかあるまい」

　レストの侵攻を、黙って見ていろというのか。

　第三都市が廃はい墟きよに変わり果てる様を、諦めて受け入れろと。

「駄目……それじゃ、みんなの住む街がなくなっちゃう」

　ふとこぼれた発言に、オウロは意外そうな顔を浮かべる。

　グレンカは息を吸ってから、自らの想おもいを告げた。

「私、この街を見て感動したんです」

「感動？」

「灰色なのに、みんなが生きる希望を失っていない。世界がこの先ずっと灰色のままだとしても、ラジアータの人たちは立派に暮らしていけるんじゃないかって。もちろんそんなのは嫌だろうけど、単純に、嬉うれしくなっちゃったんです」

　色の変化に負けず生きている人々がいる。その事実に、グレンカは勇気をもらった。

　しかし、今レストが行っているのは色の強奪ともまた違う。純粋な破壊だ。最も原始的な絶望の押し付けだ。

　このままでは、街の人々が築き上げてきたものがすべて台無しにされてしまう。

「みんなの暮らしている街が壊れるなんて、絶対に駄目。魔女に壊されるなんてことになったら、もっと駄目」

　レストの侵攻を受け入れれば、街の住人たちは今度こそ絶望に押し潰されてしまうかもしれない。グレンカが見てきた他の街々のように、人間の生き方そのものが灰色になってしまう。それだけは避けなくてはならないと、グレンカは本能的に按あんじているのだった。

　しかし、オウロは苛いら立だちを含んだため息をつく。

「言いたいことはわかる。だが現実的にどうする？　我々には何もできん」

「あなたたちにできなくても、私にできることはあります」

「君がレストから街を救ってくれると？　我々は手を貸せんぞ」

「それでもいいです。私だって、犠牲は出したくありませんから」

「勝算は？」

「……わかりません」

　自信なく言うグレンカに、オウロはまた大きく嘆息。

「わからないのはこっちだ。君は、この街には縁も思い入れもないだろう。なのにどうしてそこまで肩入れをする。人間の味方をすることで信頼を得ようとしているのなら、あいにくだが逆に不審だ。安易な善意だけでは、君を信じることはできない」

　ここまで、拘束された程度で特別な危害を加えられることはなかった。浴びせられる視線も、敵意というよりは戸惑いの色が濃かった。だからといって、オウロはグレンカを味方と思っているわけではないらしい。

「もしかしたら、そのレスト・ヴェルディグリとやらは架空の人物かもしれん」

　しまいには、そんな疑惑まで飛び出す始末だ。

「なっ……何を言ってるんですか」

「仕方ないだろう。我々はまだそのレストという魔女を見ていない。それに君の言う魔女や魔法の話も、すべてではないにせよどこかに嘘うそが交じっている可能性はある。色の属性や見るという条件、これらはすべてデタラメで、今も私と会話をしながら街の植物を操っているんじゃないか？」

「私、嘘なんて言ってません！　それに、アイズは──」

「あれも年頃の男だ。君に誘惑され、洗脳でもされているのかもしれないな」

　違う。アイズはそんな人間じゃない。

　そう主張したいのに、今は何を言っても信じてもらえる気がしなかった。

　魔法については実践という形で一から披ひ露ろうしてみせてもいいが、そんな暇があるなら今すぐにでもアイズを助けに向かいたい。

　彼等らの助けが借りられないなら、強引な手段でこの場を離れることは可能だろう。

　とはいえやはり、後々のことを考えるならここは平和的に協定を結びたい。

「……じゃあ訊ききますけど、あなたたちは私をどうする気なんですか？」

「このまま拘束させてもらう。もし〈御剣者レガトウス〉であるアイズが死ぬようなら、君のもとに『御剣レガト』が戻ってくるのだろう？　レストとやらに奪われると厄介だし、こちらで回収する」

「私、抵抗するかもしれませんよ？」

「君は犠牲を出したくないと言った。ならば目的を同じくする私たちに『御剣』を預けたほうが懸命ではないかな」

「そんなの……！」

「調子がいいと思うかね？　しかし君のそういう『お人ひと好よし』な部分は信頼できそうだ。まさかただの人間である私に暴力など振るわないだろう。まあ、私見だがね」

　なんて滅め茶ちや苦く茶ちやな言い分だ。解釈の仕方が自分たちにのみ都合が良すぎる。

　話に聞いたウェゴリー・オウロは、こんな理不尽なことを言う人物ではなかった。自分にとっての良き理解者であり、表面上は無責任だがここぞという場面ではしっかり仕事をこなす、そんな大人だと──アイズの評価が間違いだとは思えない。

　グレンカは目を瞑つぶり、どうすればわかりあえるのかを考えた。

　そして、静かに喋しやべり出す。

「……街を救いたい理由は、もう一つあります」

　その真しん摯しな眼まな差ざしに、オウロもまた真剣な態度で接する。

「なんだね」

「アイズを死なせたくありません」

　アイズは、人を騙だますことなんてできそうにないから、と自分を信じてくれた。

　ならば、オウロに対しても下手な理屈を並べる必要はない。

　自分に正直な気持ちで、真正面から誠意をぶつけるだけだ。

「アイズは言ってました。世界に『真実の色』を取り戻すまでは死ねないって。でもそれって、言い換えれば、世界に『真実の色』を取り戻せたら死んでもいいってことなんです。事実、アイズは一度、私を守るために命を投げ出しました。私が世界を元通りにしてくれるなら、それでいいって」

「……あの馬鹿者が」

　オウロも思い当たるふしがあるのか、額に手を当て唸うなった。

「ここに来る前、下水道でアイズを送り出したのは私だけど、すぐに失敗したかもって後悔したんです。アイズの思考なら、レストと刺し違えようとしてもおかしくないから」

「仮にアイズが死んだとしても、『御剣レガト』は君のもとに戻る。だから意志は受け継がれるということか。だがそれは別に、君にとって不都合があるわけではあるまい」

　仕様の上での話なら、確かにオウロの言うとおりだ。〈御剣者レガトウス〉であるアイズが死んでも、グレンカ自身にはなんの影響もない。捨て駒にすることとて可能だ。

「でも、私はそんなの嫌なんです」

「なぜだね」

「なぜって、嫌なものは嫌なんです。ただの感情の問題です。私は……アイズに死んでほしくないんです」

　伏し目がちに吐と露ろした本音は、はたしてオウロにどう届いたのか。

　いや、どう思われても構わない。言葉にしてみてよくわかった。優先するべきは後よりも今。討とう伐ばつ局きよくの信頼よりもアイズの命だ。なればこそ、ここに留とどまり続けるのはよくない。

　グレンカが椅子から立ち上がろうとした寸前、

「なるほど。よくわかった」

　オウロは大きな声でその挙動を制した。

「グレンカ・ビスカーレット。我々討とう伐ばつ局きよくは、正式に君と協力体制を結びたい」

　続く言葉は、それまでの疑心はなんだったのかと思うほどあっさりしたものだった。

「……私のこと、信じてくれるんですか？」

「ああ。今の話で君は信じるに値する人物だと確信した」

「今のって……アイズの話で？」

「惚ほれた男を死なせたくない。命をかける理由など、それくらい俗っぽいほうがいい」

　言いながら、オウロはふっと微笑ほほえんだ。

　一方のグレンカは、相手が何を言っているのかわからない。

「惚れた……？　誰が、誰にですか？」

「君が、アイズにだ」

　私が、アイズに。

　グレンカ・ビスカーレットが、アイズ・グレイアッシュに。

〈赤色の魔女〉が、命がけで自分を守ってくれた〈御剣者レガトウス〉に……？

　やっと意味を理解したところで、同時にとんでもない誤解をされていると理解した。

「や！　ややや！　わ、わた、私は別にそんなんじゃ！」

　顔を真まっ赤かにしながら、ぶんぶんと両手を振るグレンカ。

　オウロはそんな彼女をからかうように、

「照れることはあるまい。先代〈紫色の魔女〉からも、〈御剣者〉には魔女の伴侶としての役目があると聞いている。君がアイズを選んだのも、つまりそういうことだろう？」

「だから私にそんな意図は微み塵じんもなくて──って、えっ？」

　ふと我に返り、今しがた耳に届いた言葉を脳内で反はん芻すうする。

「聞いてるって……ひょっとして、先代〈紫色の魔女〉と面識があるんですか？」

「当然だ。私は元極ごく彩さい社しやの人間だからな」

「ええ!?」

　先代〈紫色の魔女〉といえば、ラジアータ復興の基盤ともなった極ごく彩さい省しようの前身、極彩社を築き上げた張本人だ。その一員が、極彩省ではなく討伐局、それも中央本部ではなく支部にいる……？

　オウロは他に誰もいないテント内を見回し、声を潜めて言う。

「第三支部でも一部の者しか知らん。もちろんアイズにも秘密にしている」

「なんで……」

「私も組織の人間だからな。いろいろあるのだよ。理解いただけたなら、アイズにも黙っていてもらえると助かる。バレたら恨み言を言われるのは目に見えているからな」

「そんな秘密を、わざわざ私にバラした意図はなんですか？」

「だから、君を信用したのだよ。付け加えて言うなら、そうだな……以前は先代〈紫色の魔女〉が所属していた極ごく彩さい社しやだが、現在の極ごく彩さい省しようには二代目〈紫色の魔女〉が所属している」

　またあっさりと飛び出した新情報に、グレンカは強い衝撃を受ける。

　二代目〈紫色の魔女〉。

　魔女戦争で〈灰色の魔女〉に倒された先代ではなく、グレンカやレストと同じように魔女戦争後に『御剣レガト』を継承した次世代の魔女。それが、極彩省に所属している。

「そして彼女は、前々から他の魔女に会いたいと言っていてね。もちろん敵ではなく味方としてだ。私としては、ぜひ君との仲介をしたいと思っている」

「それは……願ってもないことですけど」

「ならば勝ち取ってくるといい。君が我々の確かな味方であるという信頼を」

「……っ」

　嘘うそではない。嘘をつく意味などないのだから。

　だが、しかしだ。

　これは話の真偽とはまったく別の問題で、グレンカはウェゴリー・オウロという人物が信用できなくなっていた。

　だって、彼が元極彩社の人間で、現在も味方に魔女がいると知っているのなら、グレンカの情報を疑う必要などなかったはずだ。三種の魔法や〈御剣者レガトウス〉の仕様についても当然、把握済みのはず。

「私のことをタヌキとでも思うか？」

「……思います」

「正直なお嬢さんだ」

　オウロは笑うが、こうしている間にもアイズは一人で戦い、街は破壊されているのだ。

「悪く思わないでくれ。君のことを疑ったのは、大人としてやっておかなければならない仕事だ。魔女や魔法の概要は別として、君という少女がどういう人間なのかはこの目で見極める必要があった。アイズが色香に騙だまされ、利用されている可能性も捨てきれなかったからな」

「アイズはそんな人じゃありません」

「そうだな。あれはどちらかと言えば堅物だ。だから苦労するぞ」

「わ、私もそんなんじゃありません！」

　再び顔を赤くするグレンカに、オウロはくつくつと笑った。

「さて、話の続きは事態が解決してからにしようか。厚かましい願いではあるが、救うと言ったからには救ってもらう。もちろん、我々は手を貸したくても貸せん。むしろ邪魔になるだろう。人手が必要ならアイズをこき使ってやってくれ」

「……それでいいです。もしものときは、街の人たちの避難をお願いします」

「尽力しよう」

「あと」

「なんだね？」

「信用してくれたことには感謝しますけど、個人的な感情で言わせてもらえば……私、あなたみたいな人って嫌いです」

　グレンカはせめてもの意趣返しとして、赤色の瞳で侮蔑の眼まな差ざしを送った。

　オウロはそんなストレートな嫌悪感すら、微笑で受け流す。

「結構だ。アイズは私を信頼しすぎているきらいがあるからな。君で釣り合いが取れる」

　これにはさすがに、グレンカもため息が漏れた。

　もういい。これ以上は時間の無駄だ。

　今は一刻も早くアイズのもとへ。そう思いながら翻った直後、

「それと、もう一つ。これは私からの個人的な頼みだ」

　背中越しに、オウロの憂いを帯びたような声がかかる。

「どうか、アイズを助けてやってくれ」

　振り返る気にはなれなかったが……これはきっと、この人の偽らざる本心だ。

　グレンカは背を向けたまま首を縦に動かし、テントを飛び出していった。
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　孤軍奮闘。

　仲間との連携……というより、共同作業が苦手な俺にとっては珍しくもない境遇だった。単独で複数体の色霊モルスを相手にした経験などざらにあるし、一人のほうが動きやすい。

　しかし、このときばかりは。

「そんなのはただの強がりだ。本当は背中を預けられる仲間が欲しい」

　……なんて、弱音を吐きたくもなる。

「『弱音を吐きたいときは、あえて吐け。溜ため込んでいても毒になるだけだ』──だったかな、あの人の教えは」

　弱音を吐く自分を客観的に見て、哀れに思え。そして、あんな弱音を吐くような人間にはなりたくないと強く願え。その気持ちが弱い心を捩ねじ伏ふせる。

　俺は、俺に戦いを教えてくれた人の言葉を思い出しながら、街の中を走り回った。

　地中から生えてくる何本もの巨大な植物の根。それらは等しく緑色をしており、見る者を視覚的に恐怖させる。灰色の景色の中で、唯一の緑色が破壊活動を続けているのだ。かつて人は緑色を心が安らぐ色と認識していたが、これではまったく別の印象を抱いてしまう。

　とはいえ、街まち中なかにはもう人の姿はなかった。おそらく討とう伐ばつ局きよくの避難誘導が上う手まくいっているのだろう。俺の視界にあるものは、崩れた灰色の建物ばかりだ。何人か逃げ遅れた人を探す同僚とすれ違ったが、俺が持つ炎の剣を見ると皆一様にぎょっとした反応を返した。

「最大の問題は、あれをどうするか、か」

　緑色の根は、未いまだ活動を続けている。その動きに規則性はなく、周囲の建物を手当たり次第に叩たたき潰している印象だ。人が被害に遭うのはあくまでもその余波。レストとしては、絶対的な力を見せつけて討伐局の戦意を削そぐことが目的なのかもしれない。

　相手が植物なら火で燃やせばいい。最初はそう思い、『御剣レガト』に移した炎で実践を試みた。だがやはり操そう色しよくの魔法で強化されているのか、その活動を止めるまでには至らなかった。樹海のときと同じだ。対抗するにはレスト以上の魔力が必要なのだろう。

　現状、あの根を直接どうにかするすべはない。

　解決法はただ一つ。あれを操色しているレスト本人を倒すことだ。

　だがレストは先ほどから一向に姿を現さない。街を走り回る途中、何人か話のできそうな人間に声をかけてみたが、目撃情報はなかった。

　と、そこで俺は足を止める。

　根が巨体を震わせる音、建物が崩れる音に交じって、小さな音が聞こえてくる。

　これは……子供の泣き声か。

　俺は聴覚を頼りに瓦が礫れきだらけの街路を進む。

　元は飲食店が並んでいた通りを抜けた先で、声の主に遭遇した。

「大丈夫か？」

　俺が声をかけたその人物は、七歳くらいの少女だった。

　さっきまで怖くて泣きわめいていたのだろう。目元には大粒の涙が溜たまっている。俺の顔を見てぴたりと泣き止やんだようだが、それは安心によるものではなく、驚きによるものに違いない。なにせ燃える大剣を携えた、奇妙な赤あか眼めの男が現れたのだから。

「みんなとはぐれたのか……他に逃げ遅れた人や、一緒だった人は？」

　俺の問いに、少女は驚きの表情を固めたまま首を横に振った。

「なら、そこの角を右に曲がって、あとは道なりに走るんだ。途中で討伐局の……あー、俺と同じ服を着た男の人がいるから、その人に保護……じゃないな、助けてもらえ。なるべく急いで。わかるか？」

　子供との会話は俺の苦手分野の一つだ。赤眼になる以前も、やたらと怖がられることが多かった。オウロさんからは「デカい上に辛気臭い面をしているからだ」とよく言われた。

　しかしその少女は、

「討とう伐ばつ局きよく、わかる」

　少しむっとした顔で、大きく頷うなずいてみせた。

　どうやら、子供扱いするな、という意が込められているらしい。

　そのまま俺の言うとおりに走り出し、

「あ、あの！」

　しかしすぐに振り返って、

「赤い目……格かつ好こいいね！」

　と。

　それだけ言い残して、走り去っていった。

　俺は返事も満足に返せないまま、ただ思う。

　……やっぱり、この街の人間は強い。

「頑張らないとな」

　自分にそう言い聞かせ、俺は緑色の脅威に向き直った。

　根の生えている場所は、俺のいる地点からは少し距離がある。もう少し近づけばレストのいる場所も見えてくるだろうか。いや、いくら魔力が通って頑丈になったとはいえ、あれに薙ながれればひとたまりもない。無策で突っ込むのは危険だ。

　俺は考える前に動くタイプじゃない。考えてから動くタイプだ。

　では、今考えるべきはなんだ。

　無論、レストの居場所である。それに繋つながるヒントは？

　俺は脳内の情報を整理し、視界にあるすべてのものを観察、思考を巡らせる。

　そして──ある一つの違和感に気づいた。

「っ、あそこか！」

　俺は強い確信を得た。

　そこにレストがいるとすれば、あらゆる辻つじ褄つまが合う。

　問題は、どうやって敵の重囲を破り、あの場所に近づくかだが……そんなの、さっき少女を見て思ったことを実践するだけだった。

　つまり、頑張るしかない。







　俺が足を運んだのは、街の中でも一番の高さを誇る時計塔だった。

　時計塔は間近で緑色の根が暴れているにもかかわらず、悠長に時を刻み続けている。造りが堅けん牢ろうなため直撃しても簡単には壊れない──というわけではない。単純に、被害に遭っていないだけなのだ。

　周囲の建物が軒並み倒壊しているというのに、この時計塔だけ損壊から逃れているのは不自然だ。俺はこの時計塔が、むしろ根に守られているように感じた。

　内部の階段を上り、時計塔の最上階へ向かう。時計の真上、三角型の屋根に挟まれたその場所は、壁を取り払った吹きさらしの空間となっていた。ここからなら、街の様子が隅々まで見渡せる。

　そして、予想的中。レストとルイはそこにいた。

「やあ。よくぼくの居場所がわかったね」

「魔法は見なきゃ発動できないんだろ？　その仕様を考えれば、すぐに答えは出た」

　緑色の根を操そう色しよくするには、どこからかその根を見ている必要がある。根が複数同時に動いていたことから、俺はレストがすべてをいっぺんに見渡せる場所にいると睨にらんだのだ。

　該当する場所はどこか。単純に思いついたのが、街を一望できるほどの高い場所である。

「ここは見晴らしがいいね。高所から美しい街が壊れていく様を見るのは、心苦しいものがあったよ」

「そう思うんなら、今からでもやめてもらいたいもんだがな」

「君がぼくに恭順するというなら考えないでもない」

「寝言は寝ている最中に言うもんだぜ。敵を前にして居眠りとはやるな」

　いつかグレンカが言われた言葉をそっくりそのまま返す形で挑発する。レストは不快そうに顔をしかめた。

　こいつの目的を思えば、和解の道もあるのかもしれない。だがそれを果たすための手段が決定的に相あい容いれない。なればこそ、俺が向けるのは右手に握った赤色の『御剣レガト』だ。

「君さ。この世界は魔女が作ったって知ってる？」

　刃を向けられながらも、レストは敵意に応じない。まだ何か語り足りないのか、灰色の空を眺めながら淡々と言葉を紡ぐ。

「ぼくも〈緑色の魔女〉になるまで知らなかったんだけどね。『御剣』を通して先代から受け継いだ、確かな記憶だ。かつてこの世界は、無色透明だった。それに色をつけ、形あるものとして誕生させたのは、七人の色彩の魔女なんだよ」

「七人……？　魔女は全部で六人じゃないのか？」

　有彩色の魔女が五人、無彩色の魔女が一人、計六人。生存している魔女に限って言えば、〈灰色の魔女〉の二代目は存在していないらしいので五人のはずだ。

「今はもういないけど、大昔にいたんだよ。番号を振るなら一番、別名としては原初の魔女、または創世の魔女。ある地方では伝承としても残されている──〈白色と黒色の魔女〉と呼ばれる存在がね」

　白と黒──それは、この灰色の世界においても失われていない特殊な色だ。

　だがこの二つの色は、他の色とは明確に立ち位置が違う。白と黒は明度の違いによってどこにでも存在し得る。いや、だからこそ原初と呼べるのか。

「ぼくが言いたいことがわかるかい？　色彩の魔女は、元々この世界を作った神様だったんだよ。それが現代の統治者となることに、なんの不満があるっていうのさ。極めて自然なことじゃないか。そろそろ己の傲ごう慢まんさを自覚したまえよ」

「この局面になってまだ自分を正当化しようとするなんてな」

　興味深い話ではある。俺の知識欲ももっと話を聞きたいと言っている。

　だがな。こんな拙い主張でレストの行いを認めるようなら、俺はここにいやしない。

「人間から魔女になったからって、いきなり精神が成長するわけじゃない。それは誰かを見ても明らかだ。半世紀も生きていないような元人間が、神になってたまるかよ」

　レストは舌打ちの後、顎を動かし配下に指示を出した。ルイが先頭に出る。

「無駄話はやめだ。君の相手は彼女に任せる」

　ルイの身体は相変わらず緑色で、爛らん々らんと輝いていた目も未いまだ虚うつろなままだ。

「ルイは奪色しないのか？」

「彼女はぼくのお気に入りだからね。戦闘技術を持った駒はなかなか手に入るものではないし、何よりもぼくを見たときのあの反応。あれはとても愛いとおしかった。できることなら色霊モルスにするなんて非道な真ま似ねはしたくない、が」

　レストが語る途中、ルイが走り出した。

「それも君次第というところだ」

　手に携えた湾わん刀とうで、一直線に俺に斬り込んでくる。平時ならその新人離れした思い切りの良さを褒めてやるべきだろうが、今はそうはいかない。

「クソ……ッ」

　俺はルイが放つ斬撃を、炎を纏まとわせた『御剣レガト』で受け止める。相手の押す力とこちらの受ける力が拮きつ抗こうし、鍔つば迫ぜり合あいの状態になった。

　相手がレストや色霊なら、この刀身に宿した炎を使うことも考えていたが、さすがにルイを焼き殺すほど非情にはなれない。ここに来て、彼女を支配から解放するすべはないのかと考え出す自分がいた。

　いや、ここに来て、だからか。下水道でレストが人間を奪色し、色霊にしたとき、俺は強く思ってしまった──もう二度とあんな犠牲は出したくないと。

「ルイ！　目を覚ませ！」

　結果、俺は湾刀で押してくる相手にそんな言葉を投げていた。

　傍はた目めから見ても無駄な行為なのだろう。視界の奥にいるレストが失笑している。

　それでも、俺は奇跡が起こる瞬間を想像してしまう。

「おまえ、夢があるんだろ！　世界に『真実の色』を戻して、色のある景色を見るって！　それは緑色一色の世界なんかじゃなかったはずだ！　このままレストに従ったって、おまえの夢は叶かなわないんだぞ！」

　封印されているルイの自我が復活し、レストの操そう色しよくに抗あらがう。そんな展開を熱望した。

　そして──刃から伝わる力が急激に弱まっていくのを感じた。

「アイズ……センパイ……」

　ルイの唇が震えるように動き、俺の名を口にする。

　まさか……期待通り、自我が戻った？

　俺はルイの押す力が弱まったのに合わせ、肩の力を抜く。

　一瞬の気の緩み。その間かん隙げきを突いて、ルイが身を屈かがめた。

「なっ──」

　俺の太ふと腿もも辺りを狙った横切り。即座に身を引くが、反応が遅れ転倒、裂傷を負う。灰色の血液が周囲に飛び散り、痛みが走る。垣かい間ま見みたルイの表情は、未いまだ虚うつろなままだった。

　俺はレストを睨にらみつける。

「ぼくはルイを自由に操れるんだ。たとえば、自我を取り戻したフリをさせる──なんてこともお手のものさ。それにしても君、ちょろいね」

　レストはわざとらしく口元を隠し、嘲あざけり笑う。

　大ふと腿ももの傷は深い。傷口に血が滲にじみ、灰色──いや、黒色の染みを作っている。起き上がりたくても脚に力が入らなかった。神経を損傷したのかもしれない。だとすれば致命的だ。

　──と、向こうはそう見て取り、勝利したと慢心しているだろう。

　転倒したのは、油断を誘うための芝居だ。

　俺は太腿の傷口を見つめ、瞬時に操色の魔法を発動。赤あか眼めが発光し、紋章が浮かび上がる。次いで視線の先にある血が赤色に染まり、傷口を塞ふさぐように固まった。かつてグレンカが俺にやってくれた応急処置を、自分で再現してみせたのだ。

　傷が塞がった直後、俺は起き上がると同時に駆け出した。その手に『御剣レガト』を構え、目指すのはもちろん、レストの懐。

　まさか再起するとは思っていなかったのだろう。レストは目を見開き硬直している。命令を出す側がそんな有り様であったため、ルイも反応が遅れた。

　遮る障害はない。

　レスト本体を叩たたけば、この戦いは決する。

　だが俺は一度、館でレストに接近戦を挑み敗れた。あのときとは違い今は魔力を帯びているため、力負けすることはないかもしれない。それでも、この駆け込みの最中に対応策を取られる可能性はある。

　だから俺は相手の虚を突いた──そしてさらにもう一段、相手の虚を突く。

「届けぇえええええええっ！」

　レストとの距離をまだ五メートルほど置いたところで、俺は『御剣』を振りかぶった。

　当然、刀身は空を切る。だがその刃に纏まとわりついた赤色の炎が、一気に火勢を増してレストに伸びていった。これが攻撃の本命。操作性を持つ火炎放射だ。

　操そう色しよくで増強された炎は津波のごとくレストを飲み込み、その姿を焼く。時計塔の最上階は一瞬にして炎の海と化した。

「どうだ……！」

　俺は確かな手応えを感じつつも、敵の反撃に備える。眼前の業火からレストが飛び出てくるのではないかと危惧したが、しばらく経たってもその予兆はない。

　念には念を入れ、さらなる一撃を加えるべきか。だが狭隘な場所での火攻めは諸刃の剣だ。これ以上の炎は俺自身にも危険が及ぶ。

　葛藤の末、消火を決断した。〈御剣者レガトウス〉は奪色が使えないため一瞬で火を消すということはできないが、せめて勢いだけでも弱めようと操色を行使する。

　炎の海は火の粉の草むら程度に落ち着き、あとには灰色の焦げ跡が残った。

　この場に残ったのは、『御剣レガト』を構えながら息を切らす俺と、棒立ちのルイ。

　前方にいたレストの姿は、消えている。

　まさか骨も残らないほどに燃やし尽くしてしまったのか……？

　違う。俺の熟練度ではそれほど強力な炎は作れないし、魔力を帯びたレストの身がそんな簡単に燃え尽きるはずがない。












　だとすれば、レストの所在は俺の視線の先にある景色──灰色の空か。

　ここは吹きさらしの空間だ。壁が取り払われているため、身を乗り出せば簡単に外に出ることができる。とはいえ時計塔の最上階だから、超高度からの落下は免れない。

　グレンカも言っていた。魔女は空を飛べない。いくら身体が頑丈でも、落下の衝撃に耐えられるとも思えない。かといってレストが無策で飛び降りるかといえば否だ。

　導き出される答えは一つ──それは、俺の目の前に再び姿を現した。

「やるね」

　炎から逃れるため飛び降りたレストは、外にある緑色の根を操そう色しよくし、自身を捕獲させていた。時計塔の間近、俺とルイのいる最上階と同じ高度から、悠々それを乗りこなす様を見せつけられる。

「新たな力を得たとて慢心せず、過去の失敗から学び、勝利のために工夫をこらす。君みたいな小こ賢ざかしい人間は好みだよ。本当に、相あい容いれないのを残念に思う」

　奇襲に奇襲を重ねた一撃は、躱かわされた。

　また、振り出しだ。

　いいや──振り出しにすら戻れない。攻守は完全に逆転した。

「ところで、だ」

　俺は次に来る一手を予想しつつも、すぐには仕掛けてこないレストに耳を貸す。

「街はほぼ壊滅状態にある。討とう伐ばつ局きよくは上う手まく避難したようだが、魔女の力を示し、戦意を削そぐという目的は果たせた。ともなれば、もうこの根を操色し続ける理由はない。これだけ巨大だと魔力の消耗も激しくてね」

「何が言いたい」

「もうぼくがすべての根を見渡せる位置にいる必要はないということさ」

　そこまで言って、時計塔の周囲に聳そびえていた根が一斉に動き出す。上下左右あらゆる方向から、無防備な時計塔を砕かんとその身を叩たたきつけた。激しい揺れ。地響き。時計塔は瞬く間に破壊され、街のシンボルとしての役目を終える。

　無論、中にいた俺はその崩壊に巻き込まれ……地上まで真っ逆さまに落ちていった。







　すべての轟ごう音おんが鳴り止やんだとき、俺は天を仰いでいた。

　空は快晴。映る景色は相変わらずの灰色だ。土煙のようなものも微かすかに昇っている。

　仰あお向むけになっていた身体を強引に起こす。全身に激痛が走った。皮膚の各所に傷を負っていたが、それよりも酷ひどいのは骨の痛みだ。いくら耐久力が上がったとはいえ、やはり街一番の高さからの転落はダメージが大きい。が、幸運にも致命傷はなかった。

　いや……幸運なんかじゃない。必然だ。

　俺は、心構えをしていた。レストが最終的には時計塔を倒壊させることを予測し、被害を最小限に留とどめられるよう、いざとなったらどう動くべきかをシミュレートしておいた。結果として、俺は崩れ落ちる時計塔の外壁を上う手まく滑り降り、上から降ってくる瓦が礫れきは『御剣レガト』で弾はじき、落下の衝撃を死なない程度に緩和することに成功した。

　周囲は瓦礫の山。あれがまったくの予想外だったら、俺は今頃この山の中だろう。〈御剣者レガトウス〉の身体だからこそ叶かなった作戦とは呼べない作戦だが、とにかく存命だ。

　手元にはちゃんと『御剣』もある。さすがは絶対不滅の肩書きを持つ剣、傷一つ付いていない。纏まとわせていた炎は消えてしまっていたが、もはや大した問題でもなかった。

「あれで死なないとは。君もなかなかにしぶといね」

　立ち上がったばかりの俺の前に、未いまだ健在のレストとルイが現れる。

　二人共、怪け我がはない。崩落の寸前、ルイも最上階から飛び、レストの乗る根に飛び移ったのを見た。客観的に見れば、戦況は何一つ変わっていないというわけだ。

　そしてレストの背後には停止状態の根もまだ聳そびえており、巨体が俺たちに影を作っている。この位置関係、レストが振り返って俺に根を叩たたきつけようものなら、自分も被害に遭うことは必定だ。が、もはや勝負は根を操そう色しよくするまでもない。どう見ても。

　決定的だ。

　満身創そう痍いの俺と、ほぼ無傷の二人組。

　孤立無援。絶体絶命。あまりにも、絶望的な状況じゃないか。

「ふっ……はは……」

　俺は空を見上げながら、乾いた笑いを飛ばした。

　その苦境に似合わない態度に、レストは怪け訝げんな顔を浮かべる。

「いきなり笑い出すとは。気でも狂ったのかい？」

「……いいや、違うさ。逆転の目が出てきたんでつい、な」

「戯言たわごとを言うのはやめたまえ。死に際の虚勢は見苦しいよ」

「戯言でも虚勢でもないさ」

　俺は視線を移し──レストを見る。

　視界には、レストとルイ。背景には破壊された灰色の街々、そして巨大な緑色の根。

　これだ。これが俺の見たかった景色だ。

　この景色を作り出すために、俺は壊されるとわかっていた時計塔に上った。

「レスト──おまえにこの街の色を教えてやるよ」

　俺の魔ま眼がんが赤色に発光する。両の瞳に魔法発動の証明たる紋章が浮かぶ。

　次の瞬間、俺の視界にある瓦礫の山が赤色一色に侵しん色しよくされた。

　正確には、その山を構成する瓦礫──煉れん瓦がの一つ一つが、だ。

　そして、それらの煉瓦を操色の力で宙に浮かべる。山を切り崩したことにより露出した別の煉れん瓦がを、また赤色に侵しん色しよく。同様の手順で宙へ。宙空はあっという間に、赤色の煉瓦で満たされた──レストを取り囲むという形で。

　レストの視線は、俺が操そう色しよくする赤色の煉瓦に向いている。

「しまった！　ルイ──」

　だがすぐに失策だと気付き、離れた位置に立つルイに視線を移した。おそらくは操色で自分の身を守るよう命じるために。

　が、遅い。

「煉瓦の雨だ。傘程度で防げると思うなよ」

　俺の魔ま眼がんが輝きを増す。

　宙空の煉瓦は一斉にレストへと降り注いだ。それこそ豪雨のように。

　第一弾がレストの後頭部に直撃したのを確認。続いて第二弾が背中に。第三弾は脇腹。第四弾は右肩で第五弾は胸だ。煉瓦が砕けた衝撃で土煙が舞い、第六弾以降は視認叶かなわず。

　標的が見えなくなっても俺は操色をやめない。レストが立っていた位置に煉瓦を放ち続ける。弾丸はほぼ無尽蔵だ。なぜならこの煉瓦は、元々は時計塔だったものなのだから。

　俺は覚えていた。六年前、まだこの街が『真実の色』を保っていた頃。街のシンボルである時計塔が赤色だったことを。その外壁が赤煉瓦で作られていたことを。

　俺はこの煉瓦を決着のための切り札と考え、だからこそ、あえて壊されるとわかっていた時計塔に踏み込んだ。俺が敗北寸前まで追い込まれること、レストがそれを見て勝利を確信すること、そこから油断が生まれること、すべてを想定した大仕掛けだ。

　この攻撃は、レスト自身が破壊した街による逆襲。

　視界にあるすべての煉瓦が砕け散り、もうもうとした土煙は風に舞う。

　俺は『御剣レガト』を握る手に力を込めた。度重なる魔法の使用により生じる目の疲労、そして頭痛に、奥歯を噛かみしめる。まだだ。まだ一瞬のまばたきすらも許されない。

　その目で、レストがどうなったかを確認するまでは。

　そして──

「あ、ぐっ……」

　土煙が晴れ、最初に見えたのは……レストの腕だった。

　腕から先も徐々に見えてくる。レストは地べたを這はっていた。

　全身を血だらけにし、顔を苦痛に歪ゆがめながら、それでもなんとか立ち上がろうと力を込める。が、半ばで倒れた。荒い呼気はただひたすらに痛みを表している。こちらを油断させるための演技には見えない。致命傷だ。

「あれで死なないのか。頑丈だな」

「っ……は、灰はい被かぶり、が……っ」

　怨えん嗟さの眼まな差ざしが俺に突き刺さるも、その魔眼の輝きは弱々しい。魔力もほとんど残っていないのだろう。

　もっとも、それは俺も同じだ。『御剣レガト』を握り二本の脚で立ってこそいるが、侵しん色しよくも操そう色しよくもあと一回使えるかどうか。虚勢以外にもう手札はない。

　レストはどうにか上半身を持ち上げ、棒立ちで待機していたルイを見る。

「ルイ……あいつを、あの灰はい被かぶりを殺せっ。理不尽を、殺せぇ……」

　再び操色の効果を受けたルイは、湾わん刀とうを手に俺へと駆け出した。

　繰り出される一いつ閃せんを、俺は『御剣』で受ける。

　キンッ、と軽い音が響いた。

　やはりだ。ルイの動きと刃に伝わる力は、先ほどまでとは比べものにならないほど劣化している。魔力が足りず、操色による強化が不十分なのだ。

　これなら魔法を使わずとも押し返せる──そう思った矢先、背筋が震えた。

　ルイを間に置いた、視界の奥。地に膝をつく死に体のレストが、笑っていたのだ。

　俺はその笑みの意味を考えようとして、

「アイズ……先輩？」

　すぐに意識を別の方向に奪われる。

　対たい峙じしていたルイが、自我を取り戻したのだ。

　芝居をさせられていたさっきとは明らかに様子が違う。虚うつろだった目は人としての輝きを取り戻し、幼さの残るきょとんとした表情を浮かべている。自分が今まで何をしていたのか、なぜ俺に刃を向けているのか、何もわからず混乱しているようだった。

　レストの魔力が尽き、操色から完全に解き放たれたのか。

　違う。それではあの笑みの理由にならない。

　奴やつは、あえてルイに自我を戻したのだ。

　もう、操色しておく必要がなくなったから。

「えっ。なに、これ……身体、緑色、消え……い、色がっ！　色が消えて！」

　ルイの全身から、色が──緑色が消えていく。

　獣に噛かみ千切られたかのように、身体の至る箇か所しよが順番に欠けていく。

　無色透明の範囲はルイ本人が動揺する間も拡大していき、それを見る俺は、絶句した。

　奪色……っ！

　レストは、残り僅わずかであるはずの魔力を、ルイの奪色に使ったのだ。

　馬鹿な。自分から戦力を手放すような行為だぞ。そこにどんなメリットがある。

　そこまで考えて、俺は全身から力が抜けていくのを自覚した。

　続いて襲い来る吐き気け、目眩めまい、拒絶反応。

　目の前の光景が、俺に戦うという行動を困難にさせる。

　世界侵色によりディアを失ったという過去が、トラウマとなって精神を蝕むしばむ。

　レストは……この土壇場で、俺の肉体ではなく精神を殺しに来た。

「あ、ああ……あああ……っ」

　止まらない色の消失。そして存在の消滅に、泣きながら膝を折るルイ。もう身体の三分の一ほどが消えていた。

　一度にすべて奪色してしまわないのは絶望を演出するためか、魔力が少ないからか。どちらにせよ、レストはルイを見つめ続けている。俺は自身を支えるのに精一杯で、奪色を止めることができない。

　また、見ているだけなのか。

　また、喪失感を味わうのか。

　嫌だ。駄目だ。なんとかしろ。考えろ。ルイを救うすべを。俺にできることを。

　何か！

「アイズ！」

　──そのときだった。

　消え行くルイの背後、レストと俺たちの間に、赤色の炎が迸ほとばしった。

　火線は一瞬で膨れ上がり、視界を隔てる壁となる。

　レストの視線が遮られたことにより、ルイの消滅も一時的に止まった。

　俺は声のしたほうを向く。

　そこにいたのは、ルビーのごとき赤い瞳を輝かせる少女──グレンカだった。

「呼びかけて！　声が届くなら、その子を救えるかもしれない！」

　希望を促す言葉。

　そうだ……思い出せ。グレンカとの会話を。そこで聞いた魔法の仕組みを。

　──なら人間を侵しん色しよくする条件っていうのはなんなんだ？

　──対象になる人物が『その色に染まりたい』と願うこと。

「ルイ！」

　俺はすでに無色透明になったルイの腕を掴つかむ。色はないが、感触はまだ残っている。ルイ・スタックという存在は確かにここにある。

「俺が助ける！　だから『赤色に染まりたい』と願ってくれ！」

　人間を侵色するには、本人の願いが必要だ。その願いさえあれば、たとえルイが緑色でも、俺が赤色に侵色しなおすことができる。レストの操り人形だったときは不可能だったが、自我を取り戻した今ならそれが可能なはずだ。

「おまえが本心から願えば、俺が赤色に染める！　そうすれば消滅も防げるんだ！」

「で、でもっ」

「これしかないんだよ！」

　俺は必死の説得を続けるが、ルイは泣き顔のまま頷うなずこうとしない。

　怖いんだ。

　ひょっとしたら、自我はなくとも記憶はあるのかもしれない。自分がレストの操そう色しよくを受けていた間、何をやらされていたか。挙あげ句くに色を奪われ存在を消されようとしていることも踏まえて。俺にも同じ目に遭わされるんじゃないかと警戒し、本能が願うことを拒んでいる。

　そうこうしている間に、掴つかんでいた腕の感触がなくなった。無色透明になったものはしばらく存在を保つが、やがて消える。奪色が中断されても自動的に復活したりはしない。

　このままじゃ、ルイは……っ！

「夢を叶かなえるんだろ！」

　駄目だ！　絶対に消させない！

　俺はもう二度と、誰も消させやしない！

「色のある景色を見るんだろ！　世界に『真実の色』を取り戻すんだろ！　緑色だけじゃない。赤色だけでもない。ルイの知っている色も知らない色も全部！　俺が見せてやる！」

「アイズ先輩……」

「だから生きろ！　生きるために願え！　夢を諦めるな！」

　両目を見開き、ルイの全身を凝視する。赤色に染まれ、と念じながら。

　ルイは滝のような涙を流し、力強く首肯した。

　そして──侵しん色しよくは発動する。







「理不尽だ……」

　這はいつくばるレストの口から、呪じゆ詛その言葉が漏れる。

　両者を隔てていた赤色の炎はグレンカの奪色によって消え、お互いの視線がぶつかる。

　だが、もう危険はない。

　俺の傍らに立つルイの姿は、赤色に染まっていた。

　衣服を含め、皮膚や髪、瞳など、全身余すことなく侵色が及んでいる。

　欠けていた部分も、色が戻ると同時に元通りになった。

　今度こそ救えた。

　もう、何も心配はないんだ……！

「理不尽だ！」

　安あん堵どする俺とルイを見て、レストが怒鳴った。

　直後、身を捩よじり後ろを向く。

　レストの後方にあるもの。活動を停止していた緑色の根に、視線を注いだ。

　まさか……まだ操色を発動させるだけの魔力が残っているのか。

　悪い予感は的中し、緑色の根は轟ごう音おんを立てこちらに襲いかかってくる。動作はこれまでに比べると緩慢だが、誤差でしかない。何より、俺とルイには回避を選択するだけの余力がなかった。

　だが、ここにはもう一人の仲間がいる。

　その仲間を信じ、俺は動かず根の挙動を見守った。そして次の瞬間、根がどこからともなく発生した赤色の炎に包まれる。豪炎は緑色の勢いを殺し、存在そのものを焼く。

　俺たちを襲おうとした根は瞬く間に燃え尽き、視界には赤色の火の粉が舞った。

「きれい……」

　ルイがつぶやく。俺も同じ風ふうに思っていた。

　本人は自身が作る色合いが均一な赤色に不満を持っているようだった。

　だけど、それでも……グレンカが作る赤色を、俺は綺き麗れいな色だと思う。

「……動かすのに精一杯で、もう強化するだけの魔力も残ってないんでしょ」

　緑色の根を焼き払ったグレンカが、どこか悲しそうな声音こわねで言う。

　その言葉はレストに向いていた。最後の武器を容易たやすく攻略され、愕がく然ぜんとしている。

　樹海で戦ったときのように、燃えないほど根を強化するといった芸当はもう無理なようだ。それはつまり、レストの完全な魔力切れを意味していた。

「なんでなんだ……なんで世界は、こうもぼくに冷たく当たるんだ……」

　もはや勝敗は決した。

　だというのに、レストは傷だらけの身体を立ち上がらせる。

「ぼくは、ぼくはたくさん奪われたんだ！　だから奪われる痛みを知ってる！　だからこの世界のために……人類のために戦ったのに！　それの何がいけない！　ぼくの理想の、何が間違ってるっていうんだ！」

「レスト……」

　レストは涙ぐみながら、理不尽な運命への怒りを吐と露ろする。

　そんな彼女を見ながら、グレンカは視線を伏せた。拳を固く握り、感情を押し殺そうとしている。その感情というのは……おそらく、同情や哀れみだろう。

　グレンカがここに駆けつけてくれたとき。ルイを救うため俺たちの間に壁を張ってくれたが、同時にレストへの攻撃も行えたはずなのだ。それをしなかったのは、非情に徹しきれなかったから。直前に、レストの戦う理由を知ってしまったから。

　ここから先は汚れ仕事になる。グレンカにはできないし、やらせるべきじゃない。

　彼女は優しすぎるから……そして、こういうときのための〈御剣者レガトウス〉なのだろう。

「諦めない……ぼくは、絶対に諦めない！」

　レストは、ふらつきながらも歩を進める。赤色の『御剣レガト』を持つ俺のほうへ。

　歩きながら、手を自身の胸元に当てた。淡い緑色の発光。浮かび上がる紋章。引き抜くような所作の後、レストの手にはやたらと派手な装飾をした短剣が握られていた。

　柄の部分に埋め込まれた緑色の宝石を見るに、あれが〈緑色の魔女〉の『御剣レガト』なのだろう。魔力が尽きた以上、魔法は使えない。ゆえに『御剣』での接近戦を、と。

　そうまでして、戦いを望むのか。

　そうまでして戦い、勝利の先にある理想を求めるのか。

　なら。

　俺は、大剣の形をした〈赤色の魔女〉の『御剣』を構え、戦意に応える。

「……おまえは、やり方を間違ったんだよ」

「間違ってなんかいない！」

　俺が投げかけた言葉が引き金となり、レストが走り出した。

　最後の力を振り絞り、短剣を突き刺すため俺との距離を詰める。

　俺は動かず、レストの攻撃を待つ。この反撃で決めるつもりだった。

　だが、途中。

　レストの身体が崩れ落ちた。

　マリオネットの糸が切断されたかのような、唐突な崩れ方。俺の間合いより少し外側だった。短剣の刃はもちろん届いていない。手を下すまでもなく、レストは力尽きたのだ。

「ぼくは……ただ……せかいを……」

　風に掻かき消されそうな弱々しい声を発した、直後。

　レストの身体が淡い緑色の粒子となって輝き、弾はじけた。

　その一瞬の出来事に、俺は唖あ然ぜんとする。

　レスト・ヴェルディグリは跡形もなく消えた。残されたのは、絶対不滅といわれた魔女の象徴。短剣の形をした、〈緑色の魔女〉の『御剣』ただ一つだけだった。

「ヒエイさんが死んだときと、同じ。魔力が尽きて、命を保てなくなったんだよ」

　グレンカが言う。

　俺は残された短剣型の『御剣』を見つめ、思う。

　柄に埋め込まれた宝石や、刀身が見せる緑色の輝きは、ゾッとするほど綺き麗れいだった。

「世界は何色であるべきか……なんて。そんなの、考えること自体が間違いなんだよ」

　灰色の空を見上げながら、もうここにはいない少女に語りかける。

　快晴だ。

　元通りの青い空が見たいと、心から思った。













　　Epilogue　エピローグ









〈緑色の魔女〉との戦いを終えた翌日、正午。

　ラジアータ第三都市は全体の三分の二を破壊され、瓦が礫れきの街と化していた──のだが。

「おおい、これはどこに運べばいい？」「撤去だ撤去、邪魔なもんは片っ端ぱしから撤去！」「ありゃまあ、また見事に壊れたわあ」「おい！　ここおまえの店だろ、おまえが片付けろ！」

　その瓦礫の街で、何人もの人々が忙せわしなく動いていた。

　レストの侵攻から二十四時間も立たない内に、復興作業が始まったのだ。

「本当に……ラジアータの人たちって」

「呆あきれるほど強い、だろ？」

「呆れるっていうか、感心する」

　俺は作業に勤いそしむ人々を見ながら、傍らにいるグレンカとそんな会話を繰り広げていた。

　昨日、レストの撃退に成功した後。街の混乱はすぐには収まらなかった。

　緑色の根は市民が避難している間にグレンカが燃やしてくれたが、避難地では「今度は赤色の炎で街が大火事に！」と大騒ぎだったらしい。実際のところその火は火災に発展する前に奪色で消火したのだが、根がなくなり市民たちが戻ってきてからが混乱の本番だ。

　グレンカの姿を見た人々は口々に魔女が蘇よみがえったと騒ぎ立て、逃げ出したり、敵意をぶつけたり、祈ったり拝んだりとしっちゃかめっちゃかだった。

　この混乱を収めるため、第三都市の最高責任者であるオウロさんは、街の人間全員にグレンカの素性を説明した。彼女は魔女の二代目であり、〈灰色の魔女〉と同じ人間の味方であると。街を襲ったのは〈緑色の魔女〉で、グレンカはその魔女と戦い街を守ったのだと。

　オウロさんはグレンカから事前に魔女戦争の真相を聞いていたようだが、さすがに〈灰色の魔女〉がすべての元凶であるということは話さなかった。

　市民たちのグレンカに対する心象は様々だったが、本人の殊勝な態度も手伝って、今のところどうにか迫害は免れている。

　向けられる感情で一番大きなものは……やはり、興味か。

「ね、ねえアイズ。なんか、大勢の人に注目されるのって慣れないね……」

　言いながら頬ほおを掻かくグレンカ。

　俺たち二人は街の中で最も被害の大きかった地区におり、瓦が礫れきの撤去作業をしている人たちを遠目に眺めている。しかし作業の傍ら、多くの人々がチラチラとこちらを見てきた。『真実の色』を身体に宿すグレンカが、珍しくてたまらないのだ。

「無理に俺のそばにいなくてもいいんだぞ。操そう色しよくだったら代わりにやるし」

「それは駄目。アイズはあれだけ頑張ったんだから、しばらく魔法使用禁止。怪け我がもいっぱいだし、本当だったらベッドで寝ててもらいたいくらいなんだから」

　レストとの戦闘に勝利した俺だったが、やはりダメージは残った。

　実は時計塔の頂上から落ちた際に脚を骨折しており、今は松まつ葉ば杖づえだ。折れた脚で戦えたのは勝利への執念と、魔力による身体強化の賜たま物ものだろう。自然治癒力も上がっているため常人の骨折より早く治るそうだが、これでは復興作業を手伝うこともできない。

　だからといって、寝ているわけにもいかない。

　直接は無理でも、間接的に皆を手伝うことはできるのだから。

「それにしても、あのルイって子……元気だね」

「落ち込んでも仕方がないって十回くらい言ってたな。ホント、優秀な後輩だよ」

　視線の先、瓦礫の撤去作業を続ける面々の中でひときわ機敏に動いているのが、その身を赤色一色に染めたルイ・スタックだった。

　ルイはグレンカから操色の魔法を受けることで魔力を得て、人並み以上の身体能力を身につけている。大人の男二人で持ち上げなければならないような瓦礫を、ルイは細腕二本で軽々と撤去してみせた。本人の姿はどこか誇らしげだ。

　自分の身体の色が変わったり、街を襲った魔女の片棒を担がされたり、挙あげ句くに消えかかったり……散々な目に遭ったというに、ルイは一晩で気持ちを切り替え、現在は街のために従事している。そのバイタリティには敬服するしかない。

　俺は復興作業に参加したいというルイに魔力を与えるため、自身は怪け我がで役立たずなことを自覚しながらここに来た。結局、操そう色しよくは俺の体力を心配したグレンカが代わりにやってくれているが。

　しかしながら、元気に走り回るルイの姿を見ると思う。

　……救えてよかったと。

「本当は、グレンカも直接手伝いたいんじゃないか？」

「それは……うん。でも、私が行ったらみんなが萎縮しちゃうだろうから」

　俺たちが作業をルイに任せて眺めているだけなのは、怪我と周囲への影響が原因だ。

　好奇心から俺たちに目を向ける者はいれど、声をかけてくる者はいない。やはり皆、心の中ではまだ魔女に対する怯おびえがあるのだ。

　と、不意にこちらに近づく影があった。

　その人物は、おそるおそるといった感じに正面から歩み寄ってくる。

　よく見れば見覚えがあった。あれは……俺が時計塔に向かう前に誘導した、迷子の女の子だ。俺の目を格かつ好こいいと言った、あの。

「えっ、な、なにっ。アイズ、あの子っ、近づいてくるよ？」

　少女はこちらに──もっと言えば、俺ではなくグレンカのほうに近寄ってくる。

　その手には灰色の球体が大事そうに握られている。そしてグレンカの目の前まで来ると、高々と球体を掲げた。

「これ赤くしてーっ」

　子供らしい、前置きも挨拶も飛ばした唐突なお願い。

　これ、というは手に持った球体だろう。大きさから察するに、子供用のボールのようだ。

「い、いいのかな？」

「いいんじゃないか？」

　そのボールの『真実の色』が赤色かどうかは知らないが。

　お願いされたグレンカは、辺りをきょろきょろしながら躊躇ためらいの表情を作る。周辺の大人連中がハラハラした様子でこちらを見ていた。そんな大人たちの心などつゆ知らず、お願いしてきた少女の瞳は期待の色で満ちていた。

「じゃあ……」

　グレンカはごくりと唾を飲み込み、魔ま眼がんを光らせる。

　ボールを凝視すること一秒。その表面が赤色に染まった。相手が小さい女の子であることを考慮してか、その色は赤に近いピンク色だ。

　少女はピンク色になったボールをまじまじと見つめながら、

「ありがとーっ！」

　満面の笑みでグレンカにお辞儀をした。そして足早に去っていく。

　グレンカは少女の小さな背に手を振りつつ、にへら、と笑った。

「あ、ありがとう……ありがとうだって……うぇへへっ」

「顔、緩んでるぞ」

「だって、だってぇ。感謝されたんだよ？　あんな可愛かわいい子に、ありがとうって言われたんだよ？　怖いじゃなくてありがとうだよ！　私、この街に永住したいかも……」

　たった一つの感謝で陶酔に浸れるとは。グレンカはよほど人好きらしい。

　俺はそんな相方の弛し緩かんした顔を見つつ、

「戻さなきゃな」

「えっ？」

「この街を、そして世界を。赤色も緑色もある、『真実の色』に」

　あらためて、目指すべき未来を見据える。

　レストを倒し、〈緑色の魔女〉の『御剣レガト』を手に入れた。ようやく一歩前進したが、まだこれからだ。世界を元通りにするための道は長く険しい。

　俺には、夢半ばで潰ついえたレストの理想を継ぐことはできないが……せめて、奴やつが願った世界平和だけは実現させたいと思う。『真実の色』を取り戻した、誰もが安心して暮らせる世界を作るという方法で。

　そんな俺の気持ちを察するように、グレンカは頷うなずいた。

「うん……でも」

　そしておもむろに、俺の手を握ってくる。

「グレンカ？」

「一つ、約束して」

　俺の手を両手で握り込むようにし、自身の額を当てた。

「もう、一人で無む茶ちやなことはしないで。夢を叶かなえられるなら死んでもいいとか……絶対に言っちゃ駄目。アイズには、私がいるから。今度は、私がアイズを助けるよ」

　念じるように言ってから、俺に輝かしいばかりの微笑ほほえみを見せた。

　その瞬間、グレンカは俺の身を心より按あんじてくれていたのだと知る。

　同時に、この微笑みを壊すような真ま似ねをしてはいけないと、強くそう思った。

　が、

「……その約束、破ったらどうなるんだ？」

「えっ!?　え、ええと……泣く？」

「その程度だったら破ってもいいかもな」

「だ、駄目だってば！　すっごい泣くよ、号泣だよ！」

　つい意地悪な冗談を言ってしまうのは……なぜだろうな。

　自分でもよくわからないが、やはり、グレンカと話すのは楽しい。

　純粋に、これからも彼女と共に歩みたいと……そう思えた。

「アイズが女性に手を握られるとは、貴重なものを見たな」

　と、俺の耳に慣れ親しんだ声が届く。

　振り向くと、そこには討とう伐ばつ局きよくの制服を着た灰色の男が立っていた。オウロさんだ。一連の騒動のせいか、髪はいつも以上にぼさぼさで、無精髭ひげもいつもより長いような気がした。

　思わぬ闖ちん入にゆう者しやの登場に、グレンカは慌てて手を引っ込める。俺の手を握っていたのもほとんど無意識だったのだろう。顔を赤らめ、あわあわ言いながら下を向いてしまった。

「茶ちや化かすなよ、オウロさん。こいつ、魔女っていうわりには初う心ぶだからな」

「そのようだな。個人的には部下と魔女の睦むつ言ごとをもう少し観察していたいのだが、こんな事態だ。私もやるべき仕事を片付けなければならない」

「む、むつ、むつごと……」

　言葉一つでさらに紅潮する。グレンカの肌に限定すれば、誰でも侵しん色しよくの魔法が使えそうだ。その手の話題で赤面させるという方法で。

「グレンカ・ビスカーレット。君の探していたシンデレラが見つかった」

　オウロさんは意地悪く一笑した後、本題を切り出した。

　飛び出した単語に、さすがのグレンカも我を取り戻す。

「シンデレラ……グレンカがレストに奪われたっていう、〈灰色の魔女〉の『御剣レガト』が？」

「うむ。うちの局員が崩れた下水道の中で発見した」

　シンデレラは昨日の段階ではまだ見つかっていなかった。レストが携帯していたわけでもないようなので、やはりどこかに隠しているのかもしれない。そこでグレンカは討伐局に依頼し、その所在を探してもらっていたのだ。

　隠し場所の最有力候補としていたのが、侵色した人間や緑色の根を隠していた下水道。睨にらんだとおりそこにあったらしい。

「ありがとうございます、ウェゴリー・オウロ支部長。確認するまでもないかもしれませんけど、シンデレラは無事、ですよね？」

「ああ。瓦が礫れきの山に埋もれていたが、不思議なことに無事だ」

　……なんだ？　グレンカの奴やつ、オウロさんに対して少しつんけんしてないか？

　俺が些さ細さいな疑問を感じる横で、オウロさんは歩き出す。

「あれは我々の手には余る。返却するからついてきてくれ」

　促すオウロさんに、グレンカが言われたとおりついていく。

「一緒に行こ。アイズにも紹介したいし」

「ああ」

　俺も松まつ葉ば杖づえを突きながらグレンカの後に続く、が。

　……『御剣レガト』を、紹介？

　あまりにも自然に出たその言葉に、妙な違和感を覚えてならなかった。







　──それを発見した男性の討とう伐ばつ局きよく員は、思わず手を合わせた。

　破壊された天井から陽光が差し込む、真昼の下水道。堆うずたかい瓦が礫れきの山の最下層に、一本の腕が生えていた。細さや手の小ささから見て、幼い子供のものだろう。おそらく地面の崩落に巻き込まれ、瓦礫の下敷きになり、そのまま……と、そこまで考えてから気づいた。

　腕の周辺に血が確認できない。それに、腕は突き出ている部分だけでも不自然なほどに綺き麗れいだ。傷一つ見当たらない。これはさすがに妙じゃないか？

　討伐局員が訝いぶかる最中、瓦礫の山が突然動いた。いや、正確に言うと動いたのは突き出ている腕だ。より厳密に言うと、その腕の先にいる人物が。山の内部から動き、自身に乗っかっている瓦礫を押しのけ、豪快に這はい出てきた。

「もう！　なんで埋もれてるのよ！」

　可愛かわいらしい声で文句を言うその人物は、全身灰色の幼い少女だった。

　討伐局員が名前を尋ねると、少女はシンデレラと名乗った。






　あとがき






　はじめての方、はじめまして。お久しぶりの方、お久しぶりです。

　真ま野の真ま央おです。『七人の魔女と灰はい被かぶりの空の御剣者レガトウス』をお届けします。

　ここに来るまで紆余曲折ありましたが、新シリーズです。

　前作のタイトルはイタリア語で魔女でしたが、今作は日本語で魔女です。まさかこんなに魔女推しな著作群になるとは思いもしませんでした。そのうちウィッチとかヘクセとかマギサとかがタイトルに入った本も出すかもしれません。

　さて、本作は「灰色の世界」を舞台にした少々風ふう変わりなファンタジーです。

「ライトノベルならではの話を書こう！」というのが最初のコンセプトでした。

　この本は小説で、イラストがあって、世界観を文章で表現しつつ絵でも表現できる。この特徴を最大限に活いかすには──というクエスチョンが発展していって、本作の肝となる「灰色の世界」「色の変化に関連した魔法」などの設定が生まれました。

　見えるもの全部が灰色です。要はモノクロ写真の中に入り込んでしまうようなものです。それが日常となると文化も常識も変わってきます。その中に灰色以外の色を持った魔女がいて、色を変える魔法を使ったりなんてしたら、ややこしいことこの上なしです。

　こんな世界を舞台にした物語、実際に絵や映像として「見える」媒体でやるのはなかなか難しい。だけど文章で絵や映像を「想像する」媒体、小説ならそれも可能なんじゃないか。しかもライトノベルならイラストで「それが実際にはどんなものなのか」もわかる。よし書こう！　あ、やっぱ難しいぞこれ！　というのが、本が出るまでの紆余曲折です。

　続きまして、皆様に謝辞を。

　イラストのせんむ様。素敵なイラストありがとうございます。企画立ち上げ時にはこんな変なことにつきあってくれるイラストレーターさんがいるのだろうかと不安でしたが、最高に色使いの上う手まい方に担当していただけて光栄に思います。キャラクターデザインの面でも細部までこだわっていただき、グレンカ可愛かわいいです（ありがとうございます）。

　担当のＫ様。いつもありがとうございます。ちょうど自分が「イラストはせんむさんにお願いしたいなあ」と思っていたタイミングで「イラストはせんむさんにお願いしようと思います」と言われたときは担当編集エスパー説を信じて疑いませんでした。これからも引き続きよろしくお願いします。

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様、出版や販売に携わっていただいた多くの皆様、この本が読者の方々の手に渡っているのは皆様のおかげです。本当にありがとうございます。

　最後に読者の皆様、この本を手に取ってくださってありがとうございます。

　それでは、またのご縁がありますように。
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